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右
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き

　
近
江
商
人
の
特
色
と
し
て
、
江
頭
恒
治
氏
は
、
第
一
に
行
商
形
態
を
と
っ
た
こ
と
、
第
二
に
全
国
各
地
に
出
店
を
出
し
た
こ
と
、
第
三
に
営

業
の
種
類
が
多
岐
に
わ
た
っ
た
こ
と
、
第
四
に
共
同
企
業
形
態
や
会
計
簿
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
合
理
的
な
経
営
を
行
な
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て

　
　
（
1
）

お
ら
れ
る
。
そ
し
て
近
江
商
人
を
そ
の
出
身
地
に
よ
っ
て
、
八
幡
商
人
・
日
野
商
人
・
五
箇
荘
商
人
・
愛
知
川
商
人
に
分
け
、
活
躍
の
時
期
を

古
い
順
に
八
幡
・
日
野
・
五
箇
荘
・
愛
知
川
商
人
と
さ
れ
た
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
西
川
伝
右
衛
門
家
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
近
江
商
人
と
し

て
は
早
い
時
期
か
ら
活
躍
し
た
八
幡
商
人
で
あ
り
、
最
初
は
荒
物
・
呉
服
等
の
行
商
か
ら
出
発
し
、
後
に
松
前
に
て
支
店
を
構
え
、
漁
業
経

営
・
廻
船
経
営
に
ま
で
乗
り
出
し
、
共
同
企
業
の
試
み
も
行
な
う
典
型
的
な
近
江
商
人
の
一
人
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
そ
れ
ゆ
え
西
川
伝
右
衛
門
家
に
つ
い
て
は
、
従
来
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
直
接
西
川
伝
右
衛
門
家
を
と
り
あ
げ
た
研
究
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
は
、
次
の
よ
う
な
研
究
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
川
家
の
場
所
請
負
を
扱
っ
た
菅
野
和
太
郎
氏
の
研
究
。
第
十
代
当
主
西
川
貞
二
郎

（
安
政
五
年
～
大
正
十
三
年
目
を
中
心
に
明
治
以
降
彼
が
行
な
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
お
よ
び
文
化
活
動
、
交
友
関
係
に
わ
た
る
ま
で
、
西
川
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
内
部
に
い
た
著
者
が
自
ら
書
き
綴
っ
た
近
松
文
三
郎
氏
の
伝
記
的
研
究
。
西
川
伝
右
衛
門
家
の
代
々
の
業
績
を
論
じ
た
砂
鉄
潮
曇
の
研
究
。

西
川
家
の
「
蝦
夷
地
勘
定
帳
」
「
手
船
勘
定
帳
」
「
店
勘
定
帳
」
「
万
永
代
覚
帳
」
等
を
駆
使
し
て
西
川
家
の
場
所
請
負
資
本
の
構
造
、
特
質
、
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（
5
）

成
立
等
を
多
面
的
に
分
析
し
た
田
端
宏
氏
の
研
究
。
西
川
家
の
請
負
っ
た
重
要
な
場
所
の
一
つ
で
あ
る
高
島
場
所
の
経
営
を
分
析
し
た
長
谷
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

伸
三
氏
の
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
西
川
伝
右
衛
門
家
の
研
究
が
大
い
に
進
め
ら
れ
た
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
研
究
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
西
川
家
の
経
営
に
お
い
て
、
一
般
的
に
近
江
商
人
と
し
て
の
特
色
と
さ
れ
る
営
業
形
態
、
会
計
帳
簿
、
本
家
と
支

店
、
使
用
人
等
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
。
第
二
に
、
場
所
請
負
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
。
つ
ま
り
場
所
請
負
と
は
何
な
の
か
、
漁
業
請
負
の
こ

と
な
の
か
、
と
い
う
問
題
を
西
川
家
の
場
所
請
負
を
み
る
中
で
考
え
る
こ
と
。
第
三
に
、
松
前
店
の
経
営
・
本
家
の
経
営
・
田
所
経
営
・
廻
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

経
営
等
を
通
し
て
、
西
川
家
の
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
経
営
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
1
）
　
江
頭
恒
治
『
近
江
商
入
中
井
家
の
研
究
』
（
一
九
六
五
年
、
雄
山
閣
）
二
三
～
二
四
頁
。

（
2
）
菅
野
和
太
郎
「
商
人
の
漁
業
家
化
」
（
京
都
大
学
『
経
済
論
叢
』
第
三
〇
巻
第
五
号
、
一
九
三
〇
年
五
月
）
、
の
ち
同
『
近
江
商
人
の
研
究
』
（
一
九
三
〇
年
、
有
斐
閣
）
所
収
。

（
3
）
　
近
松
文
三
郎
『
西
川
貞
二
郎
』
（
一
九
三
五
年
目
自
刊
）
。
な
お
近
松
文
三
郎
氏
は
、
八
幡
商
人
の
同
人
誌
で
あ
る
『
太
湖
』
に
も
、
　
「
往
時
の
小
樽
」
（
5
）
～
（
6
）
（
第
一

　
　
五
四
～
一
五
五
号
、
　
一
九
三
入
年
十
一
～
十
二
月
）
と
し
て
、
西
川
家
に
関
す
る
記
事
を
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）
南
鉄
蔵
「
西
川
伝
右
衛
門
が
北
海
開
発
に
尽
し
た
業
績
に
つ
い
て
」
（
北
海
学
園
大
学
開
発
研
究
所
『
開
発
論
集
』
第
九
号
、
一
九
七
〇
年
三
月
）
。

（
5
）
　
田
端
宏
「
場
所
請
負
制
度
崩
壊
期
に
於
け
る
請
負
人
資
本
の
活
動
」
（
一
）
～
（
二
）
（
『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
第
一
部
、
B
社
会
科
学
編
、
第
二
四
巻
第
一
～
二
号
、
　
一

　
　
九
七
三
年
九
月
～
一
九
七
四
年
一
月
）
。
同
「
場
所
請
負
制
成
立
過
程
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
北
海
道
教
育
大
学
史
学
会
『
史
流
』
第
一
＝
号
、
一
九
八
○
年
三
月
）
。

（
6
）
　
長
谷
川
伸
三
「
幕
末
期
西
蝦
夷
地
に
お
け
る
場
所
経
営
の
特
質
」
（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
蝦
夷
地
・
北
海
道
』
一
九
入
一
年
、
雄
山
閣
）
。

（
7
）
　
こ
れ
ら
以
外
に
も
西
川
伝
右
衛
門
家
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
と
し
て
は
、
『
北
海
道
史
』
第
一
（
】
九
一
八
年
、
北
海
道
庁
、
一
三
五
～
＝
二
六
頁
）
、
太
刀
川
利
男
「
松

　
　
前
蝦
夷
地
に
於
け
る
近
江
商
人
の
活
動
と
其
の
没
落
原
因
」
（
『
彦
根
高
商
論
叢
』
第
八
号
、
　
一
九
三
〇
年
五
月
、
一
五
〇
～
一
五
五
頁
）
、
『
滋
賀
県
入
幡
町
史
』
　
（
一
九
四
〇

　
　
年
、
八
幡
町
、
五
〇
五
～
五
＝
一
頁
）
、
『
北
海
道
漁
業
史
』
（
一
九
五
七
年
、
北
海
道
水
産
部
漁
業
調
整
課
、
七
一
～
七
二
頁
、
八
四
～
入
六
頁
）
、
『
小
樽
市
史
』
第
｝
巻
（
一

　
　
九
五
八
年
、
小
樽
市
、
八
二
～
入
八
頁
、
九
】
～
九
六
頁
）
、
越
崎
宗
一
『
練
場
史
話
』
（
一
九
六
三
年
、
北
海
道
地
方
史
研
究
会
、
一
七
三
～
二
九
三
頁
）
、
白
山
友
正
『
増

　
　
訂
松
前
蝦
夷
地
場
所
請
負
制
度
の
研
究
』
（
一
九
七
一
年
、
巌
南
堂
書
店
、
六
五
～
六
六
頁
、
七
七
～
七
九
頁
、
入
七
頁
、
＝
二
四
～
一
四
〇
頁
、
一
七
八
頁
、
一
八
四
～
［
八

　
　
七
頁
、
六
一
七
～
六
二
七
頁
、
六
六
九
～
六
八
九
頁
）
、
『
松
前
町
史
』
史
料
編
第
三
巻
（
一
九
七
九
年
、
松
前
町
、
一
〇
四
七
～
一
四
八
五
頁
）
な
ど
が
あ
る
。

（
8
）
　
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
は
、
現
在
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
、
滋
賀
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館
、
小
樽
市
博
物
館
の
三
か
所
に
分
散
し
て
所
蔵
・
保
管
さ
れ
て
い

　
　
る
。
本
稿
は
前
二
者
の
史
料
を
用
い
て
作
成
し
た
。
史
料
閲
覧
に
便
宜
を
は
か
っ
て
頂
い
た
各
機
関
に
感
謝
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。



隔
　
西
川
伝
右
衛
門
家
の
来
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
西
川
伝
右
衛
門
家
は
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
八
月
の
「
先
祖
書
」
に
よ
れ
ぽ
、
　
「
私
先
祖
ハ
江
州
蒲
生
郡
津
田
村
舎
住
人
西
川
宇
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
禄
）

と
申
候
、
正
親
町
院
様
御
時
御
用
被
仰
付
、
則
永
録
七
年
十
二
月
二
日
二
重
往
右
兵
衛
尉
吉
久
と
御
重
、
口
宣
案
致
頂
戴
御
用
相
勤
罷
有
生
、

其
後
年
罷
寄
三
遍
御
揮
申
請
安
土
二
居
住
仕
、
そ
れ
汐
八
幡
為
心
町
江
罷
越
候
」
と
あ
り
、
先
祖
は
近
江
国
蒲
生
郡
津
田
村
の
出
身
で
、
初
代

伝
右
衛
門
の
曽
祖
父
は
西
川
宇
右
衛
門
と
い
い
、
女
房
は
津
田
村
の
住
人
で
あ
っ
た
。
祖
父
は
名
を
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
に
市
往
右
兵
衛

尉
吉
久
と
改
め
、
晩
年
安
土
に
居
を
移
し
た
よ
う
で
あ
る
。
女
房
は
「
津
田
村
忠
左
衛
門
娘
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
入
幡
の
慈
心
町
へ
移
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

よ
う
で
あ
り
、
心
逸
兵
衛
の
女
房
妙
意
は
「
新
町
九
良
右
衛
門
娘
」
で
、
こ
の
頃
よ
り
八
幡
に
定
住
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
父
の
も
う
一

　
　
　
　
（
3
）

人
の
妻
妙
願
は
、
越
後
の
出
身
で
、
父
と
の
問
に
長
左
衛
門
・
伝
右
衛
門
・
伝
兵
衛
・
権
兵
衛
・
妙
け
む
の
四
男
一
女
を
も
う
け
た
ら
し
く
、

そ
れ
ぞ
れ
「
越
後
生
」
　
「
越
後
高
田
生
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
面
喰
意
と
の
間
に
は
、
右
兵
衛
・
久
左
衛
門
・
六
左
衛
門
・
七
左
衛
門
・

妙
わ
う
・
妙
か
ん
・
小
上
う
・
妙
慶
の
四
男
四
女
を
も
う
け
た
ら
し
く
、
そ
れ
ぞ
れ
「
八
幡
心
心
町
元
」
「
同
型
屋
町
上
」
「
下
心
丁
元
」
「
仲

屋
町
上
」
　
「
八
幡
書
屋
町
」
　
「
入
定
小
幡
町
」
　
「
池
ノ
庄
村
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
伝
右
衛
門
家
の
親
類
に
は
、
こ
れ
以
外
に
「
柳
川

村
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
初
代
伝
右
衛
門
の
父
吉
重
は
、
八
幡
為
心
知
に
居
を
構
え
て
、
越
後
地
方
へ
行

商
に
出
か
け
て
い
た
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
伝
右
衛
門
は
、
寛
永
四
年
（
＝
ハ
ニ
七
）
そ
の
行
商
先
で
あ
る
越
後
に
お
い
て
生
ま
れ

　
く
　

た
。　

初
代
伝
右
衛
門
は
、
父
に
な
ら
っ
て
少
年
の
頃
か
ら
越
後
地
方
を
中
心
に
荒
物
・
菓
子
の
よ
う
な
も
の
の
行
商
に
従
事
し
た
。
後
に
呉
服
太

物
類
を
取
り
扱
い
、
越
後
地
方
で
の
行
商
で
得
た
知
識
で
、
当
時
既
に
松
前
へ
進
出
し
て
い
た
近
江
商
人
田
付
家
・
岡
田
家
・
建
部
家
な
ど
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

続
き
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
松
前
に
第
一
歩
を
記
す
に
至
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
「
惣
記
事
概
略
」
に
、
　
「
挿
画
祖
先
近
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江
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右
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右
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五
〇

江
国
蒲
生
郡
八
幡
仲
屋
町
西
川
伝
右
衛
門
儀
、
慶
安
年
中
商
業
ノ
為
メ
渡
島
国
松
前
郡
福
山
二
渡
来
シ
、
何
等
ノ
縁
故
ナ
ル
哉
、
当
時
松
前
家

々
老
職
域
リ
シ
下
国
安
芸
守
邸
二
着
キ
、
、
爾
来
下
国
等
ノ
周
旋
二
因
リ
テ
同
地
小
松
前
町
二
商
店
ヲ
開
キ
、
是
レ
ヲ
住
吉
屋
伝
右
衛
門
ト
呼
ヒ

暖
簾
印
ヲ
日
ト
号
ケ
タ
リ
、
而
シ
テ
此
目
印
ハ
下
モ
ノ
字
ノ
上
ミ
ノ
ー
ヲ
国
ノ
字
ノ
四
角
ノ
中
カ
ニ
入
レ
中
カ
ー
ト
号
ケ
タ
ル
ナ
リ
ト
云
ヒ
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
（
百
八
拾
年
程
以
前
寛
永
の
頃
）

ビ
リ
し
と
あ
る
。
し
か
し
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
の
「
蝦
夷
地
御
用
内
密
留
」
に
は
、
「
右
者
前
同
年
頃
松
前
江
開
店
仕
、
呉
服
太
物
類
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
店
開
）

内
い
た
し
居
候
処
、
商
売
向
相
止
、
当
時
西
蝦
夷
地
ヲ
シ
ヨ
ロ
・
タ
カ
シ
マ
両
場
所
請
負
人
二
而
相
応
墨
取
続
罷
下
組
四
二
御
座
候
」
　
「
同
断

　
　
（
文
政
元
年
）

始
よ
り
当
寅
年
迄
百
八
十
年
二
相
成
候
由
申
伝
候
、
元
私
領
亭
々
呉
服
太
物
商
ひ
い
た
し
居
候
所
、
私
領
之
節
挙
止
メ
、
当
時
西
蝦
夷
地
ヲ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ヨ
ロ
・
タ
カ
シ
マ
場
所
請
負
書
判
青
鷺
」
と
あ
り
、
ま
た
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
七
月
の
「
両
浜
開
店
御
尋
二
尊
書
上
之
写
」
に
も
、
「
寛

　
　
　
　
（
松
前
）
　
　
　
　
（
天
保
十
五
年
）

永
年
中
汐
御
当
所
へ
出
店
、
当
半
年
迄
凡
弐
百
六
年
二
相
開
申
候
」
と
あ
り
、
伝
右
衛
門
家
の
松
前
進
出
は
も
う
少
し
遡
ぼ
る
可
能
性
が
あ

（
9
）

る
。
た
だ
こ
の
頃
の
史
料
は
現
存
せ
ず
、
伝
聞
に
よ
る
二
次
史
料
に
の
み
依
存
す
る
た
め
明
白
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
そ
し
て
「
渡
島
国
松
前
郡
福
山
西
川
支
店
総
理
代
人
履
歴
調
」
に
よ
れ
ば
、
　
「
渡
島
国
松
前
郡
福
山
小
松
前
町
旧
支
店
ノ
義
ハ
寛
文
年
中
ノ

新
設
ニ
シ
テ
、
同
年
間
ヨ
リ
元
禄
初
年
ノ
頃
マ
テ
ハ
近
江
国
八
幡
本
店
初
代
伝
右
衛
門
自
ラ
業
務
ヲ
執
ル
」
と
あ
り
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一

～
一
六
七
二
）
に
福
山
小
松
前
町
に
店
を
構
え
、
営
業
を
は
じ
め
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
二
代
西
川
伝
右
衛
門
二
至
リ
、
元
禄
十
四
年
ノ

頃
始
メ
テ
代
理
者
ヲ
置
ク
」
と
あ
り
、
支
配
人
を
置
い
て
松
前
の
経
営
を
委
任
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
二
代
伝
右
衛
門
の
元
禄
十
四
年
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

七
〇
一
）
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
「
忍
路
高
島
両
漁
場
沿
革
」
に
は
、
　
「
初
代
西
川
伝
右
衛
門
寛
文
七
年
始
メ
テ
忍
路
高
島
両
場
所
請

負
許
可
ヲ
得
テ
開
設
セ
シ
漁
揚
」
と
あ
り
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
か
ら
す
で
に
忍
路
・
高
島
の
場
所
請
負
を
行
な
っ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
が
、
確
実
な
史
料
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
初
代
伝
右
衛
門
の
頃
に
は
、
ま
だ
場
所
経
営
に
は
本
格
的
に
着
手
し
て
お
ら
ず
、
前
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

し
た
よ
う
に
松
前
に
お
い
て
呉
服
・
太
物
類
の
商
い
や
、
延
宝
九
年
頃
「
六
八
｛
）
九
月
の
荷
主
江
縄
入
幡
西
川
四
郎
兵
衛
宛
の
「
破
船
一
札
」

に
「
松
前
江
指
ず
其
方
材
木
我
等
船
二
戸
登
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
材
木
等
の
買
い
付
け
な
ど
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。



eg　1表西川伝右衛門家歴代当主

近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

代1姓 名陣続年数（期間）障鯛死去朝（歳）隔考

代
代
代
代

初
2
3
　
4代
代
代
代
代
代

5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
0

　
　
　
　
　
1

西川伝右衛門昌隆

西川伝右衛門昌興

西川伝右衛門昌奉

西川伝右衛門昌福

西川伝右衛門昌康

西川伝右衛門昌房

西川伝右衛門昌順

西川伝右衛門霊徳

西川伝右衛門昌武

西川貞二郎

慶安年間～元禄9年
　　　　（49年間）

元禄9年～元禄15年
　　　　（7年間）

元禄15年～宝暦5年
　　　　（54年間）

宝暦5年～寛政11年
　　　　（45年間）

寛政11年～文政5年
　　　　（24年聞）

文政5年目文政7年
　　　　（3年間）

文政7年～天保7年
　　　　（13年間）

天保7年～弘化2年
　　　　（10年間）

弘化2年～文久2年
　　　　（18年間）

文久2年～明治31年
　　　　（36年間）

寛永4年

延宝6年

天和2年

正徳5年

宝暦4年
10月

明和2年

寛政6年

文政9年
10月

天保4年
12月

安政5年
4月

宝永6年2月
　　　（83）

元禄15年8月
　　　（25）

宝暦5年10月
　　　（74）

寛政11年9月
　　　（85）

文政8年7月
　　　（72）

文政7年10月
　　　（60）

天保7年12月
　　　（43）

弘化2年4月
　　　（20）

文久2年閏8
月　　　（30）

大正13年3月
　　　（67）

2代の弟

2代目西谷
善九郎の二
男

岸部伝七よ
り養子

8代の弟

井狩只七の
二男

影

藤雛鞭麟灘蕪蝋
既
蘇
艦

賀
州
作
磁
置

型
部
司

（

　
二
代
伝
右
衛
門
は
、
第
1
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
七

か
年
の
間
し
か
経
営
に
従
事
せ
ず
、
二
十
五
歳
の
若
さ

で
初
代
伝
右
衛
門
よ
り
先
に
他
界
し
た
。
こ
の
間
に
福

山
（
松
前
）
支
店
に
支
配
人
を
設
置
し
、
本
格
的
な
松

前
経
営
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
三
代
伝
右
衛
門
の
頃
に
な
る
と
、
入
幡
・
薩
摩
・
柳

川
の
出
身
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
両
浜
商
人
と
し
て

活
躍
し
た
ら
し
く
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
の
「
松

　
　
　
　
（
1
3
）

前
組
中
算
用
帳
」
に
そ
の
名
前
が
み
え
て
い
る
。
そ
し

て
後
述
す
る
よ
う
に
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
八
月

に
は
後
の
忍
路
場
所
に
あ
た
る
茂
入
場
所
の
請
負
証
文

を
古
田
家
と
の
間
で
と
り
か
わ
し
、
宝
暦
二
年
（
一
七

五
二
）
七
月
に
は
後
の
高
島
場
所
に
あ
た
る
し
く
す
し

揚
所
を
請
け
負
い
、
廻
船
も
数
艘
所
有
し
、
繁
栄
を
き

わ
め
た
。
さ
ら
に
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
に
は
、

磯
谷
・
歌
棄
場
所
を
柳
屋
庄
兵
衛
よ
り
譲
り
受
け
、
嘉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
佐
藤
家
へ
譲
り
渡
し
て
い
る
。

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
は
、
近
江
商
人
の
藤
野
家
・



　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

岡
田
家
と
共
同
で
択
捉
場
所
を
請
け
負
い
、
近
江
屋
惣
兵
衛
と
称
え
営
業
を
行
な
っ
た
が
、
損
失
が
多
く
結
局
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
択
捉

揚
所
を
返
上
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
西
川
家
の
繁
栄
の
一
方
で
、
第
1
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
後
継
者
に
は
あ
ま
り
恵
ま
れ
ず
、
六
代
目
以
降
当
主
の
在
任
期
間
が

短
く
、
比
較
的
早
く
他
界
し
て
い
る
。
そ
の
苦
悩
の
様
子
が
よ
く
う
か
が
え
る
史
料
が
存
在
す
る
の
で
、
次
に
掲
げ
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
　
　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候

　
　
　
一
山
屋
町
上
松
前
屋
伝
右
衛
門
儀
、
先
達
而
病
死
仕
候
二
付
其
段
御
薩
申
上
置
候
、
跡
式
之
儀
此
度
同
人
後
家
ゑ
い
名
前
二
番
家
跡
相
続
下
座
申

　
　
　
度
、
尤
親
類
共
熟
談
仕
候
二
附
此
段
奉
願
上
髭
、
右
之
通
音
聞
済
被
成
下
候
ハ
・
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
屋
町
上
願
主

　
　
　
　
　
文
久
三
亥
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
前
屋
伝
右
衛
門
母

　
　
　
　
　
　
　
　
九
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
と
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
灰
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
兵
衛
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
寄
寺
村
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
右
衛
門
印

　
　
　
　
　
御
会
所

こ
れ
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
九
代
伝
右
衛
門
が
死
去
し
た
た
め
、
同
人
妻
ゑ
い
を
家
督
相
続
人
に
す
る
こ
と
を
会
所
へ
願
い
出
た
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
伝
右
衛
門
家
の
家
業
継
続
に
つ
い
て
の
苦
悩
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
九
代
伝
右
衛
門
の

娘
つ
や
に
も
ら
っ
た
養
子
が
西
川
貞
二
郎
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
以
下
十
代
の
西
川
貞
二
郎
の
事
業
を
通
し
て
、
明
治
以
降
の
西
川
伝
右
衛
門
家
の
様
子
を
簡
単
に
み
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
明
治
二
年

（一

ｪ
六
九
）
十
月
に
場
所
請
負
人
が
廃
止
さ
れ
た
が
、
西
川
家
は
引
き
続
い
て
忍
路
・
高
島
の
漁
場
を
借
り
て
経
営
を
行
な
っ
て
い
た
。
　
「
忍



　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

路
運
上
家
支
配
人
履
歴
」
に
は
、
　
「
明
治
三
年
六
月
ヨ
リ
当
国
忍
路
村
在
籍
大
場
庄
兵
衛
支
配
ス
、
明
治
十
二
年
一
月
西
川
貞
二
郎
ヨ
リ
総
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

代
人
ト
シ
テ
北
海
道
営
業
込
一
切
ノ
事
ヲ
委
嘱
セ
ラ
レ
タ
リ
」
と
あ
り
、
ま
た
「
高
島
運
上
家
支
配
人
履
歴
調
」
に
も
、
　
「
明
治
四
年
ヨ
リ
同

十
一
年
マ
テ
福
山
支
店
支
配
人
西
川
林
蔵
准
兵
衛
（
大
橋
林
蔵
コ
ト
）
支
配
ス
、
明
治
十
二
年
一
月
互
二
西
川
貞
二
郎
忍
路
支
店
ノ
分
店
ト
為

ス
、
以
降
部
代
理
人
ヲ
置
ク
」
と
あ
る
よ
う
に
、
明
治
十
二
年
一
月
に
は
福
山
支
店
支
配
人
西
川
伝
蔵
（
岸
部
惣
吉
）
の
猛
反
対
を
押
し
切
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

て
、
西
川
家
の
松
前
経
営
の
拠
点
で
あ
っ
た
福
山
（
松
前
）
の
支
店
を
引
き
揚
げ
た
。
そ
し
て
忍
路
旧
運
上
家
跡
に
総
支
店
を
設
け
、
大
場
庄

兵
衛
を
総
代
理
人
と
し
、
高
島
旧
運
上
家
は
忍
路
支
店
の
分
店
と
し
て
、
そ
こ
に
は
部
代
理
人
を
置
く
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
同
年
入
月
に

は
、
小
樽
堺
町
に
分
店
を
新
た
に
設
置
し
、
漁
揚
仕
込
品
の
買
入
、
漁
獲
物
の
販
売
等
に
あ
た
ら
せ
る
と
い
う
一
大
改
革
を
実
施
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
明
治
に
な
っ
て
福
山
の
城
下
と
し
て
の
機
能
が
な
く
な
り
、
そ
の
地
位
が
低
下
し
た
の
を
見
か
ぎ
り
、
忍
路
に
支
店
を
移
し
、
忍

路
・
高
島
の
両
漁
場
に
よ
り
近
接
し
、
し
か
も
今
後
の
発
展
が
予
想
さ
れ
る
小
樽
に
分
店
を
設
け
る
方
が
、
忍
路
・
高
島
に
事
業
基
盤
を
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

西
川
家
に
と
っ
て
有
利
に
作
用
す
る
と
の
判
断
か
ら
西
川
貞
二
郎
が
実
施
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
忍
路
に
支
店
を
移
し
て
か
ら
鮭
漁
の
豊
漁
が
続
き
、
一
時
的
な
繁
栄
を
み
た
。
そ
し
て
支
配
人
大
場
庄
兵
衛
が
忍
路
支
店
を
新
築
し
、
そ
れ

が
完
成
し
か
か
っ
た
明
治
二
十
三
年
五
月
忍
路
に
大
火
が
あ
り
、
新
築
の
支
店
は
も
ち
ろ
ん
住
家
倉
庫
ま
で
も
焼
失
し
た
。
こ
の
大
火
は
西
川

家
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
打
撃
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
打
撃
は
大
火
と
い
う
自
然
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
忍
路
支
店
の
経
営
自
体
に
も
大

場
庄
兵
衛
に
よ
る
独
断
と
お
ご
り
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
何
ら
か
の
改
革
を
必
要
と
し
た
。
そ
こ
で
西
川
貞
二
郎
は
、
同
年
大
場
庄

兵
衛
を
排
斥
し
、
支
店
を
小
樽
に
移
し
、
忍
路
・
高
島
の
二
分
店
は
単
な
る
漁
揚
の
取
締
所
と
し
、
漁
場
の
制
度
も
改
め
た
。
そ
し
て
大
場
の

あ
と
奥
村
伊
兵
衛
と
白
鳥
宗
治
が
登
用
さ
れ
、
北
見
国
枝
幸
・
紋
別
・
宗
谷
、
石
狩
国
浜
益
の
馬
糧
に
出
張
所
を
置
き
、
新
た
な
漁
場
を
設
け

た
。
し
か
し
、
新
規
開
発
に
よ
っ
て
も
予
想
通
り
の
漁
獲
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
損
失
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
明
治
二

十
入
年
七
月
小
樽
支
店
の
向
側
よ
り
出
火
、
店
舗
・
倉
庫
・
借
家
等
一
切
を
焼
失
し
た
。
そ
の
た
め
同
年
に
は
高
島
漁
場
を
売
却
、
各
地
の
仕

　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

込
を
廃
止
し
、
明
治
三
十
】
年
に
は
浜
益
・
宗
谷
漁
揚
を
売
却
、
小
樽
支
店
を
閉
鎖
し
、
忍
路
へ
移
転
し
た
。
そ
し
て
忍
路
の
漁
揚
全
部
と
北

見
の
漁
揚
の
大
部
分
を
他
人
に
貸
し
付
け
、
店
員
を
一
時
解
雇
し
た
。
そ
の
後
明
治
三
十
六
年
に
は
忍
路
漁
揚
が
一
部
直
営
と
な
り
、
大
正
四

年
に
は
北
見
漁
場
が
全
部
貸
付
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
西
川
貞
二
郎
は
家
業
の
松
前
経
営
以
外
に
幾
多
の
事
業
を
営
ん
で
お
り
、
少
し
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
第
】
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

げ
ら
れ
る
の
は
、
明
治
十
九
年
七
月
に
資
本
金
一
〇
万
円
で
設
立
し
た
二
一
商
会
で
あ
る
。
こ
れ
は
肥
料
販
売
会
社
で
、
入
幡
町
大
字
玉
木
町

元
に
創
設
さ
れ
、
明
治
二
十
五
年
九
月
閉
店
し
た
。
第
二
に
は
、
明
治
十
八
年
に
内
務
省
よ
り
坂
田
郡
丹
生
村
の
清
流
を
利
用
し
て
作
っ
た
総

谷
養
漁
場
の
払
下
げ
を
う
け
て
出
来
た
丹
生
養
漁
揚
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
明
治
三
十
八
年
藤
野
四
郎
兵
衛
に
譲
渡
し
た
。
第
三
に
は
、

明
治
二
十
一
年
に
小
樽
・
高
島
・
忍
路
の
地
で
始
め
た
缶
詰
事
業
で
あ
る
。
こ
れ
も
博
覧
会
・
共
進
会
な
ど
に
出
品
し
、
幾
多
の
褒
賞
を
得
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

が
、
明
治
三
十
年
以
降
に
お
け
る
西
川
家
の
松
前
経
営
の
縮
小
に
と
も
な
い
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
以
外
に
も
明
治
十
「
年
五
月

に
は
、
結
局
不
許
可
と
な
っ
た
が
国
立
銀
行
創
立
願
の
発
起
人
の
一
人
と
な
り
、
明
治
十
四
年
七
月
に
は
資
本
金
五
万
円
の
八
幡
銀
行
の
発
起

人
と
し
て
持
株
二
〇
〇
株
の
最
高
位
で
名
を
連
ね
、
翌
年
創
立
と
な
っ
た
八
幡
銀
行
初
代
頭
取
と
し
て
西
川
貞
二
郎
は
活
躍
し
た
。
明
治
十
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

年
頃
に
は
、
資
本
金
一
〇
万
円
の
大
津
長
浜
間
汽
車
連
絡
汽
船
に
も
一
万
円
出
資
し
、
そ
の
発
起
に
加
わ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
明
治
十
七
年
七
月
滋
賀
県
令
と
し
て
来
任
し
た
中
井
弘
知
事
の
強
い
す
す
め
に
よ
っ
て
、
前
述
し
た
中
一
商
会
を
は
じ
め
次
々
と

新
し
い
事
業
に
着
手
し
た
。
明
治
十
八
年
に
は
製
絨
会
社
の
設
立
発
起
人
と
な
っ
た
が
、
結
局
挫
折
し
た
。
代
わ
り
に
明
治
二
十
㎜
年
九
月
金

巾
製
織
会
社
の
事
務
所
が
大
津
に
設
け
ら
れ
、
翌
年
大
阪
府
西
成
郡
野
田
村
に
工
場
が
竣
工
し
、
明
治
二
十
三
年
に
は
製
品
販
売
を
行
な
っ

た
。
こ
の
資
本
金
＝
一
〇
万
円
、
株
数
一
万
二
、
○
○
○
株
の
う
ち
、
三
、
七
〇
〇
株
が
西
川
貞
二
郎
に
よ
る
出
資
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
近
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

新
報
の
創
立
に
も
、
中
井
知
事
の
す
す
め
に
よ
っ
て
か
な
り
尽
力
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
明
治
十
六
年
の
資
本
金
一
五
〇
万
円
の
大
阪
商
船
会
社
の
設
立
に
あ
た
っ
て
も
、
松
前
経
営
に
よ
っ
て
所
有
し
て
い
た
手
船
の
関
係
か



ら
入
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
和
歌
山
の
汽
船
業
明
光
社
所
有
の
汽
船
明
光
丸
と
明
器
丸
を
船
舶
出
資
し
、
五
二
五
株
を
取
得
し
た
。
さ
ら
に
貸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

付
の
担
保
と
し
て
入
手
し
た
汽
船
鴻
城
丸
・
鶴
崎
丸
も
船
舶
出
資
し
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
二
十
一
年
に
は
、
大
日
本
帝
国
水
産
株
式
会
社
の

設
立
に
参
加
し
、
三
井
家
が
手
を
引
く
な
か
最
大
株
主
と
し
て
そ
の
経
営
に
あ
た
っ
た
。
し
か
し
西
川
家
の
代
表
高
田
義
甫
の
死
亡
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

明
治
三
十
年
こ
こ
か
ら
も
離
脱
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
西
川
伝
右
衛
門
家
は
他
の
大
名
貸
等
に
傾
注
し
て
い
っ
た
商
人
と
は
異
な
り
、
漁
業
に
従
事
し
て
い

た
た
め
維
新
以
降
も
緋
の
豊
漁
に
も
恵
ま
れ
、
場
所
請
負
人
の
廃
止
後
も
引
き
続
い
て
漁
場
を
借
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
維
新
期
に
多
少
の

混
乱
が
み
ら
れ
た
が
、
決
定
的
な
衝
撃
を
受
け
る
こ
と
な
く
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
多
数
の
商
人
が
維
新
期
の
変
動
で
没

落
す
る
中
、
維
新
期
を
乗
り
切
っ
た
西
川
伝
右
衛
門
家
に
対
し
、
そ
の
資
金
力
な
ら
び
に
経
営
手
腕
に
期
待
が
か
か
る
の
も
も
っ
と
も
な
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
中
井
知
事
の
よ
う
な
強
力
な
要
請
も
あ
り
、
西
川
家
は
一
方
で
近
江
に
お
け
る
新
企
業
設
立
の
一
翼
を
担
わ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
家
業
で
あ
る
松
前
経
営
の
悪
化
に
と
も
な
い
、
多
く
の
産
業
に
着
手
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
ど
の
業
種
に
お
い

て
も
芳
し
い
結
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局
松
前
経
営
か
ら
も
撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
滋
賀
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。
こ
の
史
料
は
、
そ
の
文
言
か
ら
初
代
西
川
伝
右
衛
門
の
甥
長
左
衛
門
が
書
き
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

　
　
る
。

（
2
）
　
寛
文
三
年
（
一
六
七
〇
）
八
月
十
日
死
亡
（
近
松
文
三
郎
前
掲
書
四
頁
）
。

（
3
）
　
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
九
月
五
日
死
亡
（
同
右
）
。

（
4
）
　
松
前
経
営
の
先
人
、
建
部
家
、
田
付
家
・
岡
田
家
の
出
身
で
あ
る
柳
川
・
八
幡
と
松
前
交
易
の
重
要
な
通
過
地
点
で
あ
る
越
後
で
生
ま
れ
育
っ
た
伝
右
衛
門
が
、
後
に
松
前

　
経
営
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
全
く
の
偶
然
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
5
）
　
近
松
文
三
郎
前
掲
書
四
～
五
頁
。

（
6
）
　
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。
こ
の
史
料
は
明
治
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
西
川
家
の
野
史
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
7
）
　
前
掲
「
『
松
前
町
史
』
史
料
編
第
三
巻
、
四
八
頁
、
五
一
頁
。

（
8
）
　
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。

　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

五
六

（
9
）
　
そ
う
す
れ
ば
、
初
代
伝
右
衛
門
の
出
生
年
代
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
1
0
）
　
「
惣
記
事
概
略
」
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
）
。

（
1
1
）
同
右
。

（
1
2
）
滋
賀
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。

（
1
3
）
　
同
位
。
こ
の
史
料
な
ど
を
駆
使
し
て
、
榎
森
進
氏
は
、
松
前
を
中
心
と
す
る
日
本
海
海
運
の
担
い
手
を
、
寛
永
以
前
の
若
齢
地
方
の
舟
持
商
入
か
ら
寛
文
以
降
の
近
江
商
人

　
　
団
、
そ
し
て
化
政
期
以
降
の
北
前
船
主
と
把
握
さ
れ
て
い
る
（
榎
森
進
「
松
前
交
易
に
お
け
る
日
本
海
海
運
の
発
展
形
態
」
日
本
歴
史
学
会
『
日
本
歴
史
』
第
二
七
五
号
、
一

　
　
九
七
一
年
四
月
、
の
ち
同
『
北
海
道
近
世
史
の
研
究
』
一
九
八
二
年
、
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
所
収
）
。

（
1
4
）
　
佐
藤
家
の
場
所
経
営
に
つ
い
て
は
、
田
端
宏
「
幕
末
期
の
場
所
請
負
人
経
営
」
（
『
北
大
史
学
』
第
一
二
号
、
一
九
六
八
年
七
月
）
、
田
島
佳
也
「
幕
末
期
『
場
所
』
請
負
制

　
　
下
に
お
け
る
漁
民
の
存
在
形
態
」
（
『
社
会
経
済
史
学
』
第
四
六
巻
第
三
号
、
【
九
八
○
年
九
月
）
、
同
「
幕
末
期
浜
益
場
所
に
お
け
る
浜
中
漁
民
の
存
在
形
態
」
（
神
奈
川
大
学

　
　
大
学
院
経
済
学
研
究
科
『
研
究
論
集
』
第
四
号
、
　
一
九
八
○
年
三
月
）
、
同
「
漁
業
経
営
に
お
け
る
資
金
需
給
の
実
態
と
特
質
」
（
前
掲
『
蝦
夷
地
・
北
海
道
』
）
の
研
究
が
あ

　
　
る
。

（
1
5
）
安
政
四
年
「
記
録
」
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
）
。

（
1
6
）
　
六
代
目
は
、
暑
い
く
を
残
す
の
み
で
、
養
子
を
む
か
え
七
代
目
と
し
た
。
七
代
目
も
四
十
三
歳
の
若
さ
で
死
亡
し
た
た
め
、
子
供
が
幼
く
、
よ
う
や
く
長
男
が
八
代
目
を
継

　
　
ぐ
と
、
二
十
歳
で
死
亡
、
次
男
を
九
代
目
と
し
た
が
、
三
十
歳
で
死
亡
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
（
近
松
文
三
郎
前
掲
書
、
三
〇
～
三
一
頁
）
。

（
1
7
）
　
以
下
の
記
述
は
、
近
松
文
三
郎
前
掲
書
に
依
拠
し
た
。

（
1
8
）
　
前
掲
「
惣
記
事
概
略
」
。

（
1
9
）
同
右
。

（
2
0
）
　
福
山
支
店
の
廃
止
は
、
明
治
十
三
年
七
月
の
よ
う
で
あ
る
（
近
松
文
三
郎
前
掲
書
七
二
頁
）
。

（
2
1
）
　
こ
の
改
革
に
は
、
そ
の
よ
う
な
西
川
貞
二
郎
の
老
え
方
を
支
援
す
る
忍
路
支
店
支
配
人
大
黒
庄
兵
衛
と
従
来
か
ら
の
方
法
を
踏
襲
し
よ
う
と
す
る
旧
福
山
支
店
支
配
人
岸
部

　
　
惣
吉
と
の
関
係
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
2
2
）
　
中
一
商
会
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
水
原
正
亨
「
明
治
前
期
流
通
機
構
の
再
編
過
程
に
お
け
る
一
例
」
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
室
属
史
料
館
『
研
究
紀
要
』
第
一
五
号
、
　
一
九

　
　
八
二
年
三
月
）
を
参
照
。

（
2
3
）
　
近
松
文
三
郎
前
掲
書
一
八
八
～
一
＝
四
頁
。

（
忽
）
　
同
右
書
入
八
～
一
一
九
頁
。

（
2
5
）
同
右
書
一
七
一
～
一
七
八
頁
。

（
2
6
）
　
同
右
書
一
七
九
～
一
入
四
頁
。

（
7
2
）
　
同
右
書
二
一
入
～
二
二
一
頁
。



二
　
西
川
家
の
経
営
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
こ
こ
で
は
、
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
支
店
の
勘
定
帳
で
あ
る
「
店
勘
定
帳
」
と
本
家
の
勘
定
帳
で
あ
る
「
本
家
勘
定
帳
」
の
帳
簿
形
態
、

お
よ
び
そ
こ
か
ら
み
た
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
経
営
状
況
を
み
て
み
た
い
。
場
所
経
営
な
ら
び
に
廻
船
経
営
な
ど
の
経
営
に
つ
い
て
は
、

次
節
以
下
で
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
「
店
勘
定
帳
」
に
よ
っ
て
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
～
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
松
前
店
の
経
営
状
況
を
示
し
た
の
が
、

第
2
表
で
あ
る
。
各
項
目
の
説
明
を
し
て
お
く
と
、
元
貸
金
（
一
）
は
貸
付
金
の
元
金
合
計
、
有
金
銭
（
二
）
は
現
有
の
金
銭
高
、
残
物
（
三
）

は
鱗
な
ど
の
現
物
で
の
保
有
高
で
あ
る
。
為
裏
金
（
四
）
は
、
西
川
本
家
へ
の
為
登
金
で
、
累
積
額
を
示
し
、
時
折
為
登
切
を
行
な
っ
て
い

る
。
土
地
・
建
物
（
五
）
は
店
所
有
の
土
地
な
ら
び
に
建
物
等
の
価
格
、
小
計
（
六
）
は
、
元
貸
金
（
一
）
か
ら
土
地
・
建
物
（
五
）
ま
で
の
資

産
合
計
額
、
内
払
（
六
）
は
預
り
金
な
ど
の
店
の
負
債
額
で
あ
る
。
当
年
差
引
尻
（
八
）
は
、
小
計
（
六
）
か
ら
内
払
（
七
）
を
差
し
引
い
た

額
、
す
な
わ
ち
そ
の
年
の
正
味
財
産
、
前
年
差
引
尻
（
九
）
は
前
年
の
正
味
財
産
を
示
す
。
差
引
残
（
一
〇
）
は
、
当
年
差
引
尻
（
八
）
か
ら
前

年
差
引
尻
（
九
）
を
差
し
引
い
た
期
間
損
益
額
で
あ
る
。
最
後
の
当
年
為
古
金
は
、
参
考
の
た
め
各
年
ご
と
の
本
家
へ
の
山
登
金
額
を
示
し

た
。　

こ
れ
ら
の
項
目
を
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
つ
い
て
勘
定
形
式
に
組
み
か
え
る
と
、
第
1
図
の
よ
う
な
貸
借
対
照
表
に
表
わ
す
こ
と
が

で
き
る
。
借
方
に
元
貸
金
（
一
）
か
ら
土
地
・
建
物
（
五
）
ま
で
の
期
末
資
産
項
目
が
入
り
、
貸
方
に
内
払
（
七
）
の
期
末
負
債
と
当
年
勘
定
尻

（
八
）
の
期
末
正
味
財
産
が
入
る
。
さ
ら
に
「
店
勘
定
帳
」
に
は
、
当
年
差
引
尻
（
八
）
の
あ
と
に
は
前
年
差
引
尻
（
九
）
が
記
さ
れ
、
そ
の
差

額
が
差
引
残
（
一
〇
）
と
し
て
計
算
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
最
後
に
、
当
年
勘
定
尻
の
期
末
正
味
財
産
か
ら
前
年
勘
定
尻
の
期
首
正
味
財
産

が
差
し
引
か
れ
、
差
引
残
の
当
期
純
損
益
が
計
算
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
「
店
勘
定
帳
」
は
帳
簿
形
式
か
ら
す
る
と
、
貸
借
対
照
表

　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



第1図　天保12年貸借対照表

近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

（7）内払　　　8，785両3分2朱
（8）当年差引尻　87，466両　　3朱
（（9）前年差引尻82，797両3分1朱ae）差引残　　　4，668両1分）

／

28，834両　　1朱

44，474両2分

4，　873両1分

11，621両3分

6，458両

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

元貸金

有金銭

残　物

為登金

土地・建物

（6）小　計 96，252両　　1朱 96，　252両 1朱

（註）　天保12年「店勘定帳」（r松前町史』史料編第3巻，松前町，1979年，

　頁）より作成。

1055－1074

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

に
相
当
す
る
資
本
計
算
的
成
果
計
算
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
損
益
計
算
的
成
果
計
算
は
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

お
ら
ず
、
複
式
簿
記
の
決
算
構
造
に
至
る
前
の
段
階
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
各
項
目
の
動
向
を
み
て
お
く
と
、
元
貸
金
（
一
）
は
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
の
二
万
入
、
入
三

四
両
一
朱
か
ら
徐
々
に
増
加
し
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
は
六
万
四
、
〇
六
五
両
｝
分
、
明
治
三

年
（
一
八
七
〇
）
に
は
一
五
万
八
、
一
五
四
両
と
増
加
し
て
い
る
。
田
端
宏
氏
は
こ
の
元
貸
金
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

容
を
さ
ら
に
細
か
く
分
析
さ
れ
、
　
「
証
文
か
し
」
　
「
年
賦
残
か
し
」
の
比
重
は
低
下
し
、
増
加
し
て

い
る
の
は
「
差
引
残
か
し
」
　
「
品
評
か
し
」
な
ど
の
取
引
関
係
の
残
額
と
本
州
か
ら
の
搬
入
物
資
の

貸
付
け
で
あ
る
「
仕
込
か
し
」
、
そ
し
て
手
船
へ
の
積
荷
・
建
造
費
・
航
行
雑
費
等
の
「
手
船
か
し
」

で
あ
り
、
元
貸
金
の
増
加
は
金
融
部
門
の
拡
大
で
は
な
く
、
商
業
分
野
へ
の
前
貸
、
流
通
部
門
の
手

船
へ
の
貸
付
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
有
金
銭
（
二
）
は
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の

六
、
五
一
一
両
三
分
か
ら
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
の
四
万
四
、
四
七
四
両
二
分
ま
で
さ
ま
ざ
ま

で
あ
り
、
年
に
よ
っ
て
か
な
り
変
動
す
る
が
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
以
降
は
一
万
両
前
後
で
あ
っ

た
。
残
物
（
三
）
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
ま
で
は
五
、
○
○
○
両
前
後
で
あ
る
が
、
慶
応
二
年

以
降
急
に
三
万
両
余
と
な
る
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
慶
応
二
年
に
五
艘
も
の
手
船
が
難
船
し
た
た

め
本
州
方
面
へ
の
物
資
輸
送
が
滞
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
や
む
な
く
松
前
で
の
現
物
持
越
し
と
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

　
為
云
云
（
四
）
は
、
累
積
額
で
あ
る
の
で
当
年
為
登
金
の
項
を
み
て
み
よ
う
Q
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

毎
年
五
、
○
○
○
～
一
万
両
の
為
登
金
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
場
合
も



時
折
み
ら
れ
た
。
特
に
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
～
三
年
は
、
連
続
し
て
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
お
り
、
手
船
の
大
量
難
船
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

　
　
　
　
（
5
）

う
。
田
端
宏
氏
に
よ
れ
ば
、
芸
所
経
営
が
赤
字
で
も
手
船
よ
り
の
利
益
に
よ
っ
て
為
繋
金
は
黒
字
と
な
る
た
め
、
為
欝
金
は
廻
船
経
営
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
明
治
四
年
以
降
の
不
振
は
、
後
述
す
る
記
入
役
収
取
権
の
喪
失
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
土

地
・
建
物
（
五
）
は
、
四
、
〇
三
四
両
二
分
～
六
、
九
六
七
両
三
分
で
あ
り
、
年
．
代
が
降
る
に
つ
れ
て
．
や
や
減
少
す
る
が
、
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
た

形
で
あ
る
。

　
内
払
（
七
）
は
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
の
八
、
七
八
五
両
三
分
二
朱
か
ら
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
五
号
八
、
九
六
二
両
ま
で
あ
る

が
、
年
代
が
降
る
に
つ
れ
て
増
加
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
年
差
引
尻
（
八
）
も
わ
ず
か
な
増
加
し
か
み
ら
れ
な
い
。
し
か
も
こ
れ
は
、

計
算
上
累
積
の
為
登
金
が
松
前
店
の
本
家
に
対
す
る
債
権
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
の
増
加
で
あ
り
、
為
登
金
自
体
を
本
家
へ
の
上
納
金
だ
と

老
え
る
と
、
こ
の
分
が
差
し
引
か
れ
、
こ
の
数
値
は
か
な
り
過
大
に
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
は
諸
職
金
は
、
何
年
ご
と
か
に

為
登
切
と
い
う
形
で
本
家
に
帳
簿
上
も
上
納
し
て
い
る
。
そ
の
よ
い
例
が
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
の
数
値
で
あ
り
、
そ
の
前
年
に
為
計
切

が
行
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
差
引
残
（
一
〇
）
に
つ
い
て
も
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
響
岩
切
に
よ
る
帳
簿
操
作
上
の
六
万
両

余
の
欠
損
を
除
く
と
、
毎
年
二
、
○
○
○
両
か
ら
多
い
年
に
は
二
万
両
を
超
え
る
正
味
財
産
の
増
加
が
認
め
ら
れ
る
。

　
次
に
、
　
「
本
家
勘
定
帳
」
を
同
様
に
用
い
て
弘
化
三
年
（
一
八
四
五
）
～
明
治
七
年
（
一
入
七
四
）
の
本
家
の
経
営
状
況
を
示
し
た
の
が
、
第

3
表
で
あ
る
。
各
項
目
は
「
店
勘
定
帳
」
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
追
加
説
明
を
し
て
お
く
と
、
元
貸
金
他
（
一
）
は
貸
付
金
の
元
金

合
計
お
よ
び
前
述
し
た
松
前
店
に
お
け
る
残
物
、
土
地
・
建
物
に
相
当
す
る
金
額
で
あ
る
。
残
物
お
よ
び
土
地
・
建
物
の
金
額
が
ご
く
わ
ず
か

な
た
め
、
便
宜
上
元
貸
金
他
と
し
た
。
例
え
ば
明
治
三
年
で
は
、
そ
の
内
訳
は
元
享
金
三
万
四
、
四
四
六
両
、
残
物
五
一
＝
両
、
土
地
・
建
物

　
　
　
　
　
　
（
6
）

八
三
両
一
分
で
あ
る
。
内
払
（
四
）
は
、
負
債
額
で
あ
る
が
、
松
前
店
よ
り
本
家
へ
の
為
登
金
が
本
家
の
松
前
店
に
対
す
る
債
務
と
し
て
累
積

額
で
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
本
家
入
用
は
、
参
考
の
た
め
各
年
ご
と
の
本
家
で
実
際
に
使
わ
れ
た
費
用
を
示
し
た
。
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
元
号

　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
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経　営　状　況

小　　計⑥

96，252両　1朱

105，325両2分

145，913両1分

　92，491両2分

115，43e両

120，950両

132，642両3分

160，800両3分

175，640両

202，875両

227，093両

脚両

内　　払（7）

8，785両3分2朱

10，768両2分

　13，504両3分2朱

20，295両1分

　17，745両3分2朱

　18，750両3分

　26，657両2分2朱

　32，015両

　44，142両

　47，867両

　58，962両

］　53，864mb

当年差引尻（8）

87，466両　3朱

94，556両3分2朱

129，80G両

132，408両1分2朱

　72，196両1分

　97，684両

102，199両2分

105，985両

128，775両3分

131，498両

155，eo7両3分

168，130両

魎

前年差引尻（9）

82，797両3分工朱

93，687両2分2朱

129，8GD両

132，408両1分2朱

　77，719両1分

97，684両

1D2，186両2分

105，985両

128，775両3分

131，498両

155，007両3分

睡

差引勲薩為
4，668両1分

869両　　2朱

　2，6e87［　E　　　　2朱

△60，212両

　19，964両2分

　4，514両3分

　3，798両2分

　22，790両2分

　2，722両

　23，509両2分

　13，122両

］　19，666fu

　△58両

3，101両

2，196両

1，986両

3，381両

6，959両

1，515両

　7，285両

10，392両

7，441両

8，292両

　△1B2両

△4，ユ86両

5，393両

12，865両

12，202両

6，033両

14，412両

　8，027両

△4，213両

△1，304両

△11，842両

　
両
　
0
7

　
凶
　
1
4
一
△8，053両

｝…2・両

　85両

1，474両

6，812両

田端宏r場所請負制度崩壊期に於ける請負入資本の活動」（1）（r北海道教育大学紀要』社会科

近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

六
〇
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六

第2表　松　前　店　の

年 代1頑金…1有鍼…眸物…｝縫金…鵬’建
天保12年（1841）

天保14年（1843）

弘化3年（1846）

弘化4年（1847）

嘉永3年（1850）

嘉永4年（1851）

嘉永5年（1852）

嘉永6年（1853）

安政元年（1854）

安政2年（1855）

安政3年（1856）

安政4年（1857）

安政5年（1858）

安政6年（1859）

万延元年（1860）

文久元年（1861）

文久2年（1862）

文久3年（1863）

元治元年（1864）

慶応元年（1865）

慶応2年（1866）

慶応3年（1867）

明治元年（1868）

明治2年（1869）

明治3年（1870）

明治4年（1871）

明治5年（1872）

明治6年（1873）

明治7年（1874）

明治10年（1877）

明治11年（1878）

28，834両　1朱

34，164両1分1朱

64，065両1分

63，684両

69，246両3分1朱

63，392両3分

68，451両3分

83，365両

105，　747両2分

114，159両3分

136，709両

魎

44，474両2分

43，998両　　3朱

15，238両3分2朱

　6．718両2分

　10，581両3分

　14，567両

　6，914両2分

　10，187両3分2朱

　8，935両

　6，511両3分

　16，077両2分

｝纈

4，873両1分

2，964両2分

　2，403両3分

　2，650両1分

　4，222両2分

　5，578両1分

　5，451両3分

　8，121両1分

　7，597両

30，147両

34，031両

］10，415di

11，621両3分

17，230両

57，391両2分2朱

12，860両1分

25，066両2分2朱

31，099両2分

45，512両　　2朱

53，538両3分2朱

　49，325両3分

　48，021両3分

　36，179両2分

｝獅

6，458両

6，967両3分

6，813両1分

6，573両1分

6，312両

6，312両

6，312両

5，587両

4，034両2分

4，034両2分

4，Q34両2分

陣分

（註）晩年の「店勘定帳」（『松前町史』史料編第3巻，松前町，

学口無24巻第1号，1973年9月，第17表）より作成。

　△は不足分を示す。

1979年，1055～1294頁），



　
　
　
　
　
近
江
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西
川
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右
衛
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六
二

金
他
（
一
）
と
有
金
銭
（
二
）
の
小
計
（
三
）
が
期
末
資
産
合
計
で
、
内
払
（
四
）
が
期
末
負
債
、
当
年
勘
定
尻
（
五
）
が
期
末
正
味
財
産
と
な

る
。
そ
し
て
当
年
勘
定
尻
（
五
）
の
期
末
正
味
財
産
か
ら
前
年
勘
定
尻
（
六
）
の
期
首
正
味
財
産
が
差
し
引
か
れ
、
差
引
残
（
七
）
の
当
期
純
損

益
が
計
算
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
本
家
勘
定
帳
」
も
前
述
し
た
「
店
勘
定
帳
」
と
同
様
の
帳
簿
形
式
に
な
っ
て
お
り
、
貸
借
対

照
表
に
相
当
す
る
資
本
計
算
的
成
果
計
算
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
損
益
計
算
的
成
果
計
算
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
複
式
簿
記
の
決
算
構
造
に
至

る
前
の
段
階
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
各
項
目
の
動
向
を
み
て
み
る
と
、
元
貸
金
他
（
一
）
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
ま
で
は
年
代
が
降
る
に
つ
れ
て
ほ
ぼ
増
加
し
て
い
る
が
、

明
治
以
降
は
三
万
両
前
後
で
や
や
減
少
し
て
い
る
。
有
金
銭
（
二
）
は
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
の
一
万
一
、
三
〇
二
両
三
分
か
ら
文
久
元
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
［
噛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

（
一
八
六
一
）
の
五
年
魚
、
四
二
入
域
二
朱
ま
で
は
ほ
ぼ
着
実
に
増
加
し
て
い
る
が
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
以
降
は
激
減
す
る
。
ど
う
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
の
か
、
現
在
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
以
降
は
以
前
の
半
分
ぐ
ら
い
の
水
準
に
回
復
し
て
い
る
。
内
払
（
四
）

は
、
原
則
と
し
て
為
敷
金
の
累
積
額
を
含
む
た
め
、
命
玉
切
の
あ
っ
た
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
は
極
端
に
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
為
事
金
を

差
し
引
い
て
計
算
す
る
と
、
文
久
二
年
（
一
八
五
九
）
以
降
は
一
～
二
万
両
に
及
ぶ
が
、
そ
れ
以
前
は
五
、
○
○
σ
両
に
も
満
た
な
く
な
る
。

　
当
年
差
引
尻
（
五
）
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
ま
で
は
二
万
両
前
後
で
停
滞
し
て
い
る
が
、
安
政
六
年
は
為
撫
切
に
よ
っ
て
か
な
り
の
増

加
が
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
以
降
は
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
差
引
尻
（
七
）
も
、
安
登
切
の
と
き
を

除
い
て
マ
イ
ナ
ス
か
わ
ず
か
な
額
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
松
前
店
か
ら
の
為
登
金
を
本
家
の
負
債
と
し
て
考
え
る
と
、
本
家
は
全
く

の
赤
字
経
営
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
、
本
家
は
松
前
店
よ
り
の
為
登
金
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
そ
の
経
営
を
維
持
し
て
い
る
よ
う
す
が
、
わ
か

る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
圏
　
　
－

　
す
な
わ
ち
第
2
表
と
第
3
表
と
を
比
較
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
元
貸
金
や
当
年
差
引
尻
に
お
い
て
も
松
前
店
の
方
が
本
家
よ
り
も
額
が
大

き
く
、
本
家
は
松
前
店
に
お
け
る
活
動
の
成
果
や
あ
る
為
重
金
に
依
存
す
る
形
で
、
本
家
は
あ
く
ま
で
本
家
と
し
て
機
能
し
、
独
自
の
積
極
的



第4表　明治期の支店・分店経営状況

近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

年代忍職店利嗣三分鰍閏高瞬分店利醐三店利潤齢計

量治12年

明治13年

明治14年

明治15年

明治16年

明治17年

明治18年

明治19年

明治20年

夏治21年

明治22年

25，776円　3銭

47，422円24銭5厘

　4，693円85銭3厘

△5，860円54銭7厘

△29，eeD円42銭9厘

　4，029円22銭8厘

△　6，222円66銭3厘

△32，748円40銭6厘

△41，680円24銭2厘

32，753円21銭3厘

42，537円26銭6厘

　4，861円51銭2厘

30，955円99銭3厘

△20，943円95銭8厘

△　3，819円72銭8厘

△2，〔174P弓76銭7厘

　591円97銭5厘

△　5，345円69銭2厘

△　4，167円57銭4厘

△　 436円97銭

　2，923円18銭9厘

△　5，935Pヨ93銭4厘

　935円20銭4厘

△4，G84円61銭5厘

△14，801円68銭8厘

△5．832円48銭9厘

△2，627円5銭

△1，465円5G銭3厘

△　2，540円25銭1厘

△1，906円53銭

△2，964円23銭2厘

△521円15銭5厘

△2，611円95銭9厘

31，572P三74幽き…6厘

74，293円62銭3厘

△31，051円79銭3厘

△15，512PI？6銭4厘

△33，702円21鍔…6厘

　3，155P170銭

△14，108円6e銭6厘

△38，822Pl　51銭

△45，081円44銭4厘

35，155円24銭7厘

33，989円37銭3厘

（註）　明治12年「正算表」（滋賀大学経済学部附属史料正保管西川伝右衛門家文書），他の

　年度は，各年の「正算表」・「勘定表」（前掲r松前町史』史料編第3巻，1432～1479頁）

　　より作成。

△は損金高を示す。

な
活
動
は
行
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　
次
に
明
治
十
二
～
二
十
二
年
の
経
営
状
況
を
み
よ
う
。
そ
こ
で
忍
路
支

店
・
高
島
分
店
・
小
樽
分
店
の
利
潤
額
を
示
し
た
の
が
、
第
4
表
で
あ

る
。
明
治
十
二
年
は
、
西
川
家
に
と
っ
て
は
江
戸
時
代
以
来
の
西
川
家
の

拠
点
で
あ
っ
た
松
前
支
店
を
廃
止
し
、
忍
路
に
支
店
、
高
島
．
小
樽
に
分

店
を
設
け
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
年
で
あ
る
。

　
こ
の
表
に
よ
る
と
、
明
治
十
二
年
は
各
支
店
・
分
店
と
も
に
利
潤
を
あ

げ
て
い
る
が
、
小
樽
分
店
で
は
明
治
十
三
年
以
降
全
く
利
潤
が
な
く
、
高

島
分
店
に
お
い
て
も
明
治
十
四
年
以
降
は
十
七
年
と
二
十
一
年
に
多
少
利

潤
を
あ
げ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
忍
路
支
店
も
あ
ま
り
芳
し
く
な
く
、
比

較
的
大
き
な
利
潤
が
あ
る
の
は
明
治
十
二
年
～
十
三
年
と
二
十
一
～
二
十

二
年
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
店
の
利
潤
高
合
計
を
み
て
も
、
明
治
十

七
年
の
わ
ず
か
な
利
潤
高
を
除
け
ば
、
西
川
家
の
改
革
の
ス
タ
ー
ト
を
き

っ
た
明
治
十
二
～
十
三
年
の
当
初
と
豊
漁
が
続
い
た
と
さ
れ
、
忍
路
大
火

の
直
前
に
あ
た
る
明
治
二
十
一
～
二
十
二
年
に
比
較
的
多
く
の
利
潤
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
他
の
年
度
は
損
金
続
き
で
、
松
前

経
営
も
明
治
以
降
あ
ま
り
順
調
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
（
i
）
　
滋
賀
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。
現
存
す
る
天
保
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



経　営　状　況

内払…当年差引尻…前年差引尻…差引残…1本家入用

3，399両2分

5，219両1分

11，573両3分2朱

16，293両

21，863両2分

23，598両1分

30，918両3分

41，796両1分2朱

55，　094両1分3朱

59，074両3分2朱

56，677両1分2朱

54，　600両　3朱

1，263両1分1朱

17，653両1分1朱

29，593両3分3朱

40，696両3分

33，969両　　1朱

7，119両1分1朱

睡
56，830両3分

63，168両

59，210両3分

55，280両

19，752両　3朱

22，053両

19，872両　3朱

19，570両2分3朱

19，645両3分1朱

19，　524両　2朱

19，561両2分1朱

19，565両2分1朱

20，215両3分

20，　297両3分3朱

21，313両2分

20，981両2分1朱

21，181両2分1朱

79，823両

86，989両3分2朱

82，330両　　2朱

16，075両2分1朱

72，276両1分

67，396両1分3朱

魎
△1，944両

△1，981両

△2，598両

△4，194両

19，752両　　3朱

22，053両

19，　872両　3朱

19，570両2分3朱

19，645両3分1朱

19，524両　2朱

19，561両2分1朱

19，569両2分1朱

20，　215両3分

20，297両3分3朱

21，313両2分

20，981両2分1朱

21，181両2分1朱

79，823両

86，989両3分2朱

82，330両　2朱

16，075両2分1朱

72，276両口分

柄一
　6，064両

△1，944両

△1，981両

△2，598両

2，300両2分

2，180両3分1朱

　△301両2分

　　75両　2朱

　△121両2分3朱

　　37両1分3朱

　　8両

　646両

　　80両3分2朱

1，015両2分1朱

　332両　2朱

　200両　3朱
58，641両1分3朱

7，166両3分2朱

△4，659両3分

△66，254両2分1朱

56，200両2分3朱

△4，879両3分1朱

／　A60，190de

△8，008両

　△37両

　△617両

△1，595両

431両3分

371両2分

415両

430両3分

543両3分2朱

608両2分2朱

510両　2朱

405両

388両3分1朱

420両3分

759両2分2朱

1，018両

　685両　1朱

1，098両2分㌧

　606両1分

　870両3分

　370両

　514両1分1朱

｝糊

1，108両

　818両

1，213両

1，283両

近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

り作成。

含まない。それ以外の年は，すべて累積の為登金を含む。

料のままの数値を用いた。

六
四



近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

六
五

第3表　本　家　の

年 代 元貸納…1有鍼… 小　　計　（3）

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
8
9
0
1
2
3
4

4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7

8
　
0
0
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
0
0
　
n
O
　
8
　
8
　
n
◎
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
8

ー
ユ
　
一
　

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
よ
　
1
　1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　1

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

3
4
元
2
3
4
5
6
元
2
3
4
5
6
元
元
2
3
元
元
2
3
4
5
6
7

化
化
永
永
永
永
永
永
政
政
政
政
政
政
延
久
久
久
治
治
治
治
治
治
治
治

弘
弘
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
安
安
安
安
安
安
万
文
文
文
元
明
明
明
明
明
明
明

11，848両3分3朱

15，083両1分1朱

15，363両　1朱

17，864両2分3朱

20，　566両1分2朱

22，157両2分1朱

29，753両3分3朱

30，436両2分3朱

38，042両1分2朱

35，479両1分3朱

32，059両3分2朱

36，966両　　1朱

45，246両

69，094両2分1朱

54，682両3分1朱

49，714両3分1朱

64，018両

69，511両1分1朱

］　33，　050iiEi

31，738両

37，628両

26，　175両3分

27，236両

11，302両3分

12，189両1分

15，781両2分

18，074両　　2朱

20，821両1分

21，002両1分

20，734両2分

31，575両1分3朱

37，137両1分2朱

44，709両　　1朱

45，404両　2朱

38，　617両1分1朱

35，638両

35，548両2分2朱

56，428両　2朱

7，107両

8，214両1分2朱

4，919両1分1朱

］　36，　997fu

　23，148両

　23，558両

　30，436両1分

　23，850両

23，151両2分3朱

27，272両2分1朱

31，144両2分1朱

35，938両3分1朱

41，387両2分2朱

43，159両3分1朱

50，488両1分3朱

62，012両　　2朱

75，392両1分2朱

80，388両1分2朱

77，658両3分

75，781両3分

81，086両1分1朱

104，643両　3朱

111，924両　1朱

56，772両1分1朱

72，276両1分

74，465両3分1朱

］　70，　047rfii

　54，886両

　61，186両

　56，612両

　51，086両

（註）各回の「本家勘定帳」　（滋賀県立短期大学附属図書館所蔵西川伝右衛門家文書）よ

　　△は不足分を示す。

　内払のうち，弘化3～4年・文久3年は当年の為登金のみ含み，元治元年は初登金を

　文久3年の当年差引尻の数値は，計算上38，　307両3朱とならなければならないが，史



近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

六
六

　
　
ご
年
（
一
入
四
一
）
～
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
の
一
三
冊
分
が
、
す
べ
て
前
掲
『
松
前
町
史
』
史
料
編
第
三
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
　
滋
賀
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。
現
存
す
る
弘
化
三
年
（
一
入
四
六
）
～
明
治
七
年
（
】
入
七
四
）
の
二
一
二
冊
分
の
う
ち
、
安
政
六
年
（
一

　
　
入
五
九
）
と
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
の
二
冊
分
が
、
前
掲
『
松
前
町
史
』
史
料
弓
鋸
三
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
　
小
倉
栄
一
郎
氏
の
和
式
帳
合
法
の
発
展
段
階
で
い
え
ぽ
、
第
一
段
階
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
小
倉
栄
一
郎
「
和
式
帳
合
法
発
達
の
段
階
的
考
察
」
（
『
彦
根
論
叢
』
第
一
八

　
　
五
・
一
八
六
号
、
　
一
九
七
七
年
十
月
）
、
同
M
和
式
帳
合
法
発
達
段
階
の
実
証
」
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
『
研
究
紀
要
』
第
一
一
号
、
　
一
九
七
入
年
三
月
）
参
照
。

（
4
）
　
田
端
宏
前
掲
「
場
所
請
負
制
度
山
朋
壊
期
に
於
け
る
請
負
人
資
本
の
活
動
」
（
｝
）
三
一
～
三
三
頁
。

（
5
）
　
同
右
三
五
頁
。

（
6
）
　
さ
ら
に
居
宅
地
面
一
か
所
と
隠
居
敷
地
面
一
か
所
も
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
金
額
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
省
い
た
。
前
掲
明
治
三
年
「
本
家
勘
定
帳
」
。

（
7
）
　
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
「
金
銀
出
入
帳
」
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
）
に
よ
れ
ば
、
安
政
二
年
二
月
に
は
三
万
一
、
＝
二
〇
両

　
　
（
他
に
古
金
四
一
一
両
）
、
同
三
年
二
月
に
は
三
万
六
、
七
〇
二
両
、
同
四
年
二
月
に
は
四
二
四
、
二
七
二
両
、
同
五
年
二
月
に
は
四
万
五
、
一
＝
四
両
、
同
六
年
二
月
に
は

　
　
三
万
八
、
二
一
五
両
二
分
、
同
七
年
二
月
に
は
三
黒
具
、
四
一
＝
両
二
分
、
文
久
元
年
（
一
八
六
｝
）
三
月
に
は
三
三
五
、
四
三
六
両
、
同
二
年
に
は
三
王
九
、
〇
九
九
三
二

　
　
分
、
同
三
年
三
月
に
は
七
万
六
、
八
九
五
両
一
分
二
朱
の
有
金
と
な
っ
て
お
り
、
第
3
表
の
有
金
銭
と
ほ
ぼ
照
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
3
表
の
文
久
二
年
の
数
値
と
「
金

　
　
銀
出
入
帳
」
の
文
久
三
年
の
数
値
と
は
対
応
し
て
お
ら
ず
、
文
久
二
年
以
降
の
有
金
銭
の
落
ち
込
み
は
実
際
に
は
存
在
せ
ず
、
帳
簿
上
の
操
作
に
よ
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
8
）
　
た
だ
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
閏
八
月
に
は
九
代
目
伝
右
衛
門
が
死
亡
し
、
文
久
三
年
九
月
の
「
松
前
出
店
支
配
入
准
兵
衛
箱
館
御
役
所
御
召
出
し
御
申
渡
請
書
」
　
（
前
掲

　
　
『
太
湖
』
第
一
五
四
号
）
に
は
、
「
私
請
負
タ
カ
シ
マ
領
字
テ
ミ
や
え
北
蝦
夷
地
御
暦
場
所
出
張
会
所
御
取
建
、
追
て
御
役
々
様
方
響
詰
合
北
地
御
書
揚
玉
出
入
の
照
々
改
方

　
　
其
外
共
御
取
扱
相
成
候
」
と
あ
り
、
幕
府
の
対
ロ
シ
ア
前
進
基
地
と
し
て
西
川
家
の
揚
所
施
設
等
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
関
係
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

三
　
揚
所
請
負
と
西
川
家

西
川
家
の
場
所
請
負
に
つ
い
て
み
る
ま
え
に
、
小
林
・
海
保
両
氏
の
見
解
を
中
心
に
、
最
近
の
場
所
請
負
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
み
て

．
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
（
1
）

　
小
林
真
人
氏
は
、

通
説
的
に
述
べ
ら
れ
て
き
た
蝦
夷
地
各
場
所
の
設
定
を
そ
の
大
部
分
が
慶
長
年
間
に
区
画
さ
れ
た
と
す
る
見
解
、
お
よ
び

松
前
城
下
で
の
交
易
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、
慶
長
期
を
城
下
交
易
か
ら
商
場
交
易
へ
の
移
行
期
と
し
て
と
ら
え
る
見
解
に
対
し
、
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
報
告
書
類
に
よ
り
、
元
和
年
間
（
一
六
一
五
～
一
六
二
四
）
に
は
ま
だ
福
山
城
下
で
毎



年
定
期
的
に
ア
イ
ヌ
と
和
人
の
交
易
が
行
な
わ
れ
、
こ
の
時
点
で
商
場
知
行
制
が
成
立
し
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
こ
と
。
第
二
に
、
寛
文
九

年
（
一
六
六
九
）
の
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
乱
に
関
心
を
も
っ
た
津
軽
藩
の
隠
密
の
報
告
に
よ
り
、
城
下
交
易
の
廃
止
、
蝦
夷
地
の
設
定
、
色
揚

知
行
制
の
施
行
が
同
時
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
。
第
三
に
、
海
保
嶺
夫
氏
の
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
の
幕
府
巡
見
使
の
来
藩
を
機
に
、
蝦
夷
地

と
和
人
地
と
を
区
分
し
た
と
い
う
見
解
。
第
四
に
、
比
較
的
信
頼
性
の
高
い
商
場
宛
行
の
記
載
が
寛
永
十
年
以
降
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
、
城

下
交
易
か
ら
商
揚
知
行
へ
の
移
行
は
寛
永
十
年
頃
蝦
夷
地
の
設
定
、
城
下
交
易
の
廃
止
と
セ
ッ
ト
で
政
治
的
に
強
行
さ
れ
、
城
下
交
易
に
お
け

る
藩
士
と
特
定
ア
イ
ヌ
の
結
び
つ
き
を
承
認
す
る
形
で
二
面
の
宛
行
が
行
な
わ
れ
た
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
ま
た
海
保
嶺
夫
氏
は
、
置
所
請
負
に
つ
い
て
、
場
所
請
負
が
双
務
的
な
社
会
契
約
の
一
つ
と
し
て
出
発
し
、
全
盲
化
し
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
白
山
友
正
氏
や
南
鉄
蔵
氏
の
よ
う
に
「
揚
所
請
負
制
度
」
と
い
う
表
現
は
厳
密
さ
を
欠
く
た
め
、
場
所
請
負
体
制
な
い
し
は
場
所
請
負
制

と
い
う
表
現
が
適
当
で
あ
る
と
さ
れ
る
Q
そ
し
て
場
所
請
負
制
と
い
う
場
合
に
は
、
個
別
知
行
権
と
し
て
の
交
易
権
の
請
負
の
み
に
限
定
す
べ

き
で
あ
り
、
鉱
山
採
掘
権
や
山
林
伐
採
権
な
ど
の
藩
主
知
行
権
の
一
つ
で
あ
る
漁
業
請
負
と
は
竣
座
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
天
保
期
以
降
場
所
請
負
入
が
自
己
の
場
所
で
操
業
す
る
漁
師
か
ら
「
二
八
取
」
徴
収
を
行
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
幕
領
以
降
場
所
請
負
人

は
交
易
権
と
と
も
に
漁
業
権
を
保
持
し
て
い
た
た
め
、
揚
所
請
負
の
当
初
よ
り
交
易
権
と
と
も
に
漁
業
権
を
も
持
っ
て
い
た
と
す
る
通
念
に
対

し
、
異
議
を
唱
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
藩
主
知
行
権
の
一
つ
と
し
て
の
漁
業
の
請
負
化
は
元
禄
初
期
に
遡
ぼ
る
が
、
交
易
権
の
請
負
と
し
て
場

所
請
負
を
考
え
る
歌
合
、
現
存
す
る
紋
所
請
負
証
文
の
最
も
古
い
も
の
と
し
て
享
保
十
五
年
目
一
七
三
〇
）
の
ウ
ス
場
所
の
証
文
や
寛
延
三
年

（一

ｵ
五
〇
）
の
シ
マ
コ
マ
キ
の
場
所
請
負
証
文
を
と
り
あ
げ
、
享
保
か
ら
延
享
・
寛
延
期
に
か
け
て
次
第
に
場
所
請
負
制
が
定
着
し
て
き
た

　
　
（
3
）

と
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
揚
所
の
設
定
は
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
頃
に
従
来
の
城
下
交
易
に
と
っ
て
か
わ
る
も
の
と
し
て
行
な
わ
れ
、
場
所
請
負
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
享
保
か
ら
延
享
・
寛
延
期
に
か
け
て
成
立
し
て
ぎ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
場
所
請
負
を
考
え
る
場
合
に
は
、
漁
業
請
負
と
交
易
権

　
　
　
　
　
近
江
商
入
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

の
請
負
で
あ
る
場
所
請
負
と
は
区
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
最
近
の
場
所
請
負
に
関
す
る
研
究
を
念
頭

に
お
い
て
、
以
下
西
川
家
の
揚
所
請
負
・
漁
業
請
負
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　
西
川
家
の
現
存
す
る
最
も
古
い
場
所
請
負
証
文
は
、
前
述
し
た
寛
延
二
年
（
」
七
四
九
）
八
月
に
古
田
氏
と
の
間
で
と
り
か
わ
さ
れ
た
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
　
　
　
　
　
証
文
之
事

　
　
　
一
文
小
判
八
拾
九
両
三
歩
ト
　
但
し
通
用
七
匁
弐
分

　
　
　
　
　
　
銭
七
百
六
拾
四
文
　
　
金
壱
歩
付
六
拾
六
文

　
　
　
　
但
し
村
山
久
左
衛
門
方
へ
残
金
相
渡
し
金
也

　
　
右
之
金
子
唯
今
憾
村
請
取
申
所
実
証
也
、
然
ル
上
者
拙
者
支
配
所
上
夷
地
も
い
り
商
場
来
ル
午
ノ
年
♂
貴
殿
方
へ
相
渡
し
申
堅
実
正
也
、
尤
運
上
金

　
　
之
儀
者
追
而
相
定
可
申
候
、
為
後
日
之
傍
証
文
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
田
右
市
代
判

　
　
　
　
　
寛
延
二
年
巳
八
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
家
善
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
西
川
伝
太
郎
殿

こ
れ
に
よ
っ
て
古
田
氏
の
知
行
地
で
あ
る
茂
入
場
所
の
請
負
が
、
従
来
の
請
負
人
で
あ
る
村
山
伝
兵
衛
か
ら
西
川
家
へ
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
ゴ

た
。
こ
れ
が
西
川
家
に
よ
る
茂
入
場
所
の
交
易
権
の
請
負
、
す
な
わ
ち
場
所
（
商
場
）
請
負
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
翌
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

七
月
に
は
、
ま
た
次
の
よ
う
な
証
文
が
古
田
氏
と
の
間
で
と
り
か
お
さ
れ
、
西
川
島
は
茂
入
歯
所
に
お
け
る
漁
業
権
を
も
入
手
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
　
　
　
　
　
茂
入
鱒
場
証
文
之
事

　
　
　
一
我
等
場
所
鱒
場
之
儀
、
此
以
後
我
等
方
汐
相
願
下
而
申
請
其
元
江
可
相
渡
候
、
重
症
御
礼
金
外
運
上
金
を
以
前
々
之
買
掛
り
年
々
差
引
被
致
候
筈

　
　
　
二
相
極
申
処
相
違
無
之
候
、
右
之
段
後
日
為
念
証
文
如
件



　
　
　
　
　
寛
延
三
早
年
七
月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
田
右
市

　
　
　
　
　
　
西
川
伝
太
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

す
な
わ
ち
、
古
田
氏
が
藩
主
へ
願
い
出
て
申
し
請
け
た
漁
業
権
を
西
川
家
へ
請
負
わ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
西
川
家
は
、
こ
の
時
点
で
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

入
場
所
の
場
所
請
負
と
と
も
に
漁
業
請
負
を
も
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
西
川
家
は
前
述
し
た
よ
う
に
追
入
場
所
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
揚
所
で
、
三
所
請
負
や
漁
業
請
負
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
う

ち
西
川
家
の
請
負
場
所
の
拠
点
と
も
い
う
べ
き
茂
入
場
所
（
忍
路
場
所
）
と
し
く
す
し
場
所
（
高
島
場
所
）
に
お
け
る
亡
骸
請
負
な
ら
び
に
漁
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

請
負
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
～
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
の
請
負
条
件
等
を
示
し
た
の
が
、
第
5
表
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
茂
入
場
所
と
し
く
す
し
場
所
に
お
い
て
、
場
所
請
負
だ
け
で
な
く
漁
業
請
負
も
同
時
に
行
な
わ
れ
て

い
る
よ
う
す
が
わ
か
る
。
そ
し
て
茂
入
夏
着
場
所
お
よ
び
し
く
す
し
夏
商
場
所
は
、
途
中
で
契
約
変
更
が
み
ら
れ
る
が
、
ほ
ぼ
一
〇
か
年
ご
と

に
契
約
が
更
新
さ
れ
た
。
一
方
、
漁
業
請
負
で
あ
る
鱒
揚
所
、
秋
味
切
囲
揚
所
、
海
鼠
引
場
所
は
、
ほ
と
ん
ど
が
三
～
五
か
年
と
契
約
期
間
が

短
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
漁
業
請
負
の
契
約
が
漁
況
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
長
期
的
な
見
通
し
が
た
た
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
運
上
金
等
も
契
約
更
新
ご
と
に
上
昇
し
て
お
り
、
年
代
が
降
る
に
つ
れ
て
御
礼
金
等
と
称
し
て
、
正
規
の
運
上
金
以
外
に
さ
ま
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ま
な
名
目
で
上
納
を
命
じ
て
お
り
、
な
か
に
は
契
約
途
中
で
金
額
等
の
条
件
の
変
更
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
る
続
合
も
み
ら
れ
た
。

　
次
に
、
交
易
権
と
漁
業
権
と
を
手
に
し
た
西
川
家
の
幕
末
～
明
治
初
期
に
お
け
る
揚
所
経
営
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
田
端
宏
氏
の

（
1
3
）

研
究
に
よ
っ
て
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
～
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
の
各
場
所
の
収
益
状
況
を
示
し
た
の
が
、
第
6
表
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
各
場
所
の
経
営
状
況
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
磯
谷
・
悪
尉
場
所
の
経
営
状
況
は
非
常
に
悪
く
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
佐

藤
家
へ
譲
渡
し
た
の
も
理
解
で
き
る
。
ま
た
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
以
降
は
ほ
と
ん
ど
損
金
続
き
で
、
経
営
が
悪
化
し
て
い
る
よ
う
す
が
う

か
が
え
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
年
よ
り
増
運
上
金
が
課
せ
ら
れ
、
両
場
所
で
六
九
〇
両
の
運
上
金
が
三
、
四
一
九
両
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
と

　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



第5表西川家の茂入・しくすし場所・漁業請負状況

年　代

元
2
3
元
2
3
4
元
2
3
元
2
3
4
5
6
7
8
9
m
1
1
1
2
1
3
元
2
3
4
5
6
7
8
元
2
3
4
5
6
7
8
9
元
2
3
4
5
6
7
8
元
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
元
2
3
元
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4

保
享
　
延
’
暦
　
　
　

和
　
　
永
　
　

明
　
　
政
　
　
　

和
化

寛
死
寛
宝
　

明
安
　
天
寛
　
享
文

茂入夏商　茂入鱒　しくすし夏商　しくすし鱒　しくすし秋味　しくすし海鼠

1

60両

70両

15両

12’両

t

両焉

踊騰
160両

160両

鵜両

122両御礼50両

聞臨両

250両

45両

48両

輌｛撫

85両

工50両

130両

謙両

170両

30両t±乗5両

騰
　上乗5両
　御礼7両

38両

町，両

両
両
両
両

50

T5

T5

UG

80両

85両

15両
上乗5両
蛎崎氏へ3両

諏，、両

両7

撫両

（註）

元禄15年「万永代覚帳」　（滋賀

大学経済学部附属史料館保管西

川伝右衛門家文書），寛延3年

・宝暦3年・同5年・明和2年

・安永元年・同6年・同7年・

天明8年・寛政9年・同10年・

文化4年・同5年の「請負証

文」　（滋賀県立短期大学附属図

書館所蔵西川伝右衛門家文書），

r小樽市史』第1巻（小樽市，

1958年）93～95頁より作成。
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〇



近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

七

第6表　各場所の経営状況

年代陪路隔副歌剰磯谷隣計
文化13年（1816）

文政5年（1822）

天保5年（1834）

天保12年（1841）

天保14年（1843）

天保15年（1844）

弘化2年（1845）

弘化3年（1846）

弘化4年（1847）

嘉永元年（1848）

嘉永2年（1849）

嘉永3年（1850）

嘉永4年（1851）

嘉永5年（1852）

嘉永6年（1853）

安政元年（1854）

安政2年　（1855）

安政3年（1856）

安政4年（1857）

安政5年（1858）

安政6年（1859）

万延元年（1860）

文久元年（1861）

文久2年（1862）

文久3年（1863）

元治元年（1864）

慶応元年（1865）

慶応2年（1866）

慶応3年（1867）

明治元年（1868）

明治2年（1869）

明治3年（1870）

明治4年（1871）

明治5年（1872）

明治6年（1873）

明治7年（1874）

明治8年（1875）

明治9年（1876）

明治10年（1877）

明治11年（1878）

　626両

　436両

　862両

1，202両

1，085両

｝・1・…両

　　206両
△1，462両

　△535両

　2，287両

　2，600両

　4，795両

　4，994両

　△240両
　2，　203両

　3，095両

　7，472両

△7，803両

△3，072両

△5，518両

　1，191両

△4，909両

　4，538両

△1，887両

△4，599両

△2，885両

両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両
両

7
6
3
1
1
4
5
0
7
0
9
9
9
8
6
5
7
8
7
2
1
1
8
1
6
7
0
6
4
9
3
6
1
3
3
2
9
0
2
9

1
2
0
3
7
6
9
0
6
0
8
9
0
2
0
9
8
0
0
4
4
1
0
9
4
1
1
0
7
4
5
5
3
8
5
9
7
2
3
2

1
3
2
0
1
5
　
5
2
5
8
⑪
7
2
3
工
8
0
8
　
6
3
2
7
0
0
3
3
3
6
7
8
5
0
6
1
3
0
6
5

　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
△
1
△
　
　
1
1
1
　
　
　
1
△
1
1
3
4
8
4
2
2
2
△
7
△
5
1
4
4
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

△
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
　

△
　
　
　
　
　
　
△
　
　
　
　
△
　
　
　
　
△
　
　
　
　
△
　

△
　

△

△619両

△642両

△142両

△45両

　93両

634両

｝

　745両

　762両

1，401両

2，184両

1，744両

156両

　　847両

△2，773両

　△743両

　4，078両

　3，　646両

　7，812両

　9，304両

△8，546両

△2，171両

　5，744両

10，226両

△10，654両

△3，603両

△12，601両

　　538両
△10，101両

　5，917両

△5，907両

△9，231両

△6，414両

（註）　田端宏前掲「場所請負制度崩壊期に於ける請：負人資本の活動」（1）

　　△は，損金を示す。

表2より作成。



　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

高
島
場
所
の
火
災
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
田
端
宏
氏
に
よ
る
と
、
経
理
上
運
上
金
等
の
公
課
お
よ
び
仕
込
諸
物
綴
代
金
額
の
二
割

を
手
数
料
の
形
で
仕
込
の
実
額
に
加
算
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
負
担
が
踏
所
経
営
の
損
益
に
大
ぎ
く
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
明

治
三
年
以
降
極
度
の
経
営
悪
化
に
見
舞
わ
れ
る
の
は
、
高
島
場
所
に
お
い
て
す
で
に
収
取
量
が
鮮
類
出
荷
総
量
の
四
〇
％
に
も
及
ん
で
い
た
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

入
役
収
取
権
の
喪
失
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
場
所
経
営
を
困
難
に
さ
せ
た
要
因
の
一
つ
に
不
漁
と
火
災
の
発
生
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
不
漁
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
訴
え
が
、
幕
末

期
に
次
々
と
出
さ
れ
る
。
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
五
月
に
は
、
忍
路
の
太
惣
兵
衛
ほ
か
二
名
よ
り
、
　
「
私
儀
御
運
上
家
以
御
言
慰
越
年
仕
鮭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

漁
業
仕
馬
廻
、
近
年
不
漁
続
二
而
内
通
リ
至
而
難
渋
二
付
、
為
夏
凌
東
西
山
道
越
通
行
宿
宿
世
旨
願
出
塁
」
と
あ
り
、
不
漁
続
き
の
た
め
漁
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

が
宿
を
営
む
許
可
を
運
上
家
へ
願
い
出
て
い
る
。
ま
た
嘉
永
五
年
遅
一
八
五
二
）
七
月
の
本
家
よ
り
松
前
店
宛
の
「
密
書
」
に
は
、
　
「
近
年
漁

業
も
思
惑
敷
無
之
（
中
略
）
出
稼
人
数
等
も
相
減
し
出
荷
物
も
相
劣
候
、
　
（
中
略
）
年
々
勘
定
不
足
相
軸
重
段
実
々
御
内
意
歎
ケ
敷
事
二
候
、

（
中
略
）
近
年
唐
船
鯨
多
く
取
上
ヶ
候
二
付
、
鮭
漁
も
不
宜
魚
も
少
く
相
成
自
然
漁
業
も
無
数
、
（
中
略
）
御
上
御
用
向
も
多
ク
往
々
見
詰
も
無

之
候
二
言
、
御
場
所
不
営
農
上
貸
金
地
早
番
蔵
賃
上
而
相
続
い
た
し
候
ハ
＼
支
配
人
も
格
別
心
配
も
無
難
上
々
分
別
と
被
申
越
、
実
々
此
方
二

も
兼
々
承
リ
候
、
　
（
中
略
）
内
通
ハ
不
慮
定
二
付
送
残
返
上
い
た
し
愚
者
而
御
国
恩
且
ハ
先
祖
代
々
二
対
し
候
而
も
不
宜
哉
、
別
而
右
様
二
い

た
し
候
ハ
、
出
入
方
数
多
之
奉
公
人
も
不
〆
申
哉
、
外
ハ
右
等
之
も
の
主
人
二
離
レ
途
惑
い
た
し
露
出
、
　
（
中
略
）
何
卒
此
末
五
七
ヶ
年
此
迄

之
姿
二
而
相
続
い
た
し
被
呉
候
様
一
同
談
示
二
尊
、
今
一
応
相
勤
被
下
煮
而
支
配
幾
程
深
ク
頼
ミ
入
費
（
中
略
）
、
ヤ
ム
ク
シ
ナ
ヰ
御
場
所
当
年

汐
七
ヶ
年
箱
館
二
而
請
負
被
仰
付
、
右
膳
所
ハ
引
合
二
も
不
相
成
、
別
而
箱
館
請
負
ハ
別
段
出
店
之
雑
用
相
懸
リ
候
而
ハ
、
尚
又
損
減
昭
前
と

被
心
得
難
相
成
、
　
（
中
略
）
右
之
御
冷
所
用
義
ハ
御
免
二
被
仰
付
度
願
上
被
成
歯
処
、
御
聞
済
二
相
成
、
（
中
略
）
凡
金
五
千
両
十
ケ
年
二
献
金

被
致
候
ハ
、
御
上
様
二
も
御
満
足
二
思
召
」
と
あ
り
、
最
近
中
国
の
鯨
取
船
の
影
響
も
あ
り
不
漁
が
続
き
、
出
稼
人
も
減
少
し
て
い
る
有
様
で

あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
揚
所
を
返
上
し
て
地
代
家
賃
等
の
営
業
に
縮
少
し
て
は
ど
う
か
と
の
松
前
店
の
意
向
に
対
し
、
場
所
経
営
は
先
祖
代
々



の
家
業
で
あ
り
、
多
数
の
奉
公
人
等
を
か
か
え
て
い
る
の
で
こ
の
ま
ま
継
続
し
て
請
負
に
あ
た
り
た
い
こ
と
、
ま
た
一
方
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
場
所

を
新
た
に
請
負
う
よ
う
に
申
し
付
け
ら
れ
た
が
、
現
在
の
場
所
経
営
の
状
況
で
は
赤
字
に
な
る
の
が
明
ら
か
な
の
で
、
献
金
で
勘
弁
し
て
も
ら

い
た
い
旨
本
家
か
ら
述
べ
て
い
る
。

　
そ
し
て
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
正
月
に
は
、
漁
民
が
連
名
で
高
島
運
上
家
へ
対
し
、
　
「
当
タ
カ
シ
マ
御
場
所
大
小
之
鮭
上
限
リ
差
網
二
而

漁
業
仕
候
義
者
古
来
仕
来
二
御
座
候
得
共
、
近
年
走
リ
緋
遅
ク
年
毎
二
不
漁
打
続
銘
々
迫
極
窮
漁
業
相
続
野
相
成
難
渋
仕
、
此
末
露
命
無
毒
束

　
　
（
1
7
）

躰
二
相
成
」
と
不
漁
ぶ
り
を
訴
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
十
一
月
に
は
、
次
の
よ
う
な
願
書
を
西
川
家
松
前
店
よ
り
奉
行
所
へ
提
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
　
　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候

　
　
　
一
私
儀
西
蝦
夷
地
ヲ
シ
ヨ
ロ
タ
カ
シ
マ
両
御
堂
所
与
請
負
仕
、
以
御
蔭
家
業
相
続
仕
冥
加
至
極
難
題
仕
合
奉
潮
候
、
随
而
ヲ
シ
ヨ
ロ
御
場
所
之
内
宇

　
　
　
　
ヲ
ム
シ
マ
ナ
イ
ッ
コ
タ
ン
ト
申
処
年
々
秋
二
至
リ
鮭
鱒
相
応
・
一
相
付
候
間
、
明
掻
暮
汐
新
規
秋
味
網
道
統
手
配
仕
右
漁
業
試
低
度
奉
函
丈
、
是
迄

　
　
　
春
緋
漁
網
已
仕
来
候
得
共
、
追
々
出
稼
越
年
聖
者
も
数
多
為
入
込
申
皆
様
存
候
二
付
而
者
春
漁
而
已
二
二
遠
方
手
薄
く
奉
存
妻
問
、
右
秋
味
網
相

　
　
　
建
土
人
灘
育
方
者
不
綾
羅
出
稼
引
越
難
渋
之
者
共
始
納
申
相
傘
夫
々
給
金
相
与
難
渋
を
も
為
相
凌
、
追
墨
家
数
人
鋼
相
増
開
墾
等
も
出
精
仕
度
奉

　
　
　
存
候
、
且
秋
味
御
運
上
金
之
儀
者
半
揚
商
事
吟
味
を
請
三
ヶ
年
平
均
を
以
上
樹
高
御
定
被
下
三
豊
様
奉
願
上
製
、
尤
三
ヶ
年
之
内
上
納
方
之
儀
外

　
　
　
御
場
所
出
増
石
御
冥
護
御
振
合
を
極
書
仰
付
度
骨
無
上
落
、
何
卒
格
別
之
以
御
竃
懸
右
表
何
位
被
仰
付
被
成
下
置
歯
黒
乍
恐
此
段
重
信
上
篇
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
シ
ヨ
ロ
御
揚
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
負
人

　
　
　
　
　
安
政
四
巳
年
十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
前
小
松
前
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
吉
屋
徳
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
鍋
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
御
奉
行
所
様

近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

七
三



　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
鮭
漁
の
み
で
場
所
経
営
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
出
稼
漁
民
が
多
数
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
春
眠

だ
け
で
は
手
薄
に
な
る
の
で
秋
味
網
の
使
用
を
奉
行
所
へ
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
不
漁
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
次
に
掲
げ
る
火
災
も
西
川
家
の
留
所
経
営
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。
以
下
現
在
判

明
す
る
西
川
家
の
火
災
に
よ
る
被
害
状
況
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
九
月
に
は
、
　
「
江
指
網
町
切
石
導
出
火
影
神
出
不

残
失
焼
致
候
、
柳
川
弩
弓
出
店
不
残
類
焼
、
八
幡
印
二
板
亟
□
裳
困
焼
失
日
露
蔵
二
ヶ
所
家
門
軒
類
焼
致
候
、
囲
物
言
出
旧
法
田
代
焼
申
由
申

（
1
9
）

来
候
」
と
あ
り
、
江
指
の
柳
川
・
八
幡
の
両
浜
商
人
の
蔵
が
焼
け
、
西
川
家
も
板
蔵
一
一
か
所
、
家
一
軒
、
囲
物
の
縄
莚
が
類
焼
し
て
い
る
。
慶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慶
応
二
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

応
二
年
目
一
八
六
六
）
三
月
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
去
寅
三
月
家
建
を
始
漁
具
不
残
焼
失
仕
」
と
あ
り
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
五
月
に

も
、
　
「
常
設
ッ
時
6
松
前
枝
ヶ
崎
町
企
印
竹
屋
三
左
衛
門
殿
方
6
出
火
有
之
類
焼
左
之
通
（
中
略
）
－
店
焼
失
之
次
第
、
居
宅
者
不
申
込
、
浜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

大
工
蔵
、
西
土
蔵
、
浜
板
蔵
、
切
通
し
板
蔵
、
〆
四
ヶ
所
焼
失
、
西
大
工
蔵
、
下
土
蔵
、
此
弐
ヶ
所
火
入
大
破
二
相
成
ル
」
と
あ
り
、
こ
の
時

の
被
害
は
大
き
く
、
松
前
店
が
か
な
り
の
打
撃
を
う
け
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
次
に
場
所
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
場
所
の
実
態
を
明
治
二
年
の
「
忍
路
運
上
家
調
書
」
に
よ
っ
て
概
観
し
て
お
こ
う
。
そ
こ
で
明

治
二
年
の
忍
路
場
所
の
状
況
を
示
し
た
の
が
、
第
7
表
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
忍
路
に
運
上
家
、
ラ
ム
シ
マ
イ
ナ
イ
、
ツ
コ
タ
ソ
、
モ
、

ナ
イ
、
シ
ヲ
ヤ
の
四
か
所
に
尊
家
が
置
か
れ
て
お
り
、
運
上
家
の
施
設
と
し
て
は
運
上
家
一
棟
の
ほ
か
合
計
一
＝
棟
の
建
物
が
あ
り
、
四
つ
の

番
家
に
も
そ
れ
ぞ
れ
番
家
一
棟
、
斎
蔵
一
棟
、
廊
下
一
棟
ず
つ
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
船
は
、
運
上
家
に
通
行
船
一
艘
、
三
半
船
男
達
、
保
津

船
一
〇
艘
、
磯
船
九
艘
の
合
計
二
七
艘
が
あ
り
、
番
家
に
も
三
半
船
津
艘
、
保
上
船
一
二
艘
、
磯
船
六
艘
の
合
計
二
五
艘
が
あ
る
。
網
は
、
運

上
家
に
建
網
四
、
差
網
＝
五
、
番
家
に
建
網
九
、
差
網
三
五
が
あ
る
。
そ
し
て
運
上
家
に
は
、
支
配
人
・
番
人
・
稼
方
・
雇
人
・
土
人
が
合

わ
せ
て
八
九
人
お
り
、
番
家
に
も
番
人
・
稼
方
・
雇
人
・
土
人
の
合
計
六
号
人
が
勤
務
し
て
い
る
。
一
方
、
運
上
家
・
番
家
を
中
心
と
す
る
西

川
家
の
直
接
的
場
所
経
営
に
対
し
、
和
人
の
玉
響
出
稼
漁
民
で
あ
る
浜
中
漁
民
の
状
況
を
同
表
よ
り
み
て
み
よ
う
。
船
で
は
、
浜
方
は
三
半
船



第7表　明治2年忍路場所概況

近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

区分種劃 内 訳

運

上

家

番

家

浜

方

建物

　船

　網

人員
漁獲物

建物

　船

　網

人員
漁獲物

　
物

船
三
山
　
漁

運上家1棟（6聞半×17間，外二継足し座敷1棟，6間X6三
半），御備蔵1棟（3間×4間），文庫蔵1棟（3間×4間），米

蔵2棟（4間×6問，4間x5間），莚蔵1棟（4間x5間，茅
屋根i葺），網蔵1棟（3問×4間），二八蔵1棟（5間×16間，茅

屋根葺），荷物蔵3棟（4問X15間，4間×6間，4間X5閲），

夜具蔵1棟（9尺×2聞），賄蔵1棟（4間X5問），雑蔵2棟

（4間×8間宛），漁小屋3棟（4間×8間，5間x8間，　5間

×15間），廊下3棟（4間x10間，4問x10間，5問×6尺）

通行船1艘，三半船7艘，保回船10艘，磯船9艘

建網4枚，袋大小39，緋釜43枚，緋筒42組，差網115枚

支配人1人置番人29人，出方16個月雇人43人，土人5人

鮭類1，424石

近家4棟（ラムシマナイ11間×4間，ツコタン4間×10聞，モモ

ナイ4間×10間，シヲヤ4間X12間），板蔵1棟（ツコタン4間

×10間），亭亭4棟（ラムシマナイ4間x8問，ツコタン4間x

8間，モモナイ4間x8間，シヲヤ4問×8間），廊下4棟（ラ

ムシマナイ4間×10間，ツコタン4間×10間，モモナイ4間×10

間，シヲヤ4間×10間）

三半船7艘，保津船12艘，磯船6艘

建網9枚，袋21，鮭釜30枚，鱗筒30組

番人15人，稼方12人，雇人34人，土人7人

置類1，088石

三半船59艘，保回船142艘，磯船169艘

建網44投，差網2，　277枚

亭亭820石（二八弓取上高，弓場1割6分，〆粕1割2分）

（註）　明治2年「忍路運上家調書」　（小樽市立図書館所蔵）より作成。

五
九
艘
、
保
寸
寸
一
四
二
艘
、

磯
船
一
六
九
艘
の
合
計
三
七
〇

艘
と
西
川
家
の
七
倍
も
の
間
数

を
有
し
、
網
数
で
も
西
川
家
の

建
網
＝
二
、
差
網
一
】
五
に
対

し
、
浜
方
は
建
網
四
四
、
差
網

二
、
二
七
七
枚
と
圧
倒
し
て
い

る
Q
こ
の
結
果
が
、
運
上
家

一、

l
二
四
石
、
姻
家
一
、
○

八
八
石
、
浜
方
約
六
、
九
〇
恥

曝
と
い
う
鮭
の
魚
巣
高
の
差
と

な
っ
て
表
わ
れ
て
い
る
Q
す
な

わ
ち
、
こ
の
時
点
で
は
忍
路
場

所
に
お
け
る
主
た
る
漁
業
を
に

な
っ
て
い
た
の
は
、
出
稼
漁
民

で
あ
る
浜
中
漁
民
で
あ
っ
て
、

西
川
家
自
身
に
よ
る
直
接
的
漁

業
経
営
は
、
か
な
り
低
い
比
重

七
五



近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

七
六

を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
西
川
家
は
、
浜
中
漁
民
よ
り
そ
の
漁
業
権
に
基
い
て
、
二
八
役
料
と
し
て
三
、
二
二
○
両
を

徴
収
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
西
川
家
は
、
一
八
世
紀
以
降
個
別
領
主
の
知
行
権
で
あ
る
交
易
権
と
藩
主
知
行
権
に
属
す
る
漁
業
権
を
同
時
に
入
手
す
る
形

で
、
茂
入
（
忍
路
）
場
所
と
し
く
す
し
（
高
島
）
場
所
を
経
営
し
て
い
た
。
そ
の
運
上
金
は
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
増
加
し
別
途
徴
収
さ
れ
る
場

合
も
見
ら
れ
た
。
請
負
契
約
期
間
は
商
場
所
請
負
の
場
合
一
〇
か
年
が
ほ
ぼ
原
則
で
あ
っ
た
が
、
漁
況
に
左
右
さ
れ
る
漁
業
請
負
の
場
合
は
三

～
五
か
年
と
短
か
か
っ
た
。
幕
末
期
の
西
川
家
の
場
所
経
営
は
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
以
降
ほ
と
ん
ど
損
金
続
き
で
経
営
が
悪
化
し
て
お

り
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
以
降
の
極
度
の
悪
化
は
、
浜
中
漁
民
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
場
所
経
営
に
お
け
る
二
八
役
収
取
権
の
喪
失
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
揚
所
経
営
悪
化
の
要
因
と
し
て
は
、
ほ
か
に
不
漁
や
火
災
の
発
生
な
ど
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
1
）
　
小
林
真
人
「
商
場
知
行
制
成
立
過
程
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
松
前
町
史
編
集
室
『
松
前
藩
と
松
前
』
第
二
二
号
、
一
九
八
四
年
三
月
）
。

（
2
）
海
保
嶺
夫
「
揚
所
請
負
制
確
立
期
に
お
け
る
場
所
境
界
争
論
」
（
松
前
町
史
編
集
室
『
松
前
藩
と
松
前
』
第
二
〇
号
、
一
九
八
三
年
三
月
）
、
の
ち
同
『
近
世
蝦
夷
地
成
立
史

　
　
の
研
究
』
（
一
九
八
四
年
、
三
一
書
房
）
所
収
。

（
3
）
　
前
掲
『
北
海
道
史
』
第
一
に
は
、
「
請
負
入
の
起
り
し
年
代
は
明
か
な
ら
ず
と
錐
も
蓋
し
松
前
矩
巌
の
聖
な
る
べ
き
か
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
菅
野
和
太
郎
氏
は
、
「
場

　
　
所
請
負
人
は
始
め
唯
交
易
に
従
事
す
る
こ
と
を
得
た
の
み
で
、
漁
業
に
直
接
徒
事
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
請
負
人
は
蝦
夷
と
の
交
易
を
益
々
発
展
せ
し
む
る
手
段

　
　
と
し
て
、
寛
文
頃
か
ら
漸
次
漁
業
に
も
従
事
す
る
こ
と
玉
な
っ
た
」
（
前
掲
『
近
江
商
入
の
研
究
』
一
六
七
頁
）
と
さ
れ
、
白
山
友
正
氏
も
こ
の
考
え
を
踏
襲
さ
れ
て
い
る

　
　
（
「
松
前
蝦
夷
地
場
所
請
負
制
度
考
」
『
経
済
史
研
究
』
第
二
八
号
、
一
九
三
二
年
二
月
、
九
五
頁
）
。
ま
た
南
鉄
蔵
氏
は
、
同
じ
く
『
北
海
道
史
』
第
｝
の
記
述
か
ら
揚
所
請

　
　
負
制
の
起
源
を
享
保
に
近
ぎ
頃
と
さ
れ
（
「
『
前
』
松
前
藩
時
代
に
於
け
る
場
所
請
負
制
度
」
『
社
会
経
済
史
学
』
第
三
巻
第
五
号
、
一
九
三
三
年
、
四
六
五
頁
）
、
さ
ら
に
名
実

　
　
と
も
に
い
わ
ゆ
る
揚
所
請
負
制
と
な
っ
た
の
は
、
宝
暦
二
年
よ
り
と
し
て
い
る
（
同
四
七
七
頁
）
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
論
者
は
い
ず
れ
も
、
個
別
知
行
権
と
し
て
の
交
易
権

　
　
と
藩
主
の
知
行
権
の
一
つ
で
あ
る
漁
業
権
を
区
別
し
て
い
る
が
、
場
所
請
負
と
い
う
場
合
常
に
漁
業
権
と
結
び
つ
い
た
形
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
勘
所
請
負
人
の
漁
業
請
負
の
開
始
時
期
を
考
え
る
潮
合
、
一
つ
の
確
実
な
指
標
と
な
る
の
が
二
八
取
役
料
の
徴
収
で
あ
り
、
こ
れ
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
和
人
漁
夫
が
西

　
　
蝦
夷
地
に
追
鮭
漁
に
出
る
事
が
許
さ
れ
た
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
で
あ
る
（
前
掲
『
北
海
道
漁
業
史
』
八
六
頁
）
。

（
5
）
　
滋
賀
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。

（
6
）
　
あ
く
ま
で
交
易
権
で
あ
る
こ
と
は
、
例
え
ば
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
七
月
の
「
し
く
す
し
商
揚
請
負
証
文
」
（
滋
賀
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
西
川
伝
右
衛
門
家

　
　
文
書
）
に
「
其
元
勝
手
次
第
二
相
立
替
申
、
夷
人
江
非
道
成
儀
不
申
掛
商
可
致
候
」
と
か
、
宝
暦
十
三
年
七
月
の
「
茂
入
夏
商
場
請
負
証
文
」
（
同
）
に
「
揚
所
蝦
夷
共
江
非



　
　
分
申
懸
間
敷
大
切
・
一
商
買
等
可
致
候
」
と
あ
る
文
言
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
。

（
7
）
　
た
だ
し
、
茂
入
鱒
場
の
漁
業
請
負
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
す
で
に
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
8
）
　
滋
賀
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。

（
9
）
　
こ
の
こ
と
を
最
も
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、
明
和
入
年
（
一
七
七
｝
）
九
月
十
九
日
付
の
書
状
に
記
さ
れ
て
い
る
茂
入
場
所
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
商

　
　
場
百
三
拾
両
、
鱒
場
御
礼
金
四
拾
両
、
都
合
百
七
拾
両
、
又
殿
様
へ
鱒
場
御
運
上
金
拾
六
両
、
外
二
御
上
乗
金
三
両
、
都
合
百
八
拾
九
両
・
一
相
成
候
」
と
あ
り
、
茂
入
雪
颪
と

　
　
縞
入
鱒
揚
と
が
区
別
さ
れ
、
個
別
領
主
の
知
行
権
に
か
か
わ
る
記
入
商
揚
は
、
古
田
氏
へ
運
上
金
｝
三
〇
両
を
、
藩
主
の
知
行
権
に
か
か
わ
る
茂
入
鱒
場
は
、
松
前
藩
へ
の
運

　
　
上
金
一
六
両
と
古
田
氏
へ
の
御
礼
金
四
〇
両
を
上
納
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
元
禄
十
五
年
「
万
永
代
覚
帳
」
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
西
川
伝
右
衛
門
願
文
書
）
。

　
　
　
も
う
一
つ
そ
の
こ
と
を
示
す
史
料
を
掲
げ
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
六
月
十
二
日
に
記
さ
れ
た
茂
入
場
所
に
つ
い
て
の
史
料
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
御

　
　
収
金
之
儀
ハ
元
来
乗
場
御
直
願
御
礼
金
二
候
得
共
、
昨
年
与
市
と
争
論
之
儀
有
之
鱒
場
所
御
上
へ
御
引
上
候
相
成
り
候
故
、
当
年
6
無
之
那
落
と
も
御
礼
諸
藩
等
価
之
方
へ
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
田
栄
之
丞
内
川
上
甚
三
郎
）

　
　
申
候
也
、
為
念
如
件
、
以
来
鱒
御
場
所
♂
限
有
候
共
、
御
屋
敷
へ
御
礼
金
二
及
ひ
不
申
事
空
券
川
上
氏
へ
も
申
談
置
候
也
」
と
あ
る
（
「
写
本
北
海
道
国
所
請
負
文
書
」
滋
賀

　
　
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
所
蔵
）
。

（
1
0
）
　
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
前
掲
「
北
海
道
漁
業
史
」
（
七
一
～
七
二
頁
）
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
1
1
）
　
文
政
期
以
降
の
運
上
金
に
つ
い
て
は
、
白
山
友
正
前
掲
書
六
七
四
頁
、
六
八
入
頁
参
照
。

（
1
2
）
　
こ
れ
ら
の
契
約
内
容
の
具
体
的
な
分
析
は
、
菅
野
和
太
郎
前
掲
書
一
五
六
～
一
六
三
頁
に
詳
し
い
。

（
1
3
）
　
田
端
宏
前
掲
「
場
所
請
負
制
度
崩
壊
期
に
於
け
る
請
負
入
資
本
の
活
動
し
（
一
）
二
六
～
三
一
頁
。

（
1
4
）
　
同
右
三
〇
頁
。
場
所
請
負
制
の
廃
止
過
程
に
つ
い
て
は
、
南
鉄
蔵
「
明
治
維
新
に
於
け
る
場
所
請
負
の
解
体
」
（
北
海
学
園
大
学
『
経
済
論
集
』
第
四
号
、
　
一
九
五
五
年
回

　
　
月
）
に
詳
し
い
。

（
1
5
）
　
滋
賀
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。

（
1
6
）
　
同
右
。

（
1
7
）
　
嘉
永
七
年
「
不
漁
二
付
連
印
願
書
」
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
西
川
伝
右
衛
門
長
文
書
）
。

（
！
8
）
　
滋
賀
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。

（
1
9
）
　
前
掲
「
万
永
代
覚
帳
」
。

（
2
0
）
　
安
政
四
年
「
記
録
」
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
西
川
家
文
書
）
。

（
2
1
）
同
右
。

（
2
2
）
　
高
島
場
所
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
伸
三
前
掲
論
文
に
詳
し
い
。

（
2
3
）
　
小
樽
市
立
図
書
館
所
蔵
。
「
豊
海
は
明
治
三
年
三
月
開
拓
判
官
岩
村
通
俊
巡
回
の
際
差
出
し
た
る
も
の
に
し
て
爵
号
よ
り
雪
濠
に
至
る
七
通
を
合
隠
し
た
る
も
の
な
り
、
明

　
　
治
二
飛
揚
所
請
負
人
廃
止
に
よ
り
運
上
家
は
廃
し
た
れ
と
も
当
時
尚
運
上
家
仕
来
り
の
通
り
総
て
の
事
を
取
扱
ひ
居
た
る
な
り
。
」
と
註
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
滋
賀
大
学
経

　
　
済
学
部
附
属
史
料
館
に
は
こ
の
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

七
七



　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

（
忽
）
　
長
谷
川
伸
三
氏
は
、
高
島
場
所
の
分
析
を
通
じ
て
場
所
請
負
経
営
の
困
難
性
の
増
大
原
因
と
し
て
、
運
上
金
負
担
の
増
大
、

　
な
サ
ー
ビ
ス
、
二
入
取
漁
民
の
成
長
、
ア
イ
ヌ
人
の
反
抗
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
（
長
谷
川
伸
三
前
掲
論
文
七
七
～
入
三
頁
）
。

　
　
七
八

公
的
輸
送
負
担
の
増
大
、

役
人
に
対
す
る
過
大

四
　
西
川
家
の
使
用
人

　
西
川
家
の
経
営
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
松
前
支
店
を
核
と
し
て
、
忍
路
揚
所
・
高
島
揚
所
の
経
営
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
た
め
、
使
用
人

も
松
前
支
店
、
忍
路
場
所
、
高
島
場
所
を
中
心
と
し
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
歴
代
の
松
前
支
店
支
配
人
、
忍
路
運
上
家
支
配

人
、
高
島
運
上
家
支
配
人
を
可
能
な
限
り
示
し
た
の
が
、
第
8
表
・
第
9
表
で
あ
る
。

　
松
前
支
店
支
配
人
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
当
初
は
初
代
西
川
伝
右
衛
門
が
自
ら
そ
の
業
務
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
　
「
二
代
西
川
伝
右
衛
門
二

至
リ
元
禄
十
四
年
ノ
頃
始
メ
テ
代
理
者
ヲ
置
ク
、
右
下
全
年
頃
ヨ
リ
宝
暦
マ
テ
ノ
斜
月
総
理
セ
シ
者
二
名
ア
リ
ト
雄
モ
其
姓
名
ハ
詳
ナ
ラ
ス
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

単
二
仏
号
ノ
ミ
存
ス
、
此
号
繹
業
因
繹
禅
入
」
と
あ
る
よ
う
に
、
二
代
目
伝
右
衛
門
の
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
頃
に
始
め
て
支
配
人
を
置
き
、

二
代
続
い
た
が
、
そ
の
姓
名
は
不
明
と
さ
れ
、
三
代
以
降
が
第
8
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
表
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
前
述
し

た
よ
う
な
松
前
経
営
の
悪
化
が
進
行
す
る
幕
末
～
明
治
期
に
な
る
に
し
た
が
い
、
支
配
人
が
短
期
間
に
交
代
し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
支
配
人
交
代
の
際
に
は
、
次
の
よ
う
な
通
達
が
本
家
よ
り
松
前
店
中
位
に
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
　
一
店
中
へ
申
遣
ス
跡
支
配
之
案
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
ら

　
　
　
一
筆
致
啓
上
候
、
陳
ハ
店
准
兵
衛
義
此
度
病
気
二
付
竜
戴
芝
之
義
一
宗
吉
へ
申
付
准
兵
衛
と
改
名
相
続
為
被
致
候
、
依
之
自
今
益
々
誠
勤
学
励
可
申

　
　
候
、
先
ハ
如
此
二
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
（
安
政
六
年
）

　
　
　
　
　
四
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
川
伝
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
住
吉
屋
准
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
店
中
参

　
　
　
　
右
ハ
支
配
人
切
替
之
節
申
遣
ス
事



近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

七
九

第8表　松前支店支配入一覧

代 支店名義 姓　　名 在任　期　間

代
代
代
代
代
代
代
代
代
代

3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

　
　
　
　
　
　
　
1
　1
　1

西川順兵衛

西川順兵衛

西川順義衛

西川順兵衛

西川徳兵衛

西川准兵衛

西川健筆衛

西川准兵衛

西川伝蔵
大場庄兵衛

甚　　助
治郎兵衛
珠玖助治
奥村伊助
中村吉蔵

奥村半治

岸部惣吉

大橋林蔵
岸部惣吉
大場庄兵衛

宝暦年間～天明年間

天明年間～寛政年間

寛政年間～文政年間

文政年間～天保10年

天保10年～安政3年

安政3年～安政6年

安政6年～明治5年

明治5年～明治6年

明治6年～明治11年

明治12年～明治13年

（註）　「渡島国松前郡福山西川支店総理代人履歴調」

略」）より作成。

第9表忍路・高島運上家支配人一覧

（前掲「惣記事概

区分　　在任期間 姓　　名 在 籍

忍

路

高

島

　　文政年間

文政年間～天保7年

天保8年～嘉永2年

嘉永2年～明治2年

享和以前

　　享和2年頃

　　文化7年頃

文政年間～天保12年

天保13年～嘉永元年

嘉永2年～慶応2年

慶応3年～明治3年

川棚屋勘六

　　　清吉

大場庄兵衛

田畑屋孫七

　　　久　作

　　　伊三郎

　　　吉　平

　　　藤　七

佐々木嘉左衛門

　　　喜　助

吉出営左衛門

　　　佐兵衛

佐々木善五郎

須田市五郎

　　定五郎
長谷川久八

渡島国軍山馬形町

羽後国塩越

渡島国津山川原町

渡島国軍山泊川町

松前唐津内町

松前湯殿沢町

羽後汐越

松前西館町

松前湯殿沢三

訂前川原町

羽後国汐越村

羽後国汐越

羽後国汐越

渡島国福山神明町

（註）　「忍路運上家支配入履歴」・「高島運上家支配人履歴調」（前掲

　「惣記事概略」），前掲『小樽市史』第1巻　87・一・89頁より作成。

す
な
わ
ち
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
松
前
支
店
支
配
人
奥
村
半
治
の
病
死
に
伴
い
、
跡
支
配
人
役
に
岸
部
惣
吉
が
就
任
し
た
こ
と
を
店
方

に
周
知
さ
せ
た
の
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
こ
れ
ら
の
支
配
人
の
う
ち
、
七
代
の
中
村
吉
蔵
か
ら
十
代
の
大
橋
林
蔵
に
つ
い
て
は
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の
「
伝
右
衛
門
家
族
調
」



　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
巳
・
安
政
四
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
幡
）

に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
七
代
中
村
吉
蔵
は
、
　
「
出
店
支
配
入
徳
兵
衛
同
五
十
＝
と
し
て
、
　
「
是
ハ
当
所
玉
屋
町
元
松
前
屋
吉

兵
衛
兄
吉
蔵
と
申
も
の
、
三
拾
弐
ヶ
年
以
前
6
奉
公
二
召
抱
徳
兵
衛
と
改
名
仕
、
松
前
御
筆
下
小
松
前
町
出
店
支
配
人
二
差
遣
し
雪
占
候
」
と

あ
り
、
入
幡
出
身
で
十
九
歳
の
と
ぎ
西
川
家
へ
奉
公
に
来
た
。
八
代
奥
．
村
半
治
は
、
当
時
四
十
六
歳
で
、
　
「
是
ハ
仙
台
御
領
分
営
洲
神
崎
郡
金

屋
村
善
右
衛
門
埣
弐
拾
六
ヶ
年
以
前
奉
公
二
召
抱
申
候
」
と
あ
り
、
仙
台
藩
領
の
近
江
国
神
崎
郡
金
屋
村
の
出
身
で
、
二
十
歳
の
と
き
奉
公
に

来
た
。
九
代
の
岸
部
惣
吉
は
、
当
時
二
十
九
歳
で
、
　
「
是
ハ
彦
根
御
領
分
同
国
犬
上
郡
大
尼
子
村
惣
七
惇
、
十
弐
ヶ
年
以
前
奉
公
二
召
抱
申

候
」
と
あ
り
、
彦
根
不
届
の
近
江
国
犬
上
郡
大
尼
子
村
の
出
身
で
、
十
七
歳
の
と
き
奉
公
に
来
た
。
十
代
の
大
橋
林
蔵
は
、
当
時
十
八
歳
で
、

「
是
ハ
郡
山
御
領
分
同
国
蒲
生
郡
小
船
木
村
忠
右
衛
門
惇
、
五
ヶ
年
以
前
奉
公
二
召
抱
申
候
」
と
あ
り
、
郡
山
藩
学
の
近
江
国
蒲
生
郡
小
船
木

村
の
出
身
で
、
十
三
歳
の
と
き
奉
公
に
来
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
以
外
に
も
奉
公
人
と
し
て
、
　
「
棚
倉
御
領
分
同
国
蒲
生
郡
千
僧
供
村
」
出
身

の
常
吉
（
＋
八
歳
）
、
　
「
郡
山
御
領
分
同
国
蒲
生
郡
多
賀
村
」
出
身
の
仙
太
郎
（
＋
四
歳
）
、
　
「
斉
藤
内
蔵
之
助
様
御
知
行
所
野
洲
郡
小
篠
原
村
」

出
身
の
と
よ
（
二
十
九
歳
）
が
お
り
、
　
「
此
外
下
女
下
男
子
供
等
有
之
候
へ
共
、
当
所
之
出
歯
ハ
幼
稚
も
の
二
候
ヘ
ハ
相
応
し
不
申
」
と
さ
ら

に
何
人
か
の
下
男
・
下
女
・
子
供
等
が
、
西
川
家
に
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
ま
た
明
治
二
年
六
月
の
「
奉
公
人
宗
旨
人
別
帳
」
に
は
、
九
代
の
「
出
店
支
配
人
惣
吉
、
巳
三
十
九
才
」
や
十
代
の
支
配
人
で
あ
る
「
下
男

林
蔵
、
巳
廿
九
才
」
の
ほ
か
に
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
召
抱
え
ら
れ
た
蒲
生
郡
船
木
村
出
身
の
網
吉
（
十
九
歳
）
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）

に
召
抱
え
ら
れ
た
愛
知
郡
土
橋
村
出
身
の
寅
吉
（
十
八
歳
）
、
明
治
一
7
0
年
目
一
八
六
八
）
に
召
抱
え
ら
れ
た
犬
上
郡
多
賀
村
出
身
の
末
吉
（
十
五
歳
）

の
下
男
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
は
「
子
供
」
と
し
て
、
明
治
元
年
に
石
抱
え
ら
れ
た
蒲
生
郡
辻
村
の
捨
吉
（
十
三
歳
）
と
駒
吉
（
十
四
歳
）

お
よ
び
下
女
と
し
て
愛
知
郡
枝
村
出
身
の
た
つ
（
十
八
歳
）
、
蒲
生
郡
西
羽
田
村
出
身
の
き
よ
（
十
八
歳
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
西
川
家
松
前
支
店
の
支
配
入
の
う
ち
六
～
十
「
代
は
す
べ
て
近
江
国
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
西
川
家
の
奉
公
人

と
し
て
十
三
～
二
十
歳
で
本
家
に
入
り
、
西
川
家
の
家
族
同
様
に
し
て
鍛
え
ら
れ
、
幸
運
に
も
三
十
一
～
四
十
六
歳
半
支
配
人
の
地
位
に
つ
い



た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
忍
路
運
上
家
支
配
人
に
つ
い
て
は
、
　
「
忍
路
運
上
家
支
配
人
ノ
義
ハ
文
政
以
前
詳
ナ
ラ
ス
」
と
あ
り
、
文
政
以
降
の
人
名
し
か
わ
か
ら
な

い
。
第
9
表
に
よ
る
と
、
出
身
は
渡
島
東
福
山
・
忍
路
、
羽
後
国
塩
越
の
者
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
松
前
に
お
い
て
雇
用
さ
れ
た
者
と
思
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

る
。
高
島
運
上
家
支
配
人
に
つ
い
て
は
、
　
「
高
島
運
上
家
支
配
人
人
名
及
履
歴
ハ
初
代
ヨ
リ
累
代
詳
ナ
ラ
ス
」
と
あ
り
、
初
代
よ
り
あ
ま
り
よ

く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
第
9
表
に
よ
れ
ぽ
、
忍
路
運
上
家
支
配
人
と
同
様
、
松
前
（
福
山
）
と
羽
後
国
塩
越
出
身
の
人
々
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
松
前
支
店
で
は
西
川
本
家
と
緊
密
な
連
絡
を
も
つ
統
括
機
能
が
要
求
さ
れ
た
の
に
対
し
、
忍
路
・
高
島
運
上
家
に
お
い
て

は
技
術
的
に
熟
知
し
た
現
場
釆
配
機
能
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
の
差
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
江
戸
期
に
西
川
家
で
召
し
抱
え
ら
れ
た
奉
公
人
の
特
色
に
つ
い
て
、
同
家
に
残
さ
れ
た
「
奉
公
人
請
状
」
に
よ
っ
て
み
て
み
よ
う
。
ま

ず
享
保
六
年
（
一
七
一
＝
）
の
「
奉
公
人
請
状
」
を
次
に
示
し
て
お
こ
う
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
　
　
　
　
　
請
状
之
事

　
　
　
一
此
藤
四
郎
年
十
八
才
黒
影
成
前
町
私
世
埣
二
而
、
代
々
天
台
宗
坂
本
西
教
寺
末
寺
益
田
村
雲
東
寺
且
那
二
紛
無
御
座
候
、
則
貴
公
様
江
手
代
昌
進
申

　
　
　
候
、
末
々
如
何
様
二
面
此
者
仕
合
次
第
二
御
仕
付
可
被
肉
瘤
、
則
金
銀
何
二
不
整
御
持
セ
他
国
江
御
遣
被
臨
写
共
相
違
御
座
有
間
三
盛
、
雨
湿
変

　
　
　
女
く
る
い
其
外
悪
敷
事
二
金
銀
遣
捨
、
又
蕊
取
逃
欠
落
二
而
御
損
掛
ヶ
申
候
ハ
・
其
品
々
ヲ
改
急
度
我
々
弁
可
申
候
、
若
遂
奉
公
不
申
候
上
老
貴

　
　
　
公
様
商
場
へ
自
身
二
参
申
間
敷
候
、
若
罷
越
候
ハ
・
何
様
こ
も
御
か
ま
い
可
被
豊
島
、
其
時
一
言
之
儀
申
聞
敷
草

　
　
　
一
此
者
他
国
二
而
誼
読
口
論
雨
量
川
落
馬
二
面
相
果
申
儀
侯
共
、
貴
公
様
江
少
茂
御
恨
申
分
申
上
間
吊
雲
、
為
後
日
之
証
文
傍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
益
田
村
親

　
　
　
　
　
享
保
六
年
丑
正
月
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
兵
衛
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
　
六
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
請
人

　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

八
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
左
衛
門
㊥

　
　
　
　
　
　
　
八
幡
山
仲
屋
町
三
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
松
前
屋
伝
右
衛
門
様

　
こ
こ
で
「
他
国
江
御
里
三
韓
導
爆
」
、
「
若
遂
奉
公
不
申
候
上
者
貴
公
様
商
場
へ
自
身
二
参
申
聞
違
候
」
、
「
海
川
落
馬
二
而
相
凸
型
候
共
」
と

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
西
川
家
へ
奉
公
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
遠
く
松
前
の
地
で
の
勤
務
に
備
え
た
証
文
の
文
言
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

き
た
い
。
そ
こ
で
西
川
家
文
書
に
残
存
す
る
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
～
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
の
二
十
数
通
の
奉
公
人
請
状
に
よ
っ
て
西
川

家
の
奉
公
人
の
特
色
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
西
川
家
へ
の
初
勤
年
齢
は
二
五
例
の
う
ち
、
四
十
三
歳
一
人
、
二
十
～
二
十
九
歳
雄
叫
、
十
～

十
九
歳
一
入
人
で
、
な
か
で
も
十
～
十
五
歳
は
｝
六
人
で
、
半
数
以
上
が
こ
の
年
齢
で
奉
公
に
来
て
い
る
。
宗
旨
は
、
浄
土
真
宗
｝
六
人
、
浄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

土
宗
五
人
、
天
台
宗
一
人
、
禅
宗
一
人
の
合
計
≡
二
人
で
、
西
川
伝
右
衛
門
家
の
宗
旨
で
あ
る
浄
土
真
宗
が
最
も
多
い
。
奉
公
人
の
出
身
地

は
、
浅
井
郡
益
田
村
一
人
、
犬
上
郡
高
宮
村
一
人
、
同
｝
円
村
一
人
、
同
極
楽
寺
村
一
人
、
陶
土
田
村
一
入
、
愛
知
郡
沖
村
二
人
、
鼻
取
野
村

一
人
、
同
大
門
村
四
人
、
門
中
岸
本
村
二
人
、
同
北
八
木
村
一
人
、
同
市
村
一
人
、
同
栗
田
村
一
人
、
同
蚊
野
村
一
人
、
神
崎
郡
佐
生
村
一
人
、

同
本
庄
村
一
人
、
同
国
領
村
一
人
、
蒲
生
郡
金
屋
村
四
人
、
同
辻
村
｝
人
、
同
尻
無
村
一
人
、
八
幡
玉
屋
町
｝
人
、
同
縄
手
町
一
人
、
甲
賀
郡

寺
庄
村
一
人
閉
合
計
三
〇
人
で
、
西
川
伝
右
衛
門
家
の
本
家
が
あ
る
入
幡
を
中
心
に
、
湖
東
の
近
江
埋
入
を
多
く
輩
出
し
た
地
域
の
出
身
者
で

占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
も
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に
蒲
生
郡
金
屋
村
か
ら
十
四
歳
半
奉
公
に
来
た
又
市
は
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）

に
は
不
正
を
生
じ
、
次
の
よ
う
に
解
雇
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
o
）

　
　
　
　
　
　
　
一
札
之
事

　
　
　
一
私
義
従
幼
少
御
奉
公
相
富
松
前
御
店
支
配
等
も
被
仰
付
候
処
、
段
々
不
雪
踏
筋
可
申
上
様
無
御
座
所
、
万
事
御
免
此
度
首
尾
克
御
暇
配
下
恭
奉
存

　
　
　
候
、
先
達
而
証
文
差
上
ヶ
置
候
岩
松
前
表
へ
自
身
罷
下
ヶ
申
管
轄
聞
敷
詰
、
若
違
背
仕
候
ハ
・
何
ヶ
様
と
も
御
構
可
被
遊
事
、
傍
一
札
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
屋
村
又
市
事



宝
暦
十
年
辰
九
月
二
日

　
茂
兵
衛
㊥

同
兄

　
　
善
　
助
印

請
人
同
村

　
　
庄
兵
衛
印

八
幡
仲
屋
丁
三
丁
目

松
前
屋

　
　
伝
右
衛
門
様

す
な
わ
ち
、
又
市
は
十
四
歳
で
奉
公
に
来
て
か
ら
十
五
年
間
勤
め
た
が
、
不
始
末
が
あ
っ
て
二
十
九
歳
の
と
き
解
雇
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
西
川
家
は
、
松
前
経
営
を
行
な
っ
て
い
る
関
係
上
ア
イ
ヌ
人
も
雇
用
し
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
約
定
証
文
が
存
在
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　
　
　
　
雇
夷
人
約
定
証
文
之
事

一
金
百
四
拾
両
也
　
　
　
　
ウ
ス
男
蝦
夷
人
三
拾
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
蝦
夷
人
拾
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
附
添
番
人
壱
人

　
　
但
し
彼
岸
五
日
前
汐
五
月
廿
日
引
払
定

　
　
　
　
給
金
男
夷
人
壱
人
・
一
付
金
三
両
三
歩
宛

　
　
　
　
　
　
女
夷
人
壱
人
二
付
金
弐
両
壱
歩
宛

　
　
　
　
　
　
附
添
番
人
壱
人
金
五
両
定

右
之
通
此
度
貴
殿
御
請
負
ヲ
シ
ヨ
ロ
御
場
所
江
来
寅
年
春
鱗
漁
業
中
之
夷
人
と
し
て
約
定
仕
、
書
面
之
金
子
墨
譜
只
今
髄
二
請
取
申
候
所
相
違
無

御
座
候
、
然
上
者
御
太
切
之
蝦
夷
四
二
御
座
野
間
、
御
手
当
之
上
御
召
使
上
被
下
候
、
後
日
為
念
夷
人
約
定
証
文
傍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ス
御
場
所
請
負
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
賀
屋

近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
．

八
三



　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

　
　
　
　
　
嘉
・
氷
六
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
丘
ハ
衛
…
㊥

　
　
　
　
　
　
　
丑
十
一
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
所
支
配
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
右
衛
門
㊥

　
　
　
　
　
　
西
川
徳
兵
衛
殿

こ
れ
は
、
嘉
永
六
年
（
一
入
三
三
）
十
一
月
に
、
ウ
ス
場
所
請
負
人
で
あ
る
和
賀
屋
宇
兵
衛
が
手
配
し
て
、
自
分
の
場
所
に
居
住
す
る
蝦
夷
人

男
三
〇
人
、
女
一
〇
人
に
附
添
番
人
一
人
を
付
け
て
一
四
〇
両
で
、
西
川
家
の
忍
路
場
所
で
の
来
春
の
鮭
漁
業
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
を
約
束
し

た
証
文
で
あ
る
。

　
も
う
一
通
同
様
の
証
文
が
あ
る
の
で
、
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
　
　
　
　
　
約
定
申
一
札
之
事

　
　
　
一
シ
ラ
ヲ
イ
夷
人
弐
拾
人
　
　
　
　
　
　
大
夷
人
拾
五
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
夷
人
五
人

　
　
　
　
但
壱
人
前
給
代
金
三
両
宛
定

　
　
　
　
　
此
合
金
六
拾
両
也

　
　
右
之
夷
人
雇
入
被
成
候
二
送
電
者
、
来
ル
午
二
幅
向
申
年
迄
三
ヶ
年
之
間
約
定
仕
候
処
相
違
無
配
商
量
、
然
上
者
年
々
彼
岸
十
日
前
盛
場
所
タ
カ
シ

　
　
マ
江
着
・
一
相
成
候
様
無
間
違
急
度
差
立
可
申
候
、
後
日
為
念
約
定
書
一
札
入
置
二
塁
依
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
屋

　
　
　
　
　
安
政
四
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
　
蔵
㊥

　
　
　
　
　
　
　
巳
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
忠
兵
衛
㊥

　
　
　
　
　
　
西
川
徳
兵
衛
殿



こ
れ
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
五
月
に
、
野
口
屋
又
蔵
が
手
配
し
て
シ
ラ
ヲ
イ
の
夷
人
二
〇
人
を
六
〇
両
で
、
翌
年
か
ら
三
か
年
の
間
西
川

家
の
高
島
場
所
に
お
い
て
漁
業
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
た
約
定
証
文
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
金
子
で
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際

ア
イ
ヌ
の
手
元
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
米
や
酒
な
ど
現
物
で
支
給
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
和
賀
屋
宇
兵
衛
や
野
口
屋
又
蔵
な
ど
が
仲
介
者
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

て
介
在
し
て
お
り
、
文
面
の
金
額
が
、
そ
の
ま
ま
ア
イ
ヌ
人
の
手
元
に
届
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。

　
次
に
、
福
由
支
店
を
廃
止
し
て
忍
路
に
支
店
を
移
し
た
直
後
に
あ
た
る
明
治
十
五
年
の
忍
路
支
店
に
お
け
る
使
用
人
の
陣
容
に
つ
い
て
み
て

　
（
1
4
）

み
よ
う
。
忍
路
支
店
の
管
轄
下
に
は
、
本
番
人
ニ
ニ
人
、
並
番
人
一
一
人
、
無
等
七
人
、
稼
方
四
五
人
、
見
習
生
八
人
の
合
計
九
四
入
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

て
、
こ
れ
ら
の
者
を
「
元
三
格
」
と
い
い
、
ほ
か
に
三
～
七
月
の
漁
期
に
は
一
時
雇
と
し
て
コ
雇
夫
」
と
呼
ば
れ
る
者
が
二
五
〇
人
い
た
。
属

籍
は
九
四
人
中
、
青
森
県
六
七
人
、
札
幌
県
二
〇
人
、
滋
賀
県
五
人
、
秋
田
県
二
人
と
な
っ
て
お
り
、
青
森
県
出
身
者
が
圧
倒
的
に
多
く
、
滋

賀
県
は
意
外
と
少
な
い
。
在
勤
場
所
は
、
支
店
一
＝
人
、
蘭
嶋
村
一
五
人
、
津
南
丹
】
四
人
、
塩
谷
村
＝
人
、
桃
内
村
七
人
目
根
古
身
七
人
、

沖
出
張
七
人
、
元
場
六
人
、
砂
認
識
四
人
、
鍛
冶
揚
二
人
で
、
漁
業
現
場
に
多
く
の
者
が
出
向
い
て
い
る
。
勤
続
年
数
は
、
最
高
四
十
二
年
で

一
人
、
三
十
～
三
十
九
年
七
人
、
二
十
～
二
十
九
年
五
人
、
十
～
十
九
年
】
九
人
、
十
年
未
満
六
二
人
で
、
十
年
未
満
の
者
を
多
く
抱
え
込
ん

で
い
る
。
職
務
は
、
帳
役
主
務
一
人
、
漁
場
頭
役
」
○
入
、
手
代
二
人
、
櫓
門
頭
役
兼
船
頭
一
人
、
漁
船
頭
＝
人
、
監
人
役
八
人
、
働
方
二

五
人
、
台
所
主
務
】
人
、
養
方
一
九
人
、
鍛
冶
取
二
人
、
庶
務
四
人
置
郵
便
取
扱
並
庶
務
一
人
、
子
供
役
九
人
と
な
っ
て
お
り
、
二
幅
頭
役
・

漁
船
頭
・
王
入
役
・
働
方
・
炊
方
と
い
う
直
接
漁
業
現
場
に
従
事
す
る
斜
方
に
属
す
る
人
々
の
数
が
多
い
。
年
齢
別
構
成
を
み
る
と
、
五
十
歳

以
上
五
人
、
四
十
～
四
十
九
歳
＝
人
、
三
十
～
三
十
九
歳
一
五
人
、
二
十
～
二
十
九
歳
三
一
人
、
十
～
十
九
歳
三
二
人
で
、
約
三
分
の
二
が

三
十
歳
以
下
の
人
々
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
年
齢
と
職
務
と
の
関
係
を
み
る
と
、
帳
役
主
務
・
漁
場
頭
役
な
ど
の
管
理
職
は
四
十
～
五
十
歳
代

の
者
、
漁
船
頭
は
三
十
歳
代
の
者
、
馬
方
は
二
十
歳
代
の
者
、
別
方
・
子
供
役
は
見
習
い
段
階
の
十
歳
代
の
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
勤
め
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
同
様
に
、
明
治
十
七
年
十
二
月
の
「
高
島
分
店
番
人
稼
方
取
調
明
細
表
」
に
よ
っ
て
、
高
島
分
店
の
使
用
人
陣
容
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

高
島
分
店
の
管
轄
下
に
は
、
本
番
人
｝
八
人
、
並
番
人
八
人
、
稼
方
一
七
人
、
見
習
生
四
人
の
合
計
四
七
人
が
お
り
、
忍
路
支
店
の
半
分
の
規

模
で
あ
る
。
在
籍
府
県
は
、
青
森
県
】
九
人
、
札
幌
県
＝
一
人
、
秋
田
県
一
〇
人
、
函
館
県
四
人
、
滋
賀
県
二
人
で
、
ほ
と
ん
ど
が
東
北
・
北

海
道
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
勤
務
場
所
は
高
島
分
店
＝
二
人
、
元
漁
場
九
人
、
魚
眼
出
張
所
六
人
、
短
調
出
張
所
六
人
、
本
色
出
張
所
五

人
、
一
斗
出
張
所
四
人
、
イ
印
出
張
所
三
人
で
、
各
出
張
所
に
分
散
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
勤
続
年
数
は
、
三
十
～
三
十
九
年
四
人
、
二
十

～
二
十
九
年
九
人
、
十
～
十
九
年
一
九
人
、
十
年
未
満
一
五
人
置
、
十
～
十
九
年
が
や
や
多
い
。
職
務
は
、
惣
取
締
一
人
、
上
役
専
任
一
人
、

手
代
兼
蔵
係
四
人
、
賄
方
締
一
人
、
子
供
役
三
人
、
働
方
一
二
人
、
漁
場
頭
役
六
人
、
大
船
頭
役
六
人
、
下
船
頭
役
五
人
、
監
人
役
六
人
、
炊

方
二
人
で
、
漁
業
現
場
従
事
者
の
占
め
る
比
重
が
高
い
。
年
齢
別
構
成
を
み
る
と
、
五
十
歳
以
上
二
人
、
四
十
～
四
十
九
歳
九
人
、
三
十
～
三

十
九
歳
一
五
人
、
二
十
～
二
十
五
歳
一
五
人
、
十
～
十
九
歳
六
人
で
、
二
十
～
三
十
代
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
職
務
と
年
齢
の
関
係
は
、
忍

路
支
店
と
同
じ
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
さ
ら
に
明
治
二
十
四
年
一
月
の
「
奉
公
人
履
歴
書
控
」
に
よ
っ
て
、
当
時
の
松
前
経
営
に
お
け
る
使
用
人
の
陣
容
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
出
身
地
を
示
し
た
の
が
、
第
1
0
表
で
あ
る
。
県
別
で
は
、
北
海
道
五
五
人
、
青
森
県
五
四
入
、
滋
賀
県
＝
人
、
秋
田
県
七
人
、
新
潟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

県
・
石
川
県
各
一
人
の
合
計
一
二
九
人
で
、
北
海
道
・
青
森
県
出
身
者
が
八
割
以
上
を
占
め
る
。
北
海
道
の
揚
合
は
、
忍
路
村
里
ニ
人
、
高
島

村
一
入
人
の
よ
う
に
た
ぶ
ん
他
県
出
身
の
定
住
者
を
現
地
で
雇
用
し
た
た
め
生
じ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
特
に
北
海
道
を
除
い
て
集
中
し

て
い
る
の
は
、
青
森
県
大
畑
村
三
五
人
、
田
名
部
村
一
〇
人
、
秋
田
県
塩
越
村
五
人
で
、
一
般
的
に
特
定
の
諸
々
に
固
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
滋
賀
県
出
身
者
は
＝
人
と
比
較
的
少
な
い
の
は
、
西
川
家
の
経
営
が
単
な
る
商
業
活
動
で
は
な
く
、
漁
業
活
動
に
重
点
が
置
か
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
初
め
て
西
川
本
家
へ
勤
任
し
た
時
の
年
齢
を
示
し
た
の
が
、
第
1
1
表
で
あ
る
。
こ
の
表
の
う

ち
、
五
十
一
歳
の
者
は
忍
路
店
鍛
冶
町
と
し
て
雇
用
さ
れ
、
四
十
六
歳
の
者
は
忍
路
店
帳
役
助
手
役
を
務
め
て
お
り
、
こ
の
二
人
は
例
外
的
な

存
在
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ほ
と
ん
ど
は
、
十
四
～
十
七
歳
で
初
め
て
西
川
家
へ
出
仕
し
て
い
る
。
職
務
は
、
小
樽
支
店
・
忍
路
店
．
高
島



近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

八
七

第10表　明治24年使用人出身地別構成

県（人釧z5・（人釧 村（人数）

郭ヒ海道　（55）

青森県（54）

秋田県（7）

新潟県（1）

石川県（1）

滋賀県（11）

忍路郡（34）

高島郡（18）

小樽郡（1）

歌内郡（1）

留繭郡（1）

下北郡（54）

由利郡（5）

山本郡（2）

江沼郡（1）

犬上郡（2）

愛知郡（1）

神崎郡（1）

蒲生郡（6）

甲賀郡（1）

忍路村（22），桃内村（7），塩谷村（3），蘭島

村（2）

高島村（18）

小樽港（1）

美谷村（1）

鬼鹿村（1）

大畑村（35），田名部村（10），風間浦村（3），

川内村（2），大奥村（1），奥戸村（1）

塩越村（5）

三目村（1），田中村（1）

新潟市（1）

橋立村（1）

多賀村（2）

元大門村（1）

宮庄村（1）

八幡町（2），宇津呂村（2），北比都佐村（1），

岡山村（1）

柏木村（1）

計（129）

（註）　明治24年r奉公人履歴書控」　（滋賀大学経済学部附属史料館保管西川伝右衛門家文

　書）より作成。

　　　　　　　　第11表　明治24年使用人雇い入れ年齢

年齢 人剃「年齢 人　数 年　齢 人　数

9歳
10

11

12

13

14

15

16

17

1人

3

5

4

8

15

20

22

11

18歳

19

20

21

22

23

24

25

26

6人

6

7

1

1

4

1

1

2

27歳

28

29

31

32

38

46

51

計

　2人

　3

　1

　1

　1

　1

　1

　1

129

（註）　第10表に同じ。
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支店手当
相当二給与ス

相当＝給与ス

相当二給与ス

相当二給与ス

粗金ヲ給セス百事撫
育之

第12表　明治15年忍路支店給料

1本醐手当i夏手当睡給料凶年

2円

2円

1円50銭

一

5円

3円50銭

3円50銭

9円58銭8厘

7円

7円

一般ノ相庭ヲ宝
引ム

級　位

本番人

並番人

稼　方

無　等

見習生

雇　夫

（註）　明治15年置西川忍路支店給料表」

　家文書）より作成。

（滋賀大学経済学部附属史料館下管西川伝右衛門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

分
店
・
各
出
張
所
に
お
い
て
、
取
締
役
・
手
代
・
子
供
役
・
三
役
・
鍛
冶
職
・
炊
方
・
蔵
司
役

な
ど
に
従
事
し
て
い
る
者
が
五
五
人
、
各
漁
揚
に
お
い
て
、
頭
役
・
払
方
・
監
人
役
・
船
頭

役
・
下
船
頭
役
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
者
が
七
四
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
俸
給
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
明
治
二
年
の
「
忍
路
運
上
家
調
書
」
に
よ
る
と
、
運
上
家
の

支
配
人
に
は
給
金
二
五
両
・
米
一
一
五
俵
（
代
一
一
二
十
二
分
）
、
通
辞
・
帳
役
を
含
め
た
番
人
二

九
人
に
は
給
金
一
〇
両
・
米
＝
一
台
（
代
五
四
両
）
ず
つ
、
稼
方
＝
ハ
人
に
は
給
金
七
両
二
分
・

軍
門
俵
（
代
三
六
両
）
ず
つ
、
雇
人
四
三
人
に
は
一
五
両
ず
つ
、
土
人
五
人
に
は
米
・
木
綿
・

帯
・
清
酒
・
濁
酒
な
ど
一
四
両
に
相
当
す
る
品
物
を
合
計
三
、
四
入
四
両
二
分
支
給
し
て
い

る
。
さ
ら
に
ラ
ム
シ
マ
ナ
イ
・
ツ
コ
タ
ン
・
モ
モ
ナ
イ
・
シ
ヲ
ヤ
の
番
家
で
も
、
番
人
・
南

方
・
雇
人
・
土
人
に
同
様
の
給
金
を
合
計
二
、
〇
九
四
両
支
給
し
て
い
る
。
両
者
を
合
わ
せ
る

と
五
、
五
七
八
両
二
分
の
給
金
が
、
忍
路
運
上
家
に
お
い
て
支
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
明
治
十
五
年
の
忍
路
支
店
の
俸
給
規
定
を
示
し
た
の
が
、
第
1
2
表
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
番
人
に
つ
い
て
は
本
店
手
当
が
支
給
さ
れ
、
稼
方
に
は
代
わ
り
に
夏
手
当
が
支
給
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
無
血
に
は
支
店
手
当
の
み
支
給
さ
れ
、
見
習
生
は
給
料
が
支
給
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
本
番
人
・
並
番
人
・
稼
方
に
は
、
越
年
給
料
が
支
払
わ
れ
、
雇
夫
に
は

「
一
般
ノ
相
庭
ヲ
以
定
ム
」
と
あ
り
、
漁
況
に
左
右
さ
れ
る
よ
う
な
給
料
体
系
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
職
務
に
よ
っ
て
給
金
支
給
に
変
化
が
加
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
様
に
、
前

述
し
た
明
治
二
十
四
年
の
「
奉
公
人
履
歴
書
控
」
に
よ
っ
て
、
月
給
を
み
て
み
る
と
、
最
高
額



は
「
高
島
店
取
締
兼
金
銭
出
納
係
」
佐
藤
与
左
衛
門
の
一
五
円
で
、
　
「
忍
路
店
帳
場
兼
金
銭
出
納
係
」
中
村
元
兵
衛
の
＝
二
円
、
　
「
小
樽
店
帳

場
兼
金
銭
出
納
係
」
角
谷
与
三
七
の
一
二
円
と
続
き
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
高
島
分
店
・
忍
路
分
店
・
小
樽
支
店
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
。
各

出
張
所
頭
役
・
各
漁
場
頭
役
は
六
～
九
円
、
漁
揚
船
頭
役
は
五
～
七
円
五
〇
銭
、
監
人
役
は
二
～
五
円
、
下
船
頭
役
は
三
円
五
〇
銭
～
四
円
五

〇
銭
、
手
代
は
一
円
五
〇
銭
～
＝
一
円
、
漁
場
野
方
・
働
方
は
一
円
五
〇
銭
～
三
円
五
〇
銭
、
炊
方
は
一
円
～
一
円
五
〇
銭
、
子
供
役
は
」
円

～
｝
円
五
〇
銭
と
な
っ
て
お
り
、
職
務
と
在
勤
年
数
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
最
後
に
、
明
治
二
十
六
年
の
奉
公
人
規
定
に
関
す
る
史
料
が
あ
る
の
で
、
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
幼
少
ヨ
リ
近
江
本
店
二
於
テ
丁
稚
奉
公
ヲ
為
シ
、
再
後
当
支
店
へ
転
勤
継
続
勤
務
ノ
者
戸
隠
転
勤
ノ
ノ
日
ヨ
リ
満
七
ケ
年
ヲ
以
テ
初
登
ト
シ
、
初
登

　
　
　
ヨ
リ
満
五
ケ
年
目
ヲ
以
テ
ニ
番
登
ト
シ
、
二
番
登
ヨ
リ
満
三
ヶ
年
目
ヲ
以
テ
三
番
登
ト
ス

　
　
　
　
但
本
文
規
定
ノ
時
限
ハ
当
支
店
ノ
都
合
二
拠
リ
伸
縮
ス
ル
事
ア
ル
ベ
シ

　
　
前
文
規
定
ノ
年
限
二
相
当
ス
ル
者
ハ
、
初
二
三
番
登
ト
モ
大
約
六
十
日
間
ノ
休
暇
ヲ
遣
ハ
シ
、
当
支
店
ヨ
リ
帰
国
料
若
干
ヲ
給
与
シ
、
近
江
本
店
ヨ

　
　
リ
時
服
料
若
干
ヲ
給
与
ス
ベ
シ

　
　
帰
国
ノ
年
限
二
相
当
ス
ル
者
ト
錐
ト
モ
、
当
支
店
ノ
都
合
出
挙
リ
若
ク
ハ
当
人
ノ
望
二
手
リ
帰
国
セ
サ
ル
里
芋
ハ
、
代
料
ト
シ
テ
初
登
ノ
者
ニ
出
金

　
　
六
拾
円
、
二
番
登
ノ
者
ニ
ハ
金
七
拾
五
円
、
三
番
円
登
ノ
者
ニ
ハ
金
壱
百
円
ヲ
給
与
ス
ベ
シ

　
　
前
文
ノ
料
金
ハ
可
成
当
支
店
へ
預
ケ
置
キ
、
止
ヲ
得
サ
ル
外
ハ
濫
二
引
出
ス
ヘ
カ
ラ
ス

　
　
　
　
但
本
文
ノ
預
金
ニ
ハ
月
給
過
剰
預
金
二
規
定
ノ
利
子
ヲ
附
ス
ヘ
シ

　
　
　
　
　
明
治
廿
六
年
九
月
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
川
貞
二
郎

　
　
　
　
　
　
西
川
小
樽
支
店

　
　
　
　
　
　
忍
路
取
締
所

　
　
　
　
　
　
高
島
取
締
所
御
中

　
　
　
　
　
　
絞
別
出
張
所

　
　
　
　
　
　
浜
益
出
張
所

近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

八
九



　
　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

こ
れ
は
、
近
江
商
人
の
奉
公
人
の
場
合
に
よ
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
近
江
本
家
に
お
い
て
奉
公
し
、
そ
の
後
支
店
に
配
属
さ
れ
、
七
年
目

で
近
江
へ
初
登
り
、
そ
れ
よ
り
五
年
目
で
二
番
登
り
、
さ
ら
に
三
年
目
で
三
番
登
り
と
し
、
各
登
り
と
も
約
六
十
日
間
の
休
暇
と
若
干
の
金
子

を
与
え
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
帰
国
し
な
い
者
は
、
代
わ
り
に
初
登
り
六
〇
円
、
二
番
登
り
七
五
円
、
三
番
登
り
一
〇
〇
円
を
給
与

し
、
そ
れ
を
支
店
で
利
子
を
付
し
て
預
か
る
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
在
所
登
り
」
の
制
度
も
、
本
家
と
支
店
と
が
地
理
的
に
か
な
り
離
れ
、

人
材
を
本
家
周
辺
に
求
め
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
制
度
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
1
）
　
前
掲
「
惣
記
事
概
略
」
。

（
2
）
前
掲
「
記
録
」
。

（
3
）
　
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。

（
4
）
前
掲
「
記
録
」
。

（
5
）
　
前
掲
「
惣
記
事
概
略
」
。

（
6
）
同
右
。

（
7
）
　
享
保
六
年
「
奉
公
人
請
状
」
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
）
。

（
8
）
　
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。
滋
賀
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。

（
9
）
　
前
掲
「
伝
右
衛
門
家
族
調
」
に
は
、
「
浄
土
真
宗
南
津
田
村
真
念
寺
且
那
」
と
あ
る
。

（
1
0
）
　
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。

（
1
1
）
同
右
。

（
1
2
）
同
右
。

（
1
3
）
　
高
島
場
所
で
の
ア
イ
ヌ
人
の
労
働
待
遇
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
氏
前
掲
論
文
に
詳
し
い
。

（
1
4
）
　
明
治
十
五
年
「
西
川
忍
路
支
店
現
在
員
姓
名
害
悪
給
料
表
」
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
）
。

（
1
5
）
　
同
室
史
料
に
は
、
「
外
二
漁
業
中
、
自
三
月
至
七
月
、
一
時
雇
弐
百
五
拾
人
、
右
九
拾
人
ノ
者
ヲ
元
ト
格
ト
云
ヒ
、
一
時
雇
ノ
モ
ノ
ヲ
雇
夫
ト
云
フ
、
此
元
ト
格
共
二
国
方

　
　
二
従
事
シ
テ
一
時
雇
ノ
モ
ノ
ヲ
使
役
セ
リ
」
と
あ
る
。

（
1
6
）
　
滋
賀
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。

（
1
7
）
　
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。

（
1
8
）
　
正
確
に
は
も
う
一
名
い
る
が
、
本
籍
お
よ
び
入
王
年
齢
も
不
明
な
た
め
除
外
し
た
。
こ
の
人
数
は
、
前
述
し
た
明
治
十
五
年
の
忍
路
支
店
の
九
四
人
、
明
治
十
七
年
の
高
島

　
　
分
店
の
四
七
人
の
合
計
人
数
に
ほ
ぼ
匹
敵
し
、
さ
ら
に
こ
の
中
に
は
小
樽
支
店
の
勤
務
者
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
西
川
家
の
使
用
人
の
ほ
ぼ
全
容
を
と
ら
え
て
い
る
と



　
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
れ
以
外
に
も
、
一
時
雇
の
形
で
多
く
の
人
々
を
雇
用
し
て
い
た
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
で
き
る
。

（
1
9
）
　
こ
の
十
一
名
の
職
務
を
み
る
と
、
小
樽
支
店
子
供
役
七
人
、
小
樽
支
店
手
代
役
・
高
島
分
店
帳
役
・
漁
揚
頭
役
・
沖
漁
場
空
方
各
一
入
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
述
し
た
明
治

　
十
五
年
の
忍
路
支
店
の
五
入
も
、
支
店
子
供
役
三
人
、
支
店
庶
務
二
人
で
、
明
治
十
七
年
の
高
島
分
店
の
二
人
も
分
店
子
供
役
で
あ
り
、
滋
賀
県
出
身
者
は
、
直
接
漁
場
現
揚

　
　
に
配
属
さ
れ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
支
店
・
分
店
に
お
い
て
勤
務
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
2
0
）
　
明
治
二
十
六
年
「
店
員
所
員
之
規
定
発
令
通
達
」
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
西
川
伝
右
衛
門
単
文
書
）
。

（
2
1
）
　
他
の
近
江
商
人
の
例
と
し
て
、
中
井
源
左
衛
門
の
揚
合
（
原
田
敏
丸
「
徳
川
時
代
近
江
商
入
の
店
員
組
織
」
『
本
庄
先
生
古
稀
記
念
近
世
目
本
の
経
済
と
社
会
』
一
九
五
入

　
年
、
有
斐
閣
）
と
小
林
吟
右
衛
門
の
場
合
（
末
永
国
紀
「
近
江
商
人
の
店
員
組
織
」
京
都
産
業
大
学
『
経
済
経
営
論
叢
』
第
一
二
巻
第
四
号
、
一
九
七
八
年
三
月
）
な
ど
が
あ

　
る
。
し
か
し
こ
の
制
度
は
、
近
江
商
人
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
伊
勢
商
人
で
あ
る
長
谷
川
家
な
ど
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
（
北
島
正
元
編
『
江
戸
商
業
と
．
伊
勢

　
店
』
　
一
九
六
二
年
、
士
口
川
弘
文
館
、
五
七
［
～
六
＝
二
百
ハ
）
。

五
　
西
川
家
の
廻
船
経
営

　
西
川
家
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
二
）
頃
に
松
前
へ
店
を
開
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
古
い
時
期
か
ら

廻
船
経
営
に
も
着
手
し
た
と
言
え
ら
れ
る
が
、
現
在
史
料
の
上
で
そ
の
記
述
が
最
初
に
現
わ
れ
る
の
は
、
享
保
十
八
年
（
「
七
八
三
）
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

す
な
わ
ち
前
述
し
た
「
万
永
代
覚
帳
」
に
は
、
　
「
松
前
二
而
石
狩
穐
味
船
、
一
金
五
百
拾
八
両
．
弐
歩
壱
匁
三
分
四
毛
、
酒
田
二
而
合
船
入
用

船
」
と
あ
り
、
　
「
船
頭
山
田
清
右
衛
門
、
田
付
仁
兵
衛
、
平
田
与
三
右
衛
門
、
建
部
太
郎
右
衛
門
、
小
西
次
郎
右
衛
門
、
西
川
伝
右
衛
門
」
の

六
名
の
共
同
出
資
に
よ
っ
て
廻
船
が
建
造
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
も
こ
の
史
料
に
は
、
藩
儒
丸
・
尾
崎
丸
・
三
鶴
丸
な

ど
の
船
の
情
報
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、
西
川
家
も
何
ら
か
の
形
で
こ
れ
ら
の
船
に
参
画
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
船
は
荷
所
船

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
ら
し
く
、
元
文
五
年
忌
一
七
四
〇
）
の
項
に
は
、
　
「
両
組
秋
荷
揚
三
艘
ハ
上
リ
、
跡
三
墨
守
申
候
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、

寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
茂
入
国
場
所
の
漁
業
請
負
を
行
な
っ
た
の
と
同
じ
年
に
、
同
史
料
に
は
「
手
船
大
福
丸
ハ
中
国
汐
米
積
上
リ
、
七
月

十
七
日
吉
岡
へ
廻
シ
置
無
別
条
候
」
と
あ
り
、
初
め
て
手
船
の
記
述
が
み
え
る
。
そ
の
後
も
前
述
し
た
よ
う
に
肝
所
請
負
・
漁
業
請
負
が
進
行

す
る
な
か
で
、
西
川
家
の
手
船
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

九
一



　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

　
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。
延
享
二
年
置
一
七
四
五
）
に
は
、
　
「
手
船
大
福
丸
卯
月
廿
五
日
台
お
ろ
し
、
五
百
五
十
石
御

積
可
申
由
申
来
候
」
と
あ
り
、
大
福
丸
が
五
五
〇
石
積
ほ
ど
の
廻
船
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
に
は
、
　
「
小
廻
シ

船
百
四
拾
石
積
住
吉
丸
と
申
、
代
銭
百
計
弐
貫
文
又
造
作
入
用
」
と
あ
り
、
一
四
〇
石
積
の
小
型
廻
船
も
所
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
宝
暦

二
年
（
一
七
五
二
）
に
は
、
　
「
大
福
丸
新
艘
二
七
月
汐
入
蒔
石
七
百
石
作
リ
、
古
板
門
守
四
百
五
拾
石
壱
艘
出
来
申
立
」
と
あ
り
、
大
福
丸
が

七
〇
〇
石
積
に
造
り
換
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
宝
暦
十
一
一
年
（
一
七
六
二
）
に
は
、
　
「
大
宝
新
造
六
百
七
拾
石
積
、
巳
ノ
秋
∂
悪
質
午
二
月

出
来
致
候
、
凡
四
百
八
拾
両
計
入
申
候
段
申
来
候
、
大
宝
丸
造
作
野
里
拾
七
両
計
入
申
候
」
と
あ
り
、
六
七
〇
石
積
の
大
宝
丸
が
新
造
さ
れ

た
。
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
は
、
　
「
大
福
丸
合
船
八
百
七
石
八
升
、
申
九
月
出
来
申
候
、
則
内
間
尺
長
四
丈
七
尺
三
寸
、
腹
弐
丈
弐
尺
六

寸
、
深
七
尺
五
寸
五
分
」
と
あ
り
、
大
福
丸
は
ま
た
八
〇
七
石
墨
の
廻
船
に
仕
替
え
ら
れ
た
。
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
に
は
、
　
「
大
宝
新
造

石
狩
二
て
合
船
、
辰
四
月
汐
掛
り
七
月
四
日
台
下
ヶ
致
、
し
く
す
し
へ
相
廻
リ
荷
物
積
入
七
月
廿
一
日
松
前
着
、
諸
道
旦
ハ
ハ
古
大
宝
丸
不
残
入

ル
、
右
船
霊
リ
入
用
高
金
五
百
九
両
三
歩
ト
三
百
拾
五
文
、
右
古
大
宝
丸
諸
道
具
な
し
、
代
金
五
十
七
両
相
室
申
相
談
相
究
入
申
段
玉
来
候
、

阿
わ
屋
伝
兵
衛
殿
へ
売
払
」
と
あ
り
、
大
宝
丸
の
新
造
に
五
〇
九
両
の
費
用
が
か
か
っ
た
が
、
諸
道
具
は
前
の
大
宝
丸
の
を
引
き
継
ぎ
、
古
い

大
宝
丸
は
阿
波
屋
伝
兵
衛
へ
売
払
っ
た
。
安
永
三
年
（
一
八
五
六
）
に
は
、
　
「
江
差
調
新
艘
一
艘
、
長
サ
六
丈
壱
尺
但
し
表
立
聖
堂
飛
セ
ミ
迄
、

腹
弐
丈
弐
尺
七
寸
但
し
腰
当
聾
す
し
二
而
、
深
サ
七
尺
五
寸
、
此
石
千
三
拾
八
石
五
斗
弐
升
五
合
、
右
代
金
五
百
三
拾
両
相
調
」
と
あ
り
、

一、

Z
三
八
石
余
罪
の
廻
船
を
江
差
で
新
造
し
て
い
る
。
そ
し
て
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
四
月
に
は
、
手
船
と
し
て
大
福
丸
・
豊
久
丸
・
大

宝
丸
・
住
吉
丸
の
四
艘
の
船
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
は
、
　
「
松
前
合
船
日
吉
丸
巳
重
圧
汐

小
細
工
相
掛
午
六
月
不
残
出
来
申
候
、
御
間
尺
一
長
サ
弓
丈
壱
寸
、
一
腹
諸
氏
、
一
直
サ
六
尺
八
歩
、
〆
此
石
六
百
九
石
巌
斗
壱
升
六
合
」
と

あ
り
、
松
前
に
て
六
〇
九
石
余
の
日
吉
丸
を
建
造
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
現
在
残
さ
れ
て
い
る
船
譲
渡
証
文
な
ど
に
よ
っ
て
、
も
う
少
し
西
川
家
の
所
有
廻
船
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
船
譲
渡
証
文
の
一
例
を



次
に
示
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
　
　
　
　
　
譲
渡
申
証
文
之
事

　
　
　
一
新
造
弁
才
船
乗
尻
壱
艘

　
　
　
　
　
但
シ
六
百
五
拾
石
積

　
　
　
　
　
　
諸
道
具
別
紙
帳
之
通
不
残
添

　
　
　
右
乗
尻
船
熟
談
之
上
此
度
貴
殿
江
代
金
千
拾
両
ト
壱
貫
五
百
五
拾
五
文
二
相
定
、
唯
今
不
残
請
取
譲
渡
申
所
実
正
二
御
座
候
、
嵩
上
者
下
船
お
み
て

　
　
　
外
方
掛
リ
合
毛
頭
無
御
座
候
、
万
一
故
障
申
出
候
者
有
之
候
ハ
・
、
加
印
之
銘
々
罷
出
急
度
堵
明
貴
殿
見
様
御
苦
労
相
掛
申
間
敷
候
、
為
後
念
譲
船

　
　
　
証
文
連
印
傍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
譲
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
瀬
浪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
形
屋

　
　
　
　
天
保
十
四
四
顧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
右
衛
門
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宿
証
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
嶋
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘
右
衛
門
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
形
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
十
八
㊥

　
　
　
　
　
西
川
准
兵
衛
殿

　
こ
れ
は
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
八
月
に
越
後
瀬
浪
の
山
形
屋
与
右
衛
門
が
、
西
川
松
前
支
店
支
配
人
の
西
川
准
兵
衛
へ
六
五
〇
石
積
の

新
造
弁
工
船
一
艘
を
一
、
○
○
○
両
と
一
貫
五
五
五
文
で
譲
り
渡
し
た
証
文
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
～
明
治
七
年
（
一

八
七
四
）
の
船
譲
渡
証
文
を
ま
と
め
た
の
が
、
第
1
3
表
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
一
例
不
明
を
除
い
て
す
べ
て
が
四
〇
〇
～
八
○
○
石
程

　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三



第13表　西川家廻船譲渡証文

年　代 船型・規模 金 額 譲 主

文政7年正月

天保14年8月

弘化4年7月

安政6年12月

慶応3年8月

慶応4年閏4
月

明治7年正月

弁才，440石積

新造弁才船，650石
積

弁才，素間尺712石
4斗7升

廻船，23反論

明暢：丸，弁財船，23

反帆，650石積

奥田丸弁黒船，22
枚形

弁財，25反帆

200両

1，000両・1貫555文

850両1分・111文

650両

1，　350両・111文

1，400両・1貫110文

2，100円

　塩屋吉三郎

越後瀬浪
　山形屋与右衛門

福島屋新右衛門

若州小浜
　木綿屋源兵衛

越後鵜泊
　明弁丸助左衛門

加州橋立
　角屋与三吉

加州橋立
　西野三郎衛門

（註）　文政7年「弁才船売券」（滋賀県立短期大学附属図書館所蔵西川伝右衛門家文書），

　天保14年「新造船譲渡し証文」・弘化4年「廻船売渡証文」・安政6年「船売渡し証文」・

　慶応3年r明運丸永譲渡証文」・慶応4年「奥融丸永譲渡証文」・明治7年「船売渡証

　書」　（滋賀大学経済学部附属史料館保管西川伝右衛門家文書）より作成。

近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

　
　
　
　
（
3
）

度
の
弁
財
船
で
、
代
金
は
一
、
○
○
○
両
前
後
で
あ
っ
た
。
一
一
は
、

判
明
し
て
い
る
も
の
で
は
越
後
鵜
泊
二
例
、
加
賀
橋
立
二
例
、
若
狭
小

浜
一
例
で
、
い
ず
れ
も
北
陸
地
方
の
船
主
か
ら
譲
ら
れ
た
廻
船
で
あ

る
。
な
お
、
廻
船
は
西
川
家
が
購
入
し
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
西

川
家
か
ら
売
却
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
慶
応
三
年
（
一
八
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

七
）
九
月
の
「
船
売
券
証
文
」
に
よ
れ
ぽ
、
　
「
積
石
間
尺
、
長
五
寸
六

尺
、
腹
弐
丈
七
寸
、
深
六
尺
、
〆
六
百
九
拾
五
石
五
斗
弐
升
」
の
弁
財

二
一
艘
を
四
五
〇
両
点
で
佐
賀
平
之
丞
へ
売
り
渡
し
た
り
、
明
治
七
年

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

七
月
の
「
譲
受
船
証
文
」
に
よ
れ
ぽ
、
小
型
の
船
舶
で
あ
る
が
中
遣
船

を
一
一
〇
円
で
、
古
平
郡
歌
羽
村
の
松
川
勝
右
衛
門
へ
売
却
し
て
い

る
。　

さ
ら
に
、
明
治
十
年
の
西
川
家
の
所
有
廻
船
に
つ
い
て
示
し
た
の

が
、
第
1
4
表
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
る
と
、
西
川
家
は
三
好
丸
・
中
乗

丸
・
安
吉
丸
・
安
全
丸
・
金
袋
鼠
・
勇
丸
の
六
艘
の
廻
船
を
所
有
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
廻
船
は
、
六
五
〇
～
一
、
○
○
○
石

積
、
＝
二
～
一
五
人
乗
で
、
船
頭
に
は
敦
賀
港
の
者
が
三
名
、
山
形
県

田
川
郡
加
茂
村
、
新
潟
県
岩
船
郡
脇
川
村
、
石
川
県
江
沼
郡
橋
立
村
の

者
が
各
一
名
な
っ
て
お
り
、
西
川
家
の
物
資
流
通
ル
ー
ト
に
沿
っ
た
地



域
の
入
々
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
次
に
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
の
「
安
全
丸
新
造
目
録
帳
」
に
よ
っ
て
、
新
造
に
要
し
た
費
用
を
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。
安
全
丸
は
、

弁
財
船
で
コ
兀
船
七
百
三
拾
六
二
七
斗
し
と
あ
り
、
天
保
十
年
に
仕
立
て
直
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
元
船
代
金
は
、
橋
舟
・
梶
と
も
で
三
二

二
両
一
分
と
三
匁
、
他
に
「
元
船
水
桶
其
外
色
々
木
代
〆
高
」
と
し
て
一
四
両
一
分
と
二
匁
五
分
八
厘
の
合
計
三
三
六
両
二
分
と
五
匁
五
分
入
厘

第14表　明治10年西川家所有廻船

船名障磁陣磁船頭 船船頭出身地

山形県田川郡加茂村

新潟県岩船郡脇川村

石川県江沼郡橋立村

滋賀県敦賀郡敦賀肉

体賀県敦賀君K敦賀港

滋賀県敦賀郡敦賀港

石名阪勘造

渡辺佐吉
角谷与二郎

新宅吉兵衛

塩谷藤兵衛

塩谷紋助

掛
霊
感

648石

767

741

978

838

960

三好守

中乗：丸

安吉丸

安全丸

金袋丸

勇　丸

（註）安政4年「記録」　（滋賀大学経済学部附属史料館保管西川伝右

　　衛門家文書）より作成。

近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

が
「
大
鋸
屋
七
兵
衛
払
〆
高
」
と
な
る
。
油
煙
と
し
て
は
、
＝
二
四
両
二
分
と
七
匁
七
厘
が
鍛
冶
彦

兵
衛
へ
支
払
わ
れ
て
い
る
。
作
料
代
は
、
大
工
目
船
賃
と
も
一
九
一
両
一
分
と
三
匁
五
分
一
厘
が
丹

屋
仁
兵
衛
へ
支
払
わ
れ
た
。
そ
の
内
訳
は
、
　
「
大
工
作
料
工
数
」
と
し
て
、
舟
大
工
が
六
月
一
六
六

人
、
七
月
二
九
三
人
、
八
月
三
二
六
人
、
九
月
四
三
一
人
、
十
月
四
三
七
人
半
、
十
一
月
四
五
五
人

半
、
十
二
月
四
五
四
人
、
正
月
二
四
二
人
半
、
二
月
一
入
九
人
、
三
月
二
〇
七
人
半
の
合
計
三
、
二

〇
二
人
半
雇
わ
れ
、
一
工
に
つ
き
賄
料
と
も
三
匁
四
分
八
厘
～
三
匁
六
分
八
厘
ず
つ
が
支
給
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
家
大
工
は
、
＝
一
〇
上
半
雇
わ
れ
、
飯
事
と
も
一
工
に
つ
き
三
匁
三
分
三
厘
で
あ
り
、

旦
雇
は
九
一
人
半
雇
わ
れ
、
一
工
に
つ
き
二
匁
が
支
給
さ
れ
て
お
り
、
舟
大
工
の
賃
金
が
最
も
高

く
、
家
大
工
は
そ
れ
よ
り
や
や
低
く
、
旦
雇
は
舟
大
工
の
六
割
程
度
の
賃
金
で
あ
っ
た
。
三
者
を
合

計
す
る
と
、
作
料
代
と
し
て
一
二
貫
九
八
匁
一
分
六
厘
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
船
の
建
造

に
天
保
九
年
目
一
八
三
八
）
の
六
月
か
ら
翌
年
の
三
月
ま
で
入
か
月
間
要
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら

に
、
「
柱
一
切
代
鉄
類
大
工
手
間
代
共
」
と
し
て
、
帆
柱
新
設
に
伴
う
費
用
六
〇
両
二
朱
と
一
三
匁
二

厘
が
大
鋸
屋
七
兵
衛
へ
支
払
わ
れ
、
　
「
諸
入
用
口
所
々
払
〆
高
」
と
し
て
、
錺
金
具
代
や
作
事
中
の

油
蝋
燭
代
、
諸
職
人
中
へ
の
酒
肴
代
、
浜
賃
、
船
下
し
賃
、
新
造
作
祝
儀
代
な
ど
雑
多
な
費
用
三
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

両
三
分
と
二
貫
四
五
八
匁
六
分
七
厘
が
か
か
っ
た
。
以
上
の
費
用
を
合
計
す
る
と
七
九
二
両
一
分
二
朱
と
五
匁
六
分
八
厘
と
な
り
、
こ
れ
が
安

全
丸
の
建
造
に
要
し
た
費
用
で
あ
る
。
こ
の
払
方
完
了
を
敦
賀
の
船
宿
で
あ
る
網
屋
伝
兵
衛
に
よ
っ
て
西
川
町
へ
報
告
さ
れ
て
お
り
、
西
川
家

が
安
全
丸
の
建
造
に
関
し
て
網
屋
伝
兵
衛
に
委
任
し
て
い
た
よ
う
で
み
疑
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
声

　
ま
た
、
西
川
家
は
手
船
を
所
有
す
る
だ
け
で
な
く
、
雇
船
も
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
天
保
八
年
（
一
八
三
入
）
九
月
の
「
約
定
証
文
」
に
よ

れ
ば
、
岡
田
半
兵
衛
と
と
も
に
越
後
鵜
泊
の
明
徳
丸
を
軍
船
と
し
て
雇
い
、
六
〇
〇
両
で
中
国
筋
へ
の
米
買
積
を
依
頼
し
、
　
「
上
下
利
分
共
六

分
方
者
各
方
持
、
四
分
通
リ
者
為
運
賃
拙
者
方
配
備
可
申
受
定
二
御
座
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
利
益
の
六
割
は
各
自
折
半
、
残
り
の
四
割
は
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

主
の
得
分
と
決
め
て
い
た
。
そ
し
て
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
十
月
の
「
浜
屋
虎
蔵
船
荷
打
分
算
帳
」
に
よ
れ
ぽ
、
「
松
前
弐
番
」
　
「
大
坂
行
」

と
し
て
松
前
よ
り
西
川
家
の
積
荷
を
積
ん
で
大
坂
へ
向
か
う
廻
船
が
、
航
行
中
難
船
に
あ
っ
た
ら
し
く
、
捨
荷
物
を
行
な
っ
た
。
そ
の
と
き
の

積
荷
物
が
、
敦
賀
の
網
屋
伝
兵
衛
支
配
の
西
川
家
の
積
荷
と
敦
賀
船
町
丸
屋
半
助
支
配
の
万
屋
の
積
荷
お
よ
び
船
頭
の
積
荷
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
各
荷
主
の
積
荷
高
、
捨
荷
物
、
半
平
損
金
割
当
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
西
川
家
の
積
荷
は
、
身
欠
五
〇
本
（
代
金
一
貫
一
〇
〇
匁
）
、
棒
鱈

一
四
箇
月
代
金
一
貫
二
一
八
匁
）
、
こ
の
う
ち
捨
荷
物
身
欠
」
本
・
棒
鱈
七
箇
（
代
金
六
三
一
匁
）
で
、
分
算
損
金
割
当
七
六
八
匁
八
分
八
厘
と
な

る
。
万
屋
の
積
荷
は
、
ふ
よ
り
子
二
〇
本
（
代
金
六
二
〇
匁
）
、
棒
鱈
二
〇
箇
（
代
金
一
貫
七
四
〇
匁
）
、
こ
の
う
ち
捨
荷
物
捧
鱈
一
〇
箇
（
代
金
八

七
〇
匁
）
、
二
面
損
金
割
当
七
入
二
匁
八
分
一
厘
で
あ
る
。
船
頭
勘
定
は
、
二
代
四
貫
目
、
運
賃
銀
〆
高
三
四
七
匁
七
分
、
「
船
頭
中
荷
」
と
し

て
よ
り
数
子
六
八
本
（
代
金
一
貫
四
五
四
匁
二
分
八
厘
）
、
身
欠
二
九
〇
本
（
代
金
五
貫
三
〇
一
匁
九
分
七
厘
）
、
昆
布
（
代
金
三
貫
四
一
二
匁
一
厘
）
と

あ
り
、
こ
の
う
ち
捨
荷
物
と
し
て
よ
り
数
子
六
八
本
、
身
欠
一
〇
四
本
、
昆
布
八
○
駄
、
檜
網
二
房
、
他
に
「
船
痛
ミ
作
事
料
」
が
加
え
ら

れ
、
代
金
四
貫
七
六
二
匁
六
分
と
な
り
、
黒
藻
損
金
割
当
は
四
貫
八
一
四
匁
九
分
四
厘
と
あ
る
。
　
「
捨
リ
銀
高
」
に
は
、
さ
ら
に
上
乗
賃
一
五

匁
、
諸
入
用
五
三
匁
六
分
、
分
路
仕
立
入
用
三
四
匁
五
分
が
加
算
さ
れ
、
合
計
六
貫
三
六
六
匁
七
分
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
西
川
家
は
、
自
己

荷
物
の
輸
送
を
自
己
所
有
の
廻
船
の
み
に
よ
っ
て
あ
た
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
雇
船
を
し
た
り
、
他
の
荷
主
の
積
荷
と
い
っ
し
ょ
に
運
賃
積



に
よ
っ
て
も
行
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
次
に
、
西
川
家
の
所
有
廻
船
に
よ
る
廻
船
経
営
に
つ
い
て
、
そ
の
経
営
状
況
を
み
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
～
明

治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
の
各
廻
船
別
利
益
額
を
示
し
た
の
が
、
第
1
5
表
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
れ
ぽ
、
所
有
廻
船
総
数
は
、
天
保
十
二

（一

ｪ
四
一
）
～
十
四
年
頃
に
は
四
艘
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
は
六
艘
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
は
七
艘
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）

か
ら
は
八
艘
と
増
加
す
る
が
、
慶
応
二
年
に
は
破
船
が
揮
い
つ
ぎ
、
明
治
元
年
に
は
五
艘
に
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
後
明
治
三
年
に
は
六
輝
、

明
治
十
一
年
に
は
七
十
、
そ
し
て
明
治
十
九
年
に
は
九
艘
も
の
廻
船
を
所
有
し
て
い
た
。
し
か
し
明
治
二
十
年
に
は
八
七
、
二
十
一
年
に
は
七

艘
、
二
十
二
年
に
は
六
十
と
し
だ
い
に
減
少
し
て
い
っ
た
。
廻
船
よ
り
の
利
益
額
を
み
る
と
、
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
～
十
四
年
頃
は
一
、

○
○
○
両
以
下
で
あ
っ
た
が
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
以
降
は
物
価
上
昇
の
影
響
も
あ
る
が
二
、
○
○
○
～
八
、
○
○
○
両
の
利
益
額
を
得

て
お
り
、
特
に
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
は
八
、
八
九
八
両
も
の
利
益
を
あ
げ
て
い
る
。
明
治
十
一
年
以
降
は
、
十
三
年
ま
で
は
五
、
○
○

○
円
以
上
の
利
益
を
あ
げ
順
調
で
あ
る
が
、
十
四
～
十
七
年
は
い
ず
れ
も
二
、
○
○
○
～
六
、
○
○
○
円
の
損
失
で
、
十
八
～
二
〇
年
は
黒
字

に
転
ず
る
も
の
の
、
二
十
一
年
に
は
九
、
○
入
三
円
も
の
損
失
を
出
し
て
い
る
。

　
損
金
が
生
じ
る
場
合
の
原
因
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
て
み
る
と
、
第
】
に
は
難
船
が
あ
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
烏
丸
が
安
政
六
年
（
一
八

五
九
）
七
月
に
佐
渡
で
破
船
し
た
た
め
、
安
政
六
年
に
は
「
午
の
八
月
ヨ
リ
未
の
四
月
マ
テ
船
作
事
共
雑
用
〆
高
、
但
し
去
ル
七
月
廿
五
日
佐

　
　
　
　
　
　
（
9
）

渡
ニ
テ
破
船
二
相
成
」
と
し
て
一
九
四
両
一
分
と
六
貫
入
三
一
文
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
は
「
未
ノ
年
七
月
佐
渡
二
お
い
て
破
船
中
荷

　
　
　
　
　
ゆ
　

代
指
引
損
分
也
」
と
し
て
四
〇
三
両
二
分
過
九
五
五
文
が
二
か
年
に
わ
た
っ
て
支
払
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
万
延
元
年
に
は
扇
丸
に
三
四
九
両
の

損
失
が
生
じ
て
い
る
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
七
月
に
は
、
住
徳
丸
が
松
前
で
破
船
し
て
お
り
、
そ
の
と
き
「
造
用
丑
の
七
月
廿
二
日
御
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

玉
当
澗
二
お
み
て
破
船
二
付
入
用
達
通
ひ
表
〆
高
」
と
し
て
ニ
ニ
八
貫
＝
九
文
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
入
月
に
は
、

中
乗
丸
・
安
全
丸
・
至
善
丸
・
住
徳
丸
の
五
艘
が
破
船
し
、
中
乗
丸
に
つ
い
て
は
「
造
出
店
通
ひ
表
敷
高
也
、
但
し
八
月
入
日
大
時
化
耳
付
当

　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

澗
内
お
み
て
難
船
二
子
回
歴
相
嵩
リ
申
候
」
と
し
て
慶
応
二
年
に
一
五
両
一
分
と
四
一
七
七
貫
七
入
八
文
が
支
払
わ
れ
、
こ
の
年
は
わ
ず
か
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

六
両
の
利
益
額
と
な
り
、
翌
年
に
も
五
三
六
両
の
損
失
と
な
っ
て
表
わ
れ
て
い
る
。
慶
応
三
年
の
「
手
船
達
勘
定
帳
」
に
は
、
安
全
丸
に
つ
い

　
　
（
慶
応
二
年
）

て
「
寅
八
月
当
四
二
お
み
て
破
舟
荷
物
水
揚
リ
直
弟
差
引
養
分
如
此
々
」
と
し
て
三
三
八
両
二
分
と
＝
】
八
文
、
至
善
丸
に
つ
い
て
も
「
差
引

尻
リ
有
金
寅
八
月
夷
恩
顧
懸
沖
合
二
於
て
破
船
門
付
流
失
の
分
か
し
」
と
し
て
入
両
二
分
二
朱
と
細
入
三
文
、
住
徳
丸
に
つ
い
て
も
「
差
引
尻

リ
有
金
寅
八
月
破
船
之
節
流
失
の
分
」
と
し
て
五
〇
両
三
再
三
朱
と
一
貫
三
七
四
文
の
支
払
が
見
ら
れ
、
前
年
の
破
船
の
後
始
末
を
行
な
っ
て

い
る
。
慶
応
三
年
八
月
に
大
嶋
沖
に
て
破
船
し
た
扇
丸
に
つ
い
て
は
、
　
「
卯
八
月
五
日
大
嶋
沖
ニ
テ
破
船
、
助
命
船
中
助
船
謝
礼
三
二
御
船
玉

南
部
左
井
浦
江
引
寄
セ
村
方
入
用
、
店
ず
手
代
壱
人
遣
し
行
帰
り
路
用
共
如
此
」
と
し
て
五
二
六
両
一
朱
と
一
貫
五
三
二
文
、
　
「
差
引
尻
リ
有

金
卯
八
月
夷
地
登
掛
沖
合
二
而
破
船
二
軸
流
失
候
分
か
し
」
と
し
て
二
〇
両
二
分
と
二
貫
＝
二
文
が
支
払
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
明
治
四
年
に
は
、
明
運
丸
が
「
午
九
月
十
九
日
治
罰
内
二
お
い
て
大
時
化
二
付
荷
打
扇
分
損
分
也
」
と
あ
り
、
難
船
に
あ
っ
て
い
る
。
明
治

十
二
年
に
は
、
三
好
丸
に
つ
い
て
「
難
破
二
難
船
代
価
損
耗
ノ
分
」
と
し
て
三
、
○
○
○
円
、
　
「
難
破
脚
付
積
入
請
荷
仕
切
直
損
耗
ノ
分
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

し
て
四
、
〇
三
五
円
四
一
銭
五
厘
、
　
「
出
港
税
金
井
用
意
金
二
向
ヶ
相
渡
精
分
」
と
し
て
四
二
二
円
七
一
銭
が
損
金
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
十

四
年
に
は
、
北
瀟
丸
が
「
本
船
難
破
二
胡
船
代
価
損
亡
高
」
と
し
て
六
、
五
〇
〇
円
、
　
「
全
船
積
入
商
品
代
価
損
亡
高
」
と
し
て
四
、
五
二
二

　
　
　
　
（
1
6
）

円
五
九
銭
入
厘
、
明
治
十
七
年
に
は
安
吉
丸
が
、
通
常
修
繕
費
の
上
廻
り
分
と
し
て
一
、
二
四
一
円
八
一
銭
八
厘
、
神
鷹
丸
が
「
難
破
諸
費
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

払
高
」
と
し
て
三
八
二
円
二
一
銭
四
厘
、
　
「
難
破
二
付
船
代
金
損
失
高
」
と
し
て
三
、
○
○
○
円
、
明
治
十
八
年
に
は
金
剛
丸
が
通
常
修
繕
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

の
上
廻
り
分
と
し
て
二
、
一
四
一
円
四
八
銭
、
明
治
十
九
年
に
も
明
運
丸
に
お
い
て
同
じ
く
二
、
五
四
入
円
四
二
銭
五
分
が
支
払
わ
れ
て
い

る
。
明
治
十
九
年
に
は
、
仁
栄
丸
が
「
宗
谷
郡
積
入
中
荷
代
金
其
他
破
船
揚
諸
費
共
損
亡
」
と
し
て
三
、
五
七
四
円
七
九
銭
六
厘
、
　
「
本
船
破

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

船
二
花
船
代
金
損
亡
」
と
し
て
「
、
七
〇
〇
円
、
明
治
二
十
年
に
は
中
乗
丸
が
通
常
修
繕
上
廻
り
分
と
し
て
一
、
七
六
八
円
二
七
銭
、
明
治
二

十
｝
年
に
は
明
黒
丸
が
「
本
船
々
代
価
金
（
難
破
二
付
如
此
）
」
と
し
て
三
、
五
〇
〇
円
、
「
難
破
諸
費
支
払
高
」
と
し
て
二
五
七
円
五
五
二
三



　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

厘
を
支
出
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
破
船
は
損
金
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。

　
第
二
に
は
、
　
「
ツ
ル
カ
雨
中
荷
売
立
利
分
」
や
「
上
方
行
馬
荷
売
立
二
分
」
の
よ
う
な
隔
地
間
の
買
積
が
年
間
一
度
か
あ
る
い
は
全
く
行
な

わ
れ
ず
に
、
上
方
あ
る
い
は
敦
賀
よ
り
松
前
へ
の
下
り
品
、
例
え
ば
米
・
塩
・
酒
・
醤
油
・
砂
糖
・
石
灰
・
木
綿
・
莚
・
縄
・
網
苧
お
よ
び
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

江
商
人
の
荷
物
等
の
運
賃
積
を
行
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
欠
損
を
生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
住
徳
丸
、
明
治
元

～
二
年
の
安
吉
丸
、
明
治
三
～
四
年
の
安
全
丸
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
隔
地
間
の
二
宮
を
年
間
三
度
以
上
も
行
な
っ
て
い
る
野
合
は
、
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
久
二
年
）

な
り
の
利
益
を
あ
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
中
乗
丸
は
、
「
戌
の
年
春
四
月
壱
番
越
後
新
潟
下
リ
荷
物
売
立
利
分
也
」

と
し
て
二
四
五
両
一
分
二
朱
と
六
五
六
文
、
「
戌
の
年
壱
番
斎
蔵
所
登
リ
掛
付
中
の
湊
中
編
売
立
利
器
也
」
と
し
て
五
〇
四
両
二
分
二
朱
と
八
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

八
文
、
　
「
戌
の
年
南
部
釜
石
子
拙
い
わ
し
買
入
中
の
直
行
売
立
当
分
也
」
と
し
て
三
三
七
両
三
分
と
一
貫
六
文
の
利
益
を
得
て
い
る
。
元
治
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
久
三
年
）

年
（
一
八
六
四
）
の
至
善
丸
は
、
　
「
亥
の
年
一
番
ヲ
シ
ヨ
ロ
片
付
ツ
ル
カ
行
田
荷
売
立
利
分
」
と
し
て
五
一
一
両
』
分
と
一
貫
五
＝
二
文
、
「
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
治
元
年
）

弐
番
両
揚
所
登
り
上
方
行
前
同
断
」
と
し
て
九
五
〇
両
一
分
一
朱
と
三
貫
一
一
四
文
、
　
「
子
の
年
春
ツ
ル
カ
ヨ
リ
上
方
行
廻
リ
前
同
断
」
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

て
五
五
入
両
一
分
一
朱
と
一
貫
二
七
】
文
の
利
益
を
あ
げ
て
い
る
。
ほ
か
に
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
の
金
袋
丸
・
住
徳
丸
、
明
治
十
】
年
の
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

全
丸
・
中
乗
丸
・
三
好
丸
な
ど
も
同
様
の
理
由
で
利
益
を
得
て
い
る
。

　
第
三
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
第
二
の
こ
と
を
関
連
す
る
が
、
買
積
の
た
め
魚
肥
価
格
等
の
変
動
に
よ
っ
て
、
逆
に
高
く
買
っ
て
安
く
売
ら
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慶
応
三
年
）

る
を
得
な
く
な
っ
た
掛
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
明
治
元
年
二
月
の
中
乗
丸
は
「
豊
年
ヲ
シ
ヨ
一
塁
リ
窓
明
上
方
行
脚
荷
売
立
言
分
也
」
と
し
て

四
五
入
両
三
分
二
朱
と
永
六
二
文
五
分
の
損
失
を
、
勇
丸
も
「
卯
年
春
囲
荷
物
店
積
入
ツ
ル
各
行
売
立
等
分
也
」
と
し
て
三
五
三
両
三
分
三
朱

　
　
　
　
　
　
　
（
慶
応
三
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

と
二
七
五
文
、
　
「
同
年
入
月
ヲ
シ
ヨ
ロ
登
リ
野
付
上
方
行
売
立
損
分
也
」
と
し
て
二
六
六
両
一
分
と
永
｝
七
文
一
分
の
損
失
を
被
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慶
応
三
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
三
年
）

明
治
三
年
に
も
、
明
運
丸
が
「
卯
年
ヲ
シ
ヨ
ロ
登
帯
付
中
鷺
売
立
損
分
点
」
と
し
て
九
九
七
両
と
永
一
】
四
文
】
分
、
　
「
午
年
ヲ
シ
ョ
ロ
登
積

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

付
下
之
関
行
前
同
断
」
と
し
て
＝
六
両
と
永
三
三
七
文
四
分
の
損
失
を
生
じ
て
い
る
。
他
に
も
明
治
十
五
年
半
神
骨
導
で
は
、
コ
兀
代
価
」

　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



廻船別利益額
明運丸 安吉丸 三好丸 北滅丸 神鷹丸 金剛丸 同福丸 仁栄丸 1艘当利益 合　　計

73両 295両

205両 820両

221両 1，270両

lO4両 625両

364両 2，552両

393両 2，756両

600両 4，204両

1，27工両 8，898両

1，063両 7，447両

789両 6，313両

566両 4，535両

4，007両
520両 1，619両 8，099両

95両 　　一Q，042岡 i，402両 8，415両

△73両 △21両 △3両 △20両

1，529円 2，937円 2，636円 2，557円 17，902円

為305円 2，565円 △7，458円 84円 853円 5，976円

99円 2，068円 1，891円 69円 1，009円 7，064円

1，689円 363円 11，132円 △633円 △866円 △6，064円

260円 △79円 △1，104円 △446円 △2，681円

△851円 △316円 △268円 △830円 △607円 △4，249円

198円 △1，279円 △4，973円 127円 △713円 △4，994円

621円 工，021円 △70円 △2，277円 209円 1，468円

A1，193円 1，711円 301円 1，950円 工，846円 △5，274円 260円 2，346円

116円 839円 571円 884円 582円 365円 2，921円

△9，286円 △69円 △292F3 △459円 △1，29？円 △9，083円

769円 △651円 1，573円 679円 4，077円

西川伝右衛門家文書），明治11年は，　「正算表」（滋賀大学経済学部附属史料館保管西川伝右

1432～1479頁）より作成。

同一廻船名でも，世代交代が行なわれている。

近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

○
○



近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

一
〇
一

第15表西川家所有

年　　　代 金袋丸 安全丸 住徳丸 善通丸 中乗丸 至善丸 扇　丸 勇　丸 降福丸

天保エ2年（エ84エ） エ14両 6両 216両 △42両

天保14年（1843） 2工2両 345両 144両 118両

安政6年（1859） 476両 463両 △489両 343両 237両 238両

万延元年（1860） 385両 379両 148両 △29両 91両 △349両

文久元年（1861） 　｝S41両 869両 △115両 354両 404両 535両 62両

文久2年（1862） 524両 30両 60両 852両 631両 501両 155両

文久3年（1863） 332両 471両 1，318両 901両 536両 160両 484両

元治元年（1864） ユ，534両 工，729両 870両 839両 1，924両 970両 ユ，030両

慶応元年（1865） ユ，320両 1，G54両 2，117両 665両 63エ両 371両 工，286両

慶応2年（1866） 994両 為306両 △56両 26両 1，543両 1，284両 820両 393両

慶応3年（1867） 756両 1，241両 53両 △536両 20両 2，524両 475両

明治元年（1868）

ｾ治2年（1869）

｝姻 ｝騨・ 325両

明治3年（1870＞ ユ，681両 80両 1，493両 3，D21両

明治4年（187エ） 736両 △511両 82両 △231両

明治11年（1878） 602円 6，396円 2，876円 926円

明治12年（1879） 2，591円 3，367円 3，519円

明治ユ3年（エ88の ユ，395円 エ，46ユ円 77円

明治14年（1881） 1，687円 1，379円 582円

明治15年（1882） 168円 △2，246円 319円

明治16年（18B3） △23円 △932円 △1，025円

明治17年（1884｝ 827円 1円 103円

明治18年（1885） 14円 1，413円 745円

明治19年（1886＞ 629円 946円 1，428円

明治20年（1887） 181円 851円 △1，105円

明治21年（1888） 689円 △558円 893円

明治22年（1889） 189円 1，354円 841円
口

（註）　天保12年～明治4年は，画塾の「手船勘定帳」　（滋賀県立短期大学附属図書館所蔵

　　衛門家文書），明治12～22年は各年の「聖算表」（前掲r松前町史』史料編第3巻，

　　△は損金を示す。両・円未満の端数は切り捨てたため，合計額は必ずしも一致しない。



近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

四
、
　
一
四
一
円
二
二
銭
九
厘
の
「
弐
番
上
リ
荷
物
」
を

　
　
　
　
　
（
2
9
）

を
出
し
て
い
る
。
明
治
十
六
年
に
は
、
神
鷹
丸
が
「
敦
賀
上
リ
荷
物
」

一
〇
二

「
玉
島
売
円
高
」
四
、
〇
六
七
円
一
九
銭
二
厘
で
売
却
し
、
七
四
円
三
銭
七
厘
の
損
金

で
＝
二
七
円
余
、
金
剛
丸
が
「
上
り
荷
物
」
で
七
五
円
余
、

「
上
り
荷
物
」
で
六
六
円
本
、
安
全
丸
も
「
上
り
荷
物
」
で
八
九
円
、
中
乗
丸
も
「
上
り
荷
物
」
で
四
〇
三
円
余
の
損
金
と
な
っ
て
い
る
。

か
に
「
上
り
荷
物
」
の
無
心
に
よ
る
損
失
だ
け
で
な
く
、

こ
の
よ
う
に
廻
船
経
営
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
し
て
は
、

明
運
上
も

　
（
3
0
）

　
　
　
ほ

「
下
り
荷
物
」
の
勲
位
に
よ
る
損
失
も
明
治
以
降
か
な
り
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

た
び
重
な
る
破
船
、
買
善
言
と
し
て
の
航
海
回
数
の
少
な
さ
、
市
況
変
化
に
よ
る
価

格
の
逆
格
差
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
明
治
十
四
年
以
降
の
廻
船
経
営
の
経
常
的
な
悪
化
は
、
特
に
地
域
間
価
格
差
の
解
消
に
よ
っ

て
し
だ
い
に
買
積
船
と
し
て
の
機
能
を
果
せ
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）
　
元
禄
十
五
年
「
万
永
代
覚
帳
」
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
）
。
以
下
の
記
述
は
、
断
わ
ら
な
い
限
り
こ
の
史
料
に
よ
る
。

（
2
）
　
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。

（
3
）
　
榎
森
進
氏
は
、
松
前
交
易
に
従
事
し
た
廻
船
の
船
型
に
つ
い
て
、
「
近
世
前
期
に
は
、
当
時
の
蓋
世
海
海
運
の
あ
り
方
に
規
定
さ
れ
て
、
北
国
船
は
じ
め
羽
ケ
瀬
船
・
間
瀬

　
　
船
・
二
成
船
・
木
遊
船
な
ど
の
在
来
の
北
陸
船
は
じ
め
北
国
造
り
の
船
が
主
流
を
占
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
元
禄
・
宝
永
頃
か
ら
瀬
戸
内
系
の
弁
財
船
が
進
出
し
、
享
保

　
　
期
に
は
北
国
海
運
の
主
流
を
占
め
る
と
い
う
状
況
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
松
前
交
易
に
従
事
し
た
廻
船
も
次
第
に
弁
財
船
が
多
く
な
り
、
宝
暦
初
年
頃
ま
で
に
は
確
実
に
弁
財

　
　
船
が
主
流
を
占
め
る
に
至
り
、
宝
暦
初
年
で
羽
ケ
瀬
船
が
姿
を
消
す
と
と
も
に
、
北
国
船
も
安
永
期
を
最
後
に
姿
を
消
し
て
し
ま
う
」
と
さ
れ
る
（
榎
森
進
前
掲
書
二
七
九
頁
）
。

（
4
）
　
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。

（
5
）
　
同
右
。

（
6
）
　
滋
賀
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。

（
7
）
　
網
屋
伝
兵
衛
と
西
川
伝
右
衛
門
家
と
は
関
係
が
深
く
、
竃
屋
伝
兵
衛
は
本
来
敦
賀
の
船
宿
で
あ
っ
た
が
、
西
川
家
の
荷
物
の
保
管
だ
け
で
な
く
、
そ
の
売
買
等
か
な
り
積
極

　
　
的
な
行
動
を
し
た
ら
し
い
。
万
延
元
年
（
一
入
六
〇
）
五
月
に
は
、
「
御
勝
手
二
付
私
方
名
前
・
一
可
被
描
出
承
知
仕
候
、
陳
ル
上
者
表
向
名
前
斗
リ
之
儀
二
御
座
声
問
、
何
時
成

　
　
共
御
勝
手
二
四
殿
御
名
前
二
御
切
替
可
良
著
候
」
と
あ
り
、
西
川
家
の
手
船
で
あ
る
安
全
丸
・
金
袋
果
を
竃
屋
伝
兵
衛
名
儀
に
切
り
替
え
て
お
り
、
西
川
家
の
出
張
所
的
な
性

　
　
格
が
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
寛
政
十
一
年
置
一
七
九
九
）
の
幕
府
に
よ
る
東
蝦
夷
地
の
公
収
に
際
し
、
敦
賀
で
は
、
飴
屋
治
左
衛
門
と
薄
湿
伝
兵
衛
が
、
御
用
を
受

　
　
け
て
お
り
、
両
人
は
以
前
よ
り
蝦
夷
地
産
物
並
仕
入
物
品
取
引
問
屋
で
あ
っ
た
（
『
敦
賀
郡
誌
』
一
九
二
九
年
、
福
井
県
敦
賀
郡
役
所
）
。

（
8
）
滋
賀
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。

（
9
）
　
安
政
六
年
「
手
船
勘
定
帳
」
（
滋
賀
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
）
。

（
1
0
）
　
万
延
元
年
「
手
船
達
勘
定
帳
」
（
同
右
）
。



（
1
1
）
慶
応
元
年
「
手
船
達
勘
定
帳
」
（
同
右
）
。

（
1
2
）
　
慶
応
二
年
「
手
船
達
勘
定
帳
」
（
同
右
）
。

（
1
3
）
　
滋
賀
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
。

（
1
4
）
　
明
治
四
年
「
手
船
勘
定
帳
」
（
滋
賀
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
）
。

（
1
5
）
　
明
治
十
二
年
「
正
算
表
」
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
保
管
西
川
伝
右
衛
門
逸
文
書
）
。

（
1
6
）
　
明
治
十
四
年
「
正
算
表
」
（
前
掲
『
松
前
町
史
』
史
料
編
第
三
巻
、
一
四
三
六
～
一
四
四
〇
頁
）
。

（
1
7
）
　
明
治
十
七
年
「
勘
定
表
」
（
同
右
一
四
五
〇
～
一
四
五
四
頁
）
。

（
1
8
）
　
明
治
十
入
年
「
勘
定
表
」
（
同
右
一
四
五
五
～
一
四
五
九
頁
）
。

（
1
9
）
　
明
治
十
九
年
「
勘
定
≠
表
」
（
同
右
一
四
六
〇
～
一
四
六
五
百
外
）
。

（
2
0
）
　
明
治
二
十
年
「
勘
定
表
」
（
同
右
一
四
六
六
～
一
四
七
〇
頁
）
。

（
2
1
）
　
明
治
二
十
一
年
「
勘
定
表
」
（
同
右
一
四
七
一
～
一
四
七
五
頁
）
。

（
2
2
）
　
田
端
直
言
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
「
手
船
の
『
町
分
』
の
大
部
分
が
、
『
中
置
売
立
利
分
』
と
『
帆
用
』
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
明
確
で
、
『
運
賃
』
や
『
下
り
荷
物
利

　
　
分
』
す
な
わ
ち
、
本
州
よ
り
持
ち
込
む
商
品
に
関
わ
る
収
益
は
、
極
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
、
揚
馬
～
松
前
間
の
輸
送
に
よ
り
生
じ
た
「
帆
用
」
も
重
要
な
利
潤

　
　
源
だ
と
さ
れ
る
（
田
端
宏
前
掲
「
場
所
請
負
制
度
崩
壊
期
に
於
け
る
請
負
人
資
本
の
活
動
」
（
二
）
七
八
頁
）
。
な
る
ほ
ど
「
帆
用
」
は
、
「
下
り
荷
物
利
分
」
よ
り
も
高
い
比

　
　
重
を
有
す
る
が
、
「
中
荷
売
立
利
分
」
に
比
べ
る
と
、
そ
の
三
分
の
一
以
下
の
利
益
し
か
あ
げ
て
お
ら
ず
、
廻
船
の
収
益
を
大
き
く
左
右
す
る
の
は
、
や
は
り
隔
地
間
の
面
積

　
　
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
い
。
特
に
明
治
期
に
な
る
と
、
松
前
城
下
の
地
位
が
低
下
し
、
「
帆
用
」
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。
た
だ
明
治
十
二
年
に
明
運
丸
が
、
「
忍
路
積
入
ノ
分
量

　
　
館
売
仕
切
表
」
と
あ
り
、
忍
路
で
の
積
入
荷
を
函
館
に
て
売
却
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
（
前
掲
明
治
十
二
年
「
正
算
表
」
）
。

（
2
3
）
　
文
久
三
年
「
手
船
達
勘
定
帳
」
（
滋
賀
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
西
川
伝
右
衛
門
置
文
書
）
。

（
勿
）
　
元
治
元
年
「
手
船
達
勘
定
牒
」
（
同
右
）
。

（
2
5
）
　
た
だ
「
手
船
勘
定
帳
」
自
体
が
、
毎
年
八
～
十
月
頃
に
決
算
を
し
て
お
り
、
囲
荷
な
ど
は
翌
年
の
勘
定
帳
に
含
ま
れ
て
計
算
さ
れ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
、
必
ず
し
も
そ
の

　
　
年
に
生
じ
た
損
益
が
、
そ
の
ま
ま
そ
の
年
の
勘
定
帳
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
ば
限
ら
ず
、
翌
年
に
ず
れ
込
ん
で
い
る
揚
合
も
多
々
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
し
た
破
船

　
　
に
よ
る
欠
損
を
み
る
場
合
に
お
い
て
も
、
破
船
が
あ
っ
た
そ
の
年
に
破
船
に
よ
る
損
失
が
、
そ
の
ま
ま
勘
定
帳
に
直
接
反
映
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
翌
年
に
繰
り
越
さ
れ
て
影

　
　
響
す
る
場
合
が
多
い
の
で
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
2
6
）
　
買
積
船
の
問
題
を
考
え
る
場
合
、
常
に
地
域
間
の
価
格
差
に
つ
い
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
田
端
宏
氏
は
、
緋
類
の
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
～
慶
応
二
年
（
一
入
六

　
　
六
）
の
松
前
相
場
と
本
州
相
場
の
動
き
を
比
較
さ
れ
、
「
本
州
で
売
捌
く
相
場
が
、
文
久
二
年
半
あ
が
り
は
じ
め
、
文
久
三
～
元
治
元
年
に
急
騰
す
る
の
に
、
松
前
相
器
は
、

　
　
文
久
三
年
ま
で
大
き
な
変
化
は
な
く
、
元
治
元
年
に
な
っ
て
急
騰
を
み
せ
る
と
い
う
状
況
、
松
前
の
相
場
が
本
州
の
相
場
の
動
き
に
一
年
以
上
も
遅
れ
て
動
い
て
い
た
と
い
う

　
　
商
況
が
、
文
久
三
年
の
高
収
益
率
の
条
件
な
の
で
あ
っ
た
」
（
田
端
宏
前
掲
「
揚
所
請
負
制
度
崩
壊
期
に
於
け
る
請
負
人
資
本
の
活
動
」
（
二
）
七
九
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

　
　
た
価
格
に
与
え
る
影
響
と
し
て
、
供
給
側
に
お
け
る
漁
況
、
需
要
側
に
お
け
る
魚
肥
普
及
の
問
題
も
あ
わ
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

一
〇
三



近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営

一
〇
四

　
　
　
松
前
郡
福
山
付
近
の
漁
況
に
つ
い
て
は
、
「
安
永
五
乃
至
六
年
よ
り
文
政
年
間
確
約
四
十
年
乃
至
五
十
年
間
は
不
漁
で
、
其
の
後
、
十
八
ケ
年
齢
は
二
十
一
ケ
年
間
、
引
続
き

　
　
不
漁
の
年
が
あ
り
、
慶
応
三
年
よ
り
復
た
漁
を
見
、
明
治
元
年
、
二
年
頃
は
殊
に
豊
漁
で
、
七
日
間
魚
群
は
去
ら
な
か
っ
た
と
云
ふ
有
様
で
あ
り
、
同
六
年
迄
は
比
較
的
大
漁

　
　
で
あ
り
、
七
年
よ
り
九
年
麹
は
韓
漁
、
十
年
よ
り
十
玉
、
六
年
頃
珍
豊
漁
、
十
七
年
よ
り
二
十
年
迄
薄
漁
、
二
十
一
年
頃
、
復
た
大
漁
で
、
一
統
に
つ
き
、
多
き
は
入
百
石
、

　
　
平
均
四
百
石
を
拙
し
た
と
伝
へ
ら
れ
て
る
る
。
二
十
三
年
よ
り
漸
次
薄
漁
と
な
り
、
三
十
六
年
頃
は
全
く
漁
獲
な
く
、
其
後
、
四
十
三
年
、
一
回
僅
少
の
漁
を
見
、
大
正
二

　
　
年
、
松
前
郡
三
千
余
石
の
漁
獲
が
あ
っ
た
の
を
最
後
と
し
て
三
年
以
降
皆
無
と
な
っ
た
」
（
大
刀
川
利
男
前
掲
論
文
一
五
七
頁
）
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
魚
肥
の
普
及
・
流
通
に
つ
い
て
は
、
荒
居
英
次
『
近
世
日
本
漁
村
史
の
研
究
』
（
一
九
六
三
年
忌
新
生
社
、
四
六
三
～
五
八
六
頁
）
、
同
「
近
世
農
村
に
お
け
る
魚
肥
使
用
の

　
　
拡
大
」
（
『
日
本
歴
史
』
第
二
六
四
号
、
一
九
七
〇
年
五
月
）
、
水
島
茂
「
近
世
に
お
け
る
北
海
道
魚
肥
の
普
及
と
影
響
」
（
『
冨
山
史
壇
』
第
三
三
号
、
一
九
六
六
年
三
月
、
の

　
　
ち
同
『
加
賀
藩
・
富
山
藩
の
社
会
経
済
史
研
究
』
一
九
入
二
年
、
文
献
出
版
、
所
収
）
、
堅
田
精
司
「
ニ
シ
ン
粕
本
±
流
入
の
時
期
」
（
『
北
海
道
地
方
史
研
究
』
第
七
一
号
、

　
　
一
九
六
九
年
七
月
）
、
鶴
岡
美
枝
子
「
近
世
近
江
地
方
の
魚
肥
流
入
事
惰
」
（
文
部
省
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
第
三
号
、
一
九
七
〇
年
三
月
）
、
水
原
正
亨
「
近
世
近
江
入
幡
の

　
　
干
鰯
屋
仲
間
」
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
『
研
究
紀
要
』
第
一
一
号
、
一
九
七
八
年
三
月
）
な
ど
の
研
究
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
7
）
　
慶
応
四
年
・
明
治
二
年
「
手
船
達
勘
定
帳
」
（
滋
賀
県
立
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
）
。

（
2
8
）
　
明
治
三
年
「
手
船
達
勘
定
帳
」
（
同
右
）
。

（
2
9
）
　
明
治
十
五
年
「
勘
定
表
」
（
前
掲
『
松
前
町
史
』
史
料
編
第
三
巻
、
一
四
四
一
～
一
四
四
五
頁
）
。

（
3
0
）
　
明
治
十
六
年
「
勘
定
表
」
（
同
右
一
四
四
五
～
一
四
四
九
頁
）
。

（
3
1
）
欠
損
を
出
さ
な
い
た
め
に
は
、
平
均
し
て
二
度
の
買
積
航
海
が
必
要
で
あ
る
。

む
　
す
　
び

以
上
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
第
一
に
、
西
川
伝
右
衛
門
家
は
、
八
幡
に
居
を
構
え
、
越
後
方
面
へ
の
荒
物
・
菓
子
さ
ら
に
呉
服
・
太
物
類
の
行
商
過
程
を
経
て
、
慶
安
三

年
（
一
六
五
〇
）
松
前
に
渡
た
り
、
寛
文
年
間
（
＝
ハ
六
一
～
一
六
七
二
）
行
商
圏
の
核
と
し
て
つ
い
に
松
前
城
下
に
出
店
を
出
す
に
至
っ
た
。
そ

し
て
松
前
支
店
で
は
、
当
初
行
商
の
延
長
線
上
に
あ
る
呉
服
・
太
物
類
の
商
い
に
従
事
し
て
い
た
が
、
三
代
目
伝
右
衛
門
の
頃
に
は
、
廻
船
も

所
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
場
所
請
負
も
本
格
化
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
川
伝
右
衛
門
家
の
場
合
も
、
行
商

に
よ
っ
て
市
揚
調
査
や
情
報
収
集
を
行
な
う
過
程
で
、
店
舗
商
業
に
よ
る
経
営
見
通
し
も
可
能
と
な
り
、
合
理
的
な
店
舗
経
営
を
推
進
す
る
こ



と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
第
二
に
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
の
「
店
勘
定
帳
」
と
「
本
家
勘
定
帳
」
は
、
と
も
に
帳
簿
形
式
の
上
で
は
か
な
り
の
発
展
を
み
、
貸
借
対
照

表
に
相
当
す
る
資
本
計
算
的
成
果
計
算
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
損
益
計
算
的
成
果
計
算
は
ま
だ
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
複
式
簿
記
の
決
算
構
造

に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
経
営
内
容
も
、
天
保
十
こ
年
（
一
八
四
一
）
か
ら
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
ま
で
は
一
応
着
実
な
発
展
を
示
す

が
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
以
降
は
、
明
治
十
三
年
、
同
二
十
一
～
二
十
二
年
の
よ
う
に
多
少
利
潤
が
み
ら
れ
た
年
度
も
あ
る
が
、
あ
ま
り

芳
し
い
結
果
を
も
た
ら
さ
ず
に
終
っ
て
い
る
。
ま
た
本
家
は
、
松
前
支
店
に
お
け
る
活
動
の
成
果
で
あ
る
為
登
金
に
依
存
す
る
形
で
、
本
家
は

あ
く
ま
で
本
家
と
し
て
機
能
し
、
独
自
の
積
極
的
な
活
動
は
あ
ま
り
行
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　
第
三
に
、
松
前
支
店
支
配
人
は
近
江
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
忍
路
・
高
島
運
上
家
支
配
人
は
松
前
・
忍
路
お
よ
び
羽
後
塩

越
の
者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
松
前
支
店
で
は
本
家
と
の
緊
密
な
連
絡
を
も
つ
統
括
機
能
が
要
求
さ
れ
た
の
に
対
し
、
忍
路
・
高
島

運
上
家
で
は
技
術
的
に
熟
知
し
た
現
場
の
采
配
機
能
を
要
求
さ
れ
た
こ
と
の
差
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
期
の
奉
公
人
に

つ
い
て
は
、
入
勤
年
齢
が
十
～
十
五
歳
で
、
湖
東
の
本
家
周
辺
地
域
の
出
身
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、
　
「
奉
公
人
請
状
」
も
遠
く
松
前

の
地
で
の
勤
務
に
備
え
た
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
｝
方
、
明
治
期
の
使
用
人
を
み
る
と
、
北
海
道
・
青
森
の
出
身
者
が
圧
倒
的
で
、
滋
賀
県
の

出
身
者
が
意
外
と
少
な
く
、
職
務
も
漁
場
頭
役
・
漁
船
頭
・
監
人
役
・
牛
方
・
炊
方
と
い
う
直
接
漁
業
現
場
に
携
わ
る
蘇
方
に
属
す
る
人
々
が

多
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
近
江
商
入
の
な
か
で
も
西
川
伝
右
衛
門
家
が
意
外
と
近
江
出
身
者
を
あ
ま
り
抱
え
込
ん
で
い
な
い
の
は
、
西
川
家
の

経
営
が
単
な
る
商
業
活
動
で
は
な
く
、
漁
業
活
動
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
明
治
二
十
六
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

至
っ
て
も
「
在
所
登
り
制
度
」
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
第
四
に
、
場
所
請
負
は
、
本
来
個
別
知
行
権
の
請
負
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
藩
主
の
知
行
権
に
属
す
る
漁
業
請
負
と
は
区
別
し
て
考
え
な

け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
西
川
家
に
お
い
て
も
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
の
「
雪
雲
鱒
場
証
文
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
田
氏
が
藩
主
へ
願
い

　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



　
　
　
　
　
　
近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

出
て
申
し
請
け
た
漁
業
権
を
西
川
家
へ
請
負
わ
せ
て
お
り
、
参
入
場
所
で
は
遅
く
と
も
こ
の
時
点
で
場
所
請
負
と
同
時
に
漁
業
請
負
も
行
な
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
請
負
契
約
も
、
場
所
請
負
は
契
約
期
間
も
十
か
年
と
長
か
っ
た
の
に
対
し
、
漁
況
に
左
右
さ
れ
る
漁
業
請
負

は
三
～
五
か
年
と
短
か
っ
た
。

　
第
五
に
、
西
川
家
の
場
所
経
営
は
、
幕
末
期
に
な
る
と
出
稼
ぎ
漁
民
の
進
出
に
、
自
然
的
要
因
で
あ
る
不
漁
・
火
災
も
加
わ
り
、
あ
ま
り
芳

し
く
な
く
、
二
八
役
料
の
徴
収
に
依
存
す
る
形
で
場
所
経
営
を
行
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
明
治
二
年
に
は
二
入
役
が
廃
止
さ
れ
、
さ
ら
に
困
難

な
状
況
に
陥
い
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
廻
船
経
営
は
八
艘
に
ま
で
所
有
廻
船
を
増
加
さ
せ
、
西
川
家
の
経
営
を
支
え
て
い
た
が
、
明

治
十
四
～
十
五
年
に
な
る
と
、
そ
の
廻
船
経
営
も
不
振
と
な
っ
た
。
一
方
、
西
川
家
で
は
近
江
地
方
で
の
他
業
種
へ
の
投
資
・
経
営
も
試
み
ら

れ
た
が
、
結
局
明
治
三
十
年
代
に
は
ほ
ぼ
松
前
経
営
か
ら
も
撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
以
上
述
べ
た
以
外
に
も
、
一
般
的
に
近
江
商
人
の
特
質
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
点
は
数
多
く
あ
る
が
、
今
後
近
江
商
人
を
研
究
す
る
上
で
の
課
題
と
し
て
、
次
の
よ

　
　
　
う
な
点
を
指
摘
で
き
よ
う
。
第
一
に
近
江
商
人
と
他
商
人
と
の
比
較
の
問
題
で
あ
る
。
従
来
近
江
商
人
の
特
質
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
た
点
が
、
よ
く
観
察
す
る
と
他
の
商
人

　
　
　
に
も
見
ら
れ
、
江
戸
時
代
の
有
力
商
家
の
特
質
と
し
て
理
解
し
た
方
が
よ
い
点
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。
第
二
に
時
期
的
な
問
題
で
あ
る
。
同
じ
近
江
商
人
で
も
時
代
が
異
な
れ

　
　
ぽ
当
然
変
化
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
ど
の
時
期
の
近
江
商
人
の
こ
と
な
の
か
、
議
論
を
展
開
さ
せ
る
場
合
に
は
っ
き
り
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
各
商
人
の
特
質

　
　
　
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
業
種
と
支
店
網
の
在
り
方
が
、
問
題
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
助
成
（
昭
和
五
十
八
年
度
奨
励
研
究
A
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


